
乾
隆
初
年
の
雲
南
金
沙
江
開
墾
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に

つ

い

て

清
代
雲
南
に
お
け
る
航
道
開
発
の
一
事
例
と
し
て

森

永

恭

代

目
　
次
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は
じ
め
に

第

一
章
　
工
事
開
始
に
至
る
ま
で

　

一　

清
代
以
前
の
雲
南
交
通

　
二
　
那
爾
泰
の
改
土
帰
流
と
水
利
政
策

　
三
　
雲
南
銅
の
京
運
と
金
沙
江
開
墾

第
二
章
　
乾
隆
初
年
の
金
沙
江
開
馨
工
事

　

一　

開
墾
工
事
を
め
ぐ
る
論
議
と
経
過

　
二
　
工
事
の
実
態
と
特
徴
、
そ
の
成
果

お
わ
り
に
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は

じ

め

に

　
筆
者

は
先

の
論
文
に
お
い
て
清
代

の
水
利
事
業

の

一
例
と
し
て
、
嘉
慶
道
光
年
間

の
長
江
三
峡
地
域
の
開
墾
工
事
を

取
り
上
げ
た
。
そ
れ

は
李
本
忠
と
い
う
、
漢
口
を
拠
点
に
川
江
を
往
来
す
る

一
客
商
が
、
工
事
全
体
に
渉

っ
て
ほ
ぼ
彼

の
資
金
力

の
み
で
成

し
遂
げ
た
、
前
代
未

聞
の
大
規
模
民
間
事
業
で
あ

っ
た
。
こ
の
三
峡
開
馨
工
事
と

い
う
李
本
忠

の

「善
挙
」

の
実
態
を
通
し
て
、
事
業
の
背

景
に
あ
る
漢
口
を
中

心
と
し
た
長
江
中
上
流
域
の
地
域
経
済
圏
の
存
在
と
、
当
地
で
活
躍
す
る
商
人
層
の
成
長
等
を
そ
こ
で
は
指
摘
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
船
舶
航
行

の
安
全
確
保
を
目
的
と
す
る
河
川

の
開
馨
工
事
は
、

い
わ
ゆ
る
農
業
水
利
や
水
害
対
策
と
し

て
の
堤
防
建
設
な
ど

と
は
、
そ
の
目
的
と

い
う
点
に
お

い
て
若
干
印
象
が
異
な
る
。
水
を
利
用
す
る
、
そ
の
便
宜
を
図
る
と

い
う
意
味
で
、

「水
利
」
と

い
う
大
き

な
範
躊

で
捉
え
る
な
ら
ば
、
開
墾
工
事
も
数
あ
る
水
利
工
事

の

一
種
と
す
る
事
も
で
き
よ
う
が
、
他
方
そ
れ
に
よ

っ
て
得
ら
れ
る
結
果
か
ら

考
え
れ
ば
、
交
通
上
の
重
要
な
開
発
事
業
と
も
捉
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
事
実
、
中
国
学
界
で
は
交
通
史
関
連

の
論
考
に
お
い
て
、
河
川

開
馨
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
。
工
事

の
技
術
的
内
容
を
見
れ
ば
、
そ
れ
は
水
利
工
事

で
あ
り
、
そ
の
効
果
や
得
ら

れ
る
利
益
を
考
え
れ

ば
、
そ
れ
は
交
通
開
発
で
あ
り
、
更
に
は
各
地
域
を
結
ぶ
流
通
経
済
発
展
の
き

っ
か
け
と
も
な
る
事
業
な
の
で
あ
る
。

こ
の
水
利
と
交
通
の

両
分
野

に
ま
た
が
る
開
墾
工
事

の
、
長
江
そ
の
も
の
に
お
け
る
事
例
数
は
定
か
で
は
な

い
。
た
だ
少
な
く
と
も
、
船
舶
航
行

の
た
め
開
墾
が

必
要

で
あ

っ
た
漢
口
以
上
の
上
流
域
で
は
、
明
清
期
に
多
く
開
墾
工
事
は
行
わ
れ
て
い
た
。

　
前
稿

の
三
峡
開
墾
工
事
に
つ
い
て
、
主
導
し
た
李
本
忠
自
ら
が
関
係
資
料
を
整
理
し
た

『平
灘
紀
略
』
に
は
、
三
峡
航
行

の
困
難
な
様
子

を
示
す
記
述
の
中
に
以
下
の
よ
う
な
文
章
が
あ
る
。

　
　
霧
か
に
江
湖
の
険
は
風
暴
、
川
河
の
険
は
石
灘
、
而
し
て
蜀
道
の
灘
は
水
瀕
水
退
、
皆
行
舟
を
碍
ぐ
る
こ
と
あ
り
。
た
だ
春
初
冬
末
の
灘
石
、
水

　
　
内

に
在
り
て
は
人
力
治
め
難
し
。
即
ち
蹄
州
の
退
水
せ
る
新
灘
の
如
き
は
、
乃
ち
銅
鉛
を
運
ぶ
の
要
区
に
し
て
、
毎
年
期
に
届
り
て
灘
を
盤
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

　
　
に
、
需
用
の
幣
項
は
数
千
両
、
而
し
て
夏
秋
水
濫
の
灘
は
更
に
多
し
。
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③

　
　
凡
そ
銅
鉛
の
船
隻
お
よ
び
客
舟
の
境
を
過
ぐ
る
に
遇
わ
ば
、
毎
に
多
く
舟
を
覆
し
、
小
船
敢
え
て
往
き
て
救
わ
ず
、
滝
艶
せ
る
生
命
、
そ
の
数
を
計
ら
ず
。

　
様
々
な
物
産
を
満
載
し
往
来
す
る
客
商
ら
の
商
船

の
他
に
、
銅
鉛
と

い
っ
た
鉱
物
資
源
を
積
載
す
る
輸
送
船
も
行
き
交

っ
て
お
り
、
こ
れ

ら

の
船
も
三
峡
を
越
え
る
の
に
難
儀
し
て
い
た
。
輸
送
さ
れ
る
鉱
物
は
、
更
に
上
流
に
位
置
す
る
雲
南

・
貴
州

の
西
南
地
域
よ
り
も
た
ら
さ

れ
た
も

の
で
あ
る
。
特
に
雲
南
産
の
銅
は
清
代
雍
正
年
間
以
降
産
出
量
を
飛
躍
的
に
伸
ば
し
、
制
銭
鋳
造
の
原
材
料
と
し
て
長
江
と
運
河
を

経
て
北
京
の
銭
局

へ
と
運
ば
れ
て
い
た
。

　
雲
南

銅
の
輸
送
に

つ
い
て
は
、
三
峡
以
上
に
憂
慮
す

べ
き
輸
送
路
程
が
あ

っ
た
。
ま
ず
雲
南
省
内

の
各
銅
廠
か
ら
長
江
沿
岸
に
向
け
て
銅

を
集
約
す
る
路
程
、
更
に
内
地

へ
と
長
江
を
下

っ
て
、
最
初
の
銅
集
積
地
で
あ
る
四
川
省
濾
州
に
運
ぶ
水
路
交
通
が
重
要
で
あ

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ω

　
こ
の
三
峡
以
上
の
長
江
上
流
域
は

「金
沙
江
」
と
呼
ば
れ
る
。
現
在
の
金
沙
江
は
源
流
を
青
海
に
発
し
チ
ベ
ッ
ト

・
四
川
の
境
界
を
東
南

へ
下
り
、
雲
南
に
入
る
と
麗
江
付
近
に
至

っ
て
南
北
に
大
き
く
湾
曲
す
る
。

い
わ
ゆ
る

「
長
江
第

一
湾
」
と
呼
ば
れ
る
区
域
で
あ
る
。
さ
ら

に
四
川
と
の
境
界
線
上
を
東

へ
向
か

い
、
眠
江
と
の
合
流
地
点
で
あ
る
四
川
省
宜
賓
に
到
達
、
こ
こ
ま

で
を
金
沙
江
と
呼
び
、
以
下
三
峡
を

含
む

「
川
江
」
と
称
さ
れ
る
四
川

・
湖
北
に
係
る
流
域

へ
と
入
る
。

　
乾
隆

五
年

(
一
七
四
〇
)
か
ら
十
三
年

(
一
七
四
入
)
に
か
け
て
、
そ
の
金
沙
江
に
お
い
て
官
主
導
に
よ
る
航
道
開
墾
工
事
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
工
事
は
四
川

・
雲
南

・
貴
州
三
省
に
係
る
西
南
地
域
を
舞
台
と
し
、
当
時

の
雲
南
経
営

の
状
況
や
先
に
述
べ
た
雲
南
銅
の
輸
送
問
題
等
、

多
く
の
論
点
を
含
ん
で
お
り
非
常
に
興
味
深

い
。
工
事
が
行
わ
れ
た
の
は
、
金
沙
江
流
域
中
で
も

「長
江
第

一
湾
」
以
東
の
雲
南

・
四
川
境

界
上
を

走
る

一
区
域
、
現
在
の
雲
南
省
巧
家
か
ら
四
川
省
濾
州
に
か
け
て
で
あ
る
。

　
前
稿

の
李
本
忠
の
事
例
が
民
間
に
よ
る
開
墾
工
事
の
代
表
的
な
も

の
と
す
る
な
ら
ば
、
今
回
取
り
上
げ
る
乾
隆
期

の
大
工
事
は
官
営
事
業

の
代
表
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
金
沙
江
開
墾
工
事
を
め
ぐ
る
背
景
と
諸
問
題
を
探
る
端
緒
と
し
て
、
本
稿

で
は
ま
ず
工
事
の
実

態
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
目
的
と
し
、
そ
の
上
で
い
く

つ
か
の
注
目
す
べ
き
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。



68

〈乾隆初年金沙江開盤工事関係地図〉

※府州クラスは◎、県 クラス(他 工事関係地)は ○で示 した。●の塩井渡 ・羅星渡 は、

　金沙江 開墾 と同時期 に同様の工事が行われた地 であ る。　 (本文参照)

※参考地図

　 轡『中国歴史地図集』第八冊清 時代(中 国社会科学院編 三聯書店1992年)

　 ㊧『新修支那省別全誌:四 川省』第2巻(東 亜同文会 支那省別全誌刊行会1941年)、

　　 附属地 図

　 翰『大清一統輿図』(清乾隆二十五年銅板 印行復刻:天 龍長城文化藝術公司編 全 国図

　　 書館文献縮微 復制 中心2003年)

　 馨『続雲南通志稿』(清王文詔等修 清唐111111等纂 光緒二十七年刊)巻 十一地理志輿図表



第

一
章

　
工
事
開
始
に
至
る
ま
で

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤

　
金
沙

江
開
繋
は
何
故
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
工
事
内
容
を
検
討
す
る
前
に
、
清
代
以
前

の
雲
南
交
通
の
概
要
と
、
乾
隆
初
に
工
事
実

施
に
至

る
経
緯
を
ま
と
め
て
お
き
た

い
。

一　

清
代
以
前
の
雲
南
交
通
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金
沙

江
開
発
の
主
た
る
目
的
は
、
西
南
辺
彊

の
雲
南
と
周
辺
地
、
特
に
中
央
政
権

の
強

い
影
響
下
に
あ
る
内
地
と
を

結
ぶ
、
重
要
な
交
通

路
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。
雲
南
地
域

へ
入
る

「入
演
」
ル
ー
ト
は
古
来
よ
り
存
在
し
、
『史
記
』
西
南
夷
列
傳
や

『華
陽
国

志
』
に
も
記
述
が
見
ら
れ
る
。
唐
代
以
降
、
南
詔

・
大
理
の
独
立
国
家
が
雲
南

一
帯
を
統
治
し
栄
え
る
が
、
そ
の
間
の
入
演
ル
ー
ト
は
漢
代

に
整
備

さ
れ
た
西
南
夷
道
を
基
と
す
る
石
門
関
道

(宜
賓
～
昭
通
～
曲
靖
～
昆
明
～
大
理
～
保
山
～
騰
衝
)
と
、
古

い
民
間
商
道
よ
り
発
展

し
た
清
渓
関
道

(西
昌
～
会
理
～
金
沙
江
渡
江
～
泪
海
)
の
二
道
に
限
ら
れ
て
い
た
。
金
沙
江
に
つ
い
て
は
渡
江
は
試

み
ら
れ
る
が
、
内
地

と
を
繋
ぐ
水
路
と
し
て
積
極
的
に
使
用
さ
れ
た
形
跡
は
、
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
無

い
よ
う
で
あ
る
。
交
通
路
と
し
て
よ
り
も
外
界
か
ら
の
侵

入
を
防
ぐ
、
或

い
は
接
触
を
阻
む
要
害
の
地
と
し
て
の
認
識
の
方
が
強
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
そ
の
金
沙
江
を
越
え
て
侵
攻
し
て
き
た
元
軍
に
よ
り
、

つ
い
に
元
代
に
は
雲
南
行
省
と
し
て
中
央
政
権
下
に
収
め
ら

れ
、
土
司
制
度
が
敷

か
れ
る

こ
と
と
な

っ
た
。
雲
南
は

い
わ
ゆ
る

「靖
赤

(ジ

ャ
ム
チ
)」
と
呼
ば
れ
る
駅
伝
制
に
も
組
み
込
ま
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
唐
代
か
ら

の
二
道

に
沿

っ
た
形
で
あ

っ
た
。
省
内
も
含
め
新
た
な
交
通
網
が
開
拓
さ
れ
、
整
備
が
進
む
の
は
更
に
後
の
こ
と
に
な

る
。

　
明
の
洪
武
帝
は
元
朝

の
残
存
勢
力
を
雲
南
か
ら
駆
逐
し
た
後
、
元
の
土
司
制
度
を
踏
襲
し
て
統
治
体
制
の
基
本
と
し

た
。
洪
武
帝
以
後
そ

れ
は
更

に
拡
充
拡
大
さ
れ
て
ゆ
き
、
前
代
以
上
の
整
備
が
図
ら
れ
た
が
、

一
方
で
政
府
直
轄
地

の
設
置
や
流
官
派
遣
も
多
く
行
わ
れ
、
外
地
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か
ら
の
移
住
民
も
増
加
、
内
地
化
が
急
速
に
進
行
し
始
め
た
。
明
代
中
期
に
入
る
と
金
沙
江
を
往
来
す
る
船
舶
も
頻
繁
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
当
時
の
様
子
と
し
て
、
史
料
中
に
も
以
下
の
よ
う
に
表
さ
れ
て
い
る
。

　
　
弘
治
、
正
徳
中
、
馬
湖
府
の
安
監
生
杉
板
を
放
ち
、
嘉
靖
十
七
年
、
王
万
安
も
ま
た
杉
板
を
放
つ
に
、
倶
に
施
梢
の
五
板
に
係
る
。
大
船
の
経
過

　
　
す
る
こ
と
、
或
い
は
十
余
隻
、
或
い
は
八
九
隻
。

　
　

つ
ね
に
客
人
来
た
り
て
木
を
販
し
、
紮
し
て
箪
筏
を
成
す
を
見
る
。
本
司
よ
り
江
流
す
れ
ば
、
昼
夜
六
日
に
し
て
即
ち
馬
湖
に
抵
る
。
箪
に
随
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲

　
　

下
船
す
る
も
の
、
或
い
は

一
二
十
隻
、
根
食
を
装
載
し
、
猪
畜
養
う
こ
と
あ
り
。
客
人
箪
を
跳
し
船
を
郷
す
る
こ
と
平
地
を
履
む
が
如
し
。

　
西
南

地
域
の
経
済
発
展
と
共
に
、
金
沙
江
を
介
し
て
隣
接
す
る
貴
州

・
四
川
と

の
往
来
が
盛
ん
に
な
り
、
金
沙
江
水

路
は
注
目
さ
れ

つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

あ

っ
た

。
同
時
に

「開
金
沙
江
」
を
求
め
る
論
議
も
、
地
方
官
等
の
間
か
ら
出
始
め
る
よ
う
に
な
る
。
航
運
技
術
の
向

上
等
も
あ
ろ
う
が
、

水
路
と

し
て
の
利
用
価
値
が
明
代
に
至

っ
て
よ
う

や
く
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ

こ
の
時
の

「
開
金
沙
江
」
は
流
通
面
か
ら
の
要
求
と
い
う
よ
り
、
未
だ
軍
事
色

の
強

い
も

の
だ

っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
洪
武

の
雲
南

平
定
の
際
に
は
、
元
朝
残
存
勢
力

の
早
期
掃
討
に
は
成
功
し
た
も
の
の
、
現
地
の
少
数
民
族
等
は
新
政
権
に
対
す
る
予
想
以
上
の
抵
抗
を
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑧

せ
、
状
況
は
激
化
し
て
兵
力
増
強
と
長
期
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
補
給

の
困
難
さ
か
ら
軍
根
欠
乏
に
苦
し
ん
だ
と
い
う

。
そ
の
後
も
正
統
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

間
に
は
雲
南
西
南
部
の
麓
川
宣
慰
使
思
任
発
の
叛
乱
に
よ
り
、
三
度
に
わ
た

っ
て
征
討
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
開
金
沙
江
」
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ω

て
も
、
論
議
さ
れ
る
も
の
の
、
現
実
に
は
土
司
の
抵
抗
等
か
ら
実
行
に
移
さ
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
内
地
化
が
進
み
つ
つ
あ

っ

た
と
は

い
え
、
少
数
民
族
と
の
衝
突
は
絶
え
ず
、
政
権
側
か
ら
す
れ
ば
不
安
定
地
域
で
あ

っ
た
と
言
え
る
。
し
か
し
清
代
を
迎
え
る
と
、
雲

南
と
金
沙
江
双
方
共
に
大
き
な
転
換
期
に
入
る
。
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清
軍

入
関
後
の
雲
南
地
域
は
、
逃
れ
て
き
た
南
明
政
権
及
び
そ
の
後

一
大
勢
力
を
築

い
た
呉
三
桂
と
そ

の
討
伐
の
た
め
、
長
く
戦
乱
の
中

に
あ

っ
た
。
清
朝
は
基
本
的
に
は
土
司
制
度
を
継
続
し
て
統
治
を
行

っ
た
。
そ
れ
は
少
数
民
族
と
の
無
用
な
軋
礫
を
生

じ
ず
、
戦
争
中
で
も

当
面
の
安
定
を
図
り
易

い
た
め
で
も
あ

っ
た
。
が
、
す
で
に
前
代
か
ら
土
司
の
専
横
と
弊
害
は
問
題
視
さ
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
康
煕
二
十
年

(
一
六
八

一
)
つ
い
に
三
藩
の
乱
が
制
圧
さ
れ
る
と
、
本
格
的
な
雲
南
経
営
の
模
索
が
始
ま

っ
た
。
そ
し
て
雍
正
期
に
那
爾
泰
に
よ
り
主
張
さ

れ
た
の
が

「改
土
帰
流
」

で
あ
る
。
こ
れ
は
土
司
を
廃
し
て
中
央
か
ら
派
遣
さ
れ
る
流
官
を
置
き
、
内
地
同
様

の
直
接
統
治
を
行
お
う
と
い

う
も
の
で
あ
る
。

　
土
司
制
度
で
は
土
着
の
少
数
民
族

の
首
長
や
移
住
し
て
き
た
漢
族
の
有
力
者
に
、
武
官
系
の
宣
慰
使

・
宣
撫
使
等
或

い
は
文
官
系
の
土
知

府

・
土
知
州
等

の
職
を
与
え
、
彼
ら
土
司

・
土
官
を
通
じ
て
間
接
的
に
統
治
を
行
う
。
し
か
し
内
地
か
ら
ほ
ぼ
独
立
し

た
形
で
統
治
を
任
さ

れ
、
し
か
も
長
期
に
渉

っ
て
世
襲
さ
れ
る
土
司
の
存
在
は
、
そ
の
地
で
の
勢
力
を
強
大
な
も
の
に
し
た
。
管
轄
下
の
土

民
に
対
す
る
横
暴
を

許
す

一
方
、
移
民
の
大
量
流
入
に
よ
る
経
済
的
圧
迫
が
、
土
司
を
頂
点
と
す
る
少
数
民
族

の
反
乱
に
発
展
す
る
こ
と
も
多
く
、
中
央
の
統
制

が
行
き
届
か
な
い
状
況
が
す
で
に
出
現
し
て
い
た
。

　
明
代
及
び
呉
三
桂
統
治
下
に
お

い
て
も
、

一
部
改
土
帰
流
は
行
わ
れ
て
い
た
が
、
特
に
そ
の
見
直
し
と
新
た
な
雲
南
地
域
政
策
を
求
め
る

気
運
が
高
ま

っ
た
の
が
清
雍
正
期
で
あ
り
、
雍
正
帝

の
信
任
厚

い
郡
爾
泰
が
雲
南
総
督
に
抜
擢
さ
れ
、
彼
が
主
導
し
て
強
力
に
推
進
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
雍
正
四
年

(
一
七
二
六
)
雲
南
に
入

っ
た
那
爾
泰
は
、
す
で
に
改
土
帰
流

の
行
わ
れ
て
い
た
地
域
を
整
理
す
る
と
と
共
に
、
雲

南

・
貴

州

・
四
川
三
省
に
係
る
烏
蒙

・
鎮
雄
の
舞
族
土
府
等
、
少
数
民
族
と

の
激
し

い
武
力
衝
突
を
伴

い
な
が
ら
、
政
府
直
轄
下
に
編
成
し

て
い
っ
た
。
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郡
爾

泰
は
改
土
帰
流
に
よ

っ
て
雲
南
統
治
を

一
新
し
て
い
っ
た
が
、
そ
の
後

の
地
域
発
展
に
関
し
て
も
独
自
の
意
見
を
持

っ
て
い
た
。
彼

は
雍
正
四
年
十

一
月
十
五
日
の
上
奏
の
中
で
、
雲
南
の
緊
要
に
係
る
問
題
と
し
て
四

つ
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
第

一
に

「舞
情
之
無
制
」
を

述
べ
る

の
は
勿
論
と
し
て
、
四
点
目
に

「水
陸
之
不
講
」
も
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

　
　
雲
貴
は
遠
く
天
末
に
居
れ
ば
、
必
ず
商
頁
流
通
す
る
を
須
ち
て
地
方
漸
く
生
色
有
る
に
庶
し
。
今
水
路
通
じ
ず
、
陸
路
甚
だ
険
に
し
て
、
往
来
貿

　
　
易
す
る
者
、
肩
挑
す
る
に
非
ざ
れ
ば
即
ち
馬
載
し
、
費
本
既
に
多
く
、
息
を
獲
る
こ
と
甚
だ
微
に
し
て
、
以
て
裏
足
し
て
前
ま
ず
、
諸
物
の
難
貴

　
　
す
る
を
致
す
。
…

(中
略
)
…
ま
た
原
よ
り
河
路
有
り
、
貴
陽
よ
り
南
し
、
水
路
南
通
す
。
然
ら
ば
旱
路
を
開
平
し
て
、
行
車
す
べ
か
ら
し
む
る

　
　

は
、
な
お
人
力
能
く
為
す
所
の
ご
と
き
な
り
。
況
ん
や
雲
南
の
金
沙
江
原
よ
り
蜀
輿
に
通
じ
、
東
川
府
牛
欄
江
は
四
川
に
直
通
し
、
貴
州
永
寧
州

　
　
黎
平
府
は
川
楚
に
通
ず
べ
き
を
や
。
疏
決
導
引
す
れ
ば
、
た
と
い
一
時
措
し
難
き
も
日
積
月
累
す
れ
ば
、
未
だ
始
め
て
以

て
小
済
す
べ
か
ら
ざ
る

　
　

こ
と
あ
ら
ず
。
臣
数
月
自
り
こ
の
か
た
、
通
筋
細
査
し
、
ほ
ぼ
大
概
を
悉
く
す
。
自
ら
才
力
を
度
る
に
必
ず
能
わ
ず
を
知
る
と
錐
も
、
然
れ
ど
も

　
　

必
ず
経
始
し
て
以
て
将
来
を
待
た
ん
と
欲
す
れ
ば
、
遅
く
と
も
十
年
二
十
年
に
至
り
て
、
た
だ
能
く
事
を
成
し
、
実
に
雲
貴
永
遠
の
利
な
り
。

と
あ
る
。
雲
南

・
貴
州
に

つ
い
て
、
他
の
諸
地
域
と
の
交
通
が
水
陸
と
も
に
不
便
で
あ
り
、
物
資
流
通
が
滞
り
値
を

つ
り
上
げ
て
い
る
と
し

た
上
で
、
四
川

・
湖
北

・
広
東

へ
通
じ
る
可
能
性
を
列
挙
し
、
こ
れ
を
実
現
さ
せ
る
の
は
困
難
だ
が
、
将
来

「雲
貴
永

遠
之
利
」
と
な
る
も

の
だ
と
期
待
を
述
べ
て
い
る
。
ま
た
赴
任
時
に
記
し
た
雲
南

「実
政
十
三
条
」
の
中
に
も

「勧
開
河
」
を
挙
げ
て
お
り

、
当
初
か
ら
雲
南
の

水
利
に

つ
い
て
は
関
心
が
高
か

っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
実
際
に
総
督
の
任
に
居
る
問
、
雲
南
各
所

で
水
利
工
事
を
実
行
し
て
お
り
、
『宮
中
棺

雍
正
朝
奏
摺
』
所
収
の
彼

の
上
奏
に
も
そ
の
報
告
を
多

々
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

『雲
南
通
志
』
に
郭
爾
泰
に
よ
る
雲
南
水
利
に
つ
い
て
の
上
奏
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
う
ち

一
編

「
興
修
水
利
疏
」
に
は
各
地
で
の
水

利
工
事
を
ま
と
め
、
最
後
に
水
路
交
通
に

つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
通
輿
河
道
に
於
い
て
は
最
も
緊
要
に
関
り
、
た
だ
に
客
商
に
便
な
る
の
み
な
ら
ず
、
実
に
糧
運
に
資
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
臣
雍
正
七
年
春
に
於
い
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て
、
即
ち
銀
を
発
し
て
修
を
筋
し
、
す
で
に
阿
迷
州
よ
り
以
下
開
き
て
八
達
に
至
る
こ
と
共
に

一
千
五
百
里
。
造
船
試
行
し
て
、
直
ち
に
土
黄
に

　
　
至
る
に
、
旱
路
二
靖
有
り
、
ま
た
す
で
に
車
牛
を
置
備
し
、
並
び
に
棚
店
を
蓋
す
。
下
船
し
て
剥
阻
に
至
れ
ば
、
則
ち
径
ち
に
輿
江
に
達
す
。
…

　
　
ま
た
嵩
明
州
の
河
口
、
尋
旬
東
川
を
経
て
牛
欄
江
由
り
金
沙
江
に
達
し
、
川
江
を
周
環
し
て
、
ま
た
昭
通
に
抵
り
、
以
て
舟
揖
を
通
ず
。
工
程
易

　
　
か
ら
ず
と
錐
も
、
ま
た
人
力
能
く
す
る
所
な
り
。
…
(中
略
)
…
も
し
川
輿
の
江
河
の
舟
、
潰
会
に
通
ず
る
を
得
れ
ば
、
則
ち
片
帆
呉
楚
に
達
す
べ

　
　
く
、
ま
た
尋
常
の
水
利
の
事
に
止
ま
ら
ざ
ら
ん
。

　
こ
こ

で
は
先

の

「水
陸
之
不
講
」
で
述
べ
た
も
の
を
更
に
具
体
的
に
論
じ
て
い
る
。
ま
ず

「通
興
」

つ
ま
り
、
南
下
し
て
広
西

・
広
東

へ

通
じ
る
河
道
を
最
重
要
に
挙
げ
、
雍
正
七
年
に
は
実
際
に
省
内
の
臨
安
府
阿
迷
州
か
ら
発
し
て
、
雲
南

・
広
西
境
界
地
域
の
水
陸
交
通
路
の

整
備
を
試
み
て
い
る
。
ま
た
雲
南
府
嵩
明
州
か
ら
北
上
し
て
、
尋
旬
を
経
て
東
川
府
牛
欄
江
を
下
り
金
沙
江

へ
達
す
れ
ば
、
「川
江
」

つ
ま
り

四
川
省
内
流
域

へ
入
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
の

「川
輿
江
河
」
が
雲
南
と
通
じ
れ
ば
、
経
済

の
中
心
地
で
あ
る
江
南
地
域
や
漢

口
等
長

江
中
流
域

の
経
済
地

へ
も
船
で
到
達
で
き
、
通
常

の
水
利
事
業
に
止
ま
ら
な
い
と
郡
爾
泰
は
考
え
て
い
た
。
内

陸
未
開
の
雲
南
が
今

後
発
展
す
る
に
は
、
外
省
特
に
経
済
中
心
地
と
の
連
絡
が
必
要
不
可
欠

で
あ

っ
た
。

　
河
道
整
備
を
重
要
視
す
る
こ
の
那
爾
泰

の
方
針
は
、
後
任
の
雲
南
総
督
に
も
引
き
継
が
れ
た
。
雍
正
末
か
ら
乾
隆
二
年
ま
で
総
督
を
務
め

た
サ
継
善
は
、
上
記

の
郡
爾
泰

の
上
疏
に
基
づ
い
て
、
彼
が
や
り
残
し
て
い
た
雲
南

・
広
西
境
界
の
河
道
に
つ
い
て
、
雍
正
十

一
年
十
二
月

か
ら
翌
十
二
年
五
月
ま
で
開
難
等
工
事
を
行
い
、
全
七
百
四
十
余
里
を
開
通
さ
せ
た
と
報
告
し
て
い
る
。
更
に
乾
隆
二
年

(
一
七
三
七
)
に

は
雲
南
水
利
に
関
す
る
上
諭
が
出
さ
れ
た
。

　
　
水
利
の
関
わ
る
所
、
農
耕
纂
重
す
。
雲
南
は
蹉
歩
皆
山
に
し
て
、
舟
揖
を
通
ぜ
ず
、
田
号
雷
鳴
し
て
、
民
積
蓄
無
し
。
ひ
と
た
び
荒
漱
に
遇
わ
ば
、

　
　
米
価
騰
貴
す
る
こ
と
、
他
省
に
較
べ
て
数
倍
を
過
ぐ
。
こ
れ
水
利
の

一
事
、
尤
も
亟
か
に
講
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
朕
常
時
簿
慮
し
て
、
か
つ
て
大

　
　
学
士
郡
爾
泰
に
面
詞
す
る
に
、
奏
す
る
に
撮
る
に
、
臣
前
に
雲
南
に
任
ぜ
ら
れ
、
お
よ
そ
以
て
疏
溶
す
べ
き
庭
所
す
で
に
漸
次
興
挙
す
。
広
西
省
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産
米
甚
だ
多
く
、
も
し
通
舟
す
べ
く
ん
ば
、
即
ち
能
く
接
済
す
る
に
因
り
、
か
つ
て
委
し
て
広
西
の
剥
阻
地
方
を
開
き
、
雲
南
属
の
広
西
府
に
至

　
　

る
。
河
道
す
で
に
頭
緒
有
り
と
錐
も
、
な
お
恐
る
ら
く
は
未
だ
深
く
通
ず
る
能
わ
ざ
る
な
り
。
再
た
四
川
省
ま
た
産
米
の
区
に
し
て
、
演
属
の
尋

　
　
旬
州
牛
欄
江
、
そ
の
下
車
洪
江
有
り
て
、
流
水
し
て
川
江
に
通
ず
べ
し
。
も
し
能
く
川
江
の
舟
揖
を
開
通
す
れ
ば
、
嵩
明
州
の
河
口
に
直
通
す
べ

　
　

し
。
…
(中
略
)
…
こ
の
外
川
河
前
経
に
引
導
さ
れ
、
現
に
昭
通
に
達
す
べ
き
者
有
り
。
も
し
昭
通
由
り
次
第
に
開
墾
す
れ
ば
、
或
い
は
牛
欄
江
に

　
　
通
ず
べ
く
、
ま
た
大
い
に
稗
益
す
る
と
こ
ろ
有
り
等
の
語
あ
り
。
…
(中
略
)
…
通
輿
通
川
及
び
本
省
河
海
を
論
ず
る
無
く
、
お
よ
そ
水
利
に
係
る

　
　
と
及
び
お
よ
そ
民
食
に
関
わ
る
者
有
ら
ば
、
皆
ま
さ
に
時
に
及
ん
で
興
修
し
て
不
時
に
疏
溶
し
、
総
じ
て
備
え
有
り
て
患

い
無
し
を
期
す
べ
し
。

　
　
須
く
地
に
因
り
て
宜
し
き
を
制
し
、
事
謀
成
す
べ
き
を
要
め
、
断
じ
て
ま
さ
に
費
を
惜
し
む
べ
か
ら
ず
、
も
し
奏
致
し
難
け
れ
ば
、
ま
た
必
ず
し

　
　
も
強
い
て
作
さ
ず
。

　
乾
隆
帝
は
外
界
と
隔
絶
さ
れ
た
雲
南
に
お

い
て
、
そ
の
水
利
の
重
要
性
を
認
め
て
い
る
。
当
時
大
学
士
と
な

っ
て
い
た
郡
爾
泰
は
乾
隆
帝

に
対
し

て
、
雲
南
は
米
産
出
量
の
多

い
広
西
や
四
川
と
隣
接
し
て
お
り
、
既
存
の
河
川
を
利
用
し
た
水
路
交
通
網

の
整
備
に
よ
り
、
大

い
に

利
を
得

る
こ
と
が
出
来
る
と
主
張
し
た
。
帝
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
、
「通
辱
」
「通
川
」
は
元
よ
り
、
省
内

の
水
利
や
民
食
に
関
わ
る
事
業
を

大

い
に
奨
励
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
雲
南
水
利
、
な
か
で
も
外
省
と
の
交
通

・
流
通
に
関
わ
る
河
道
開
発
は
、
国
家
も
認
め
る
雲

南
行
政

の
重
要
事
項
と
な

っ
て
い
っ
た
。
こ
の
流
れ
の
中
で
、
金
沙
江
は
四
川
省

へ
直
接
繋
が
る
水
路
と
し
て
俄
然
注

目
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
金
沙
江
が
交
通
路
と
し
て
よ
り
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
る
に
は
、
も
う

一
つ
の
契
機
を
待
た
ね
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
は
乾
隆
三
年

(
一
七
三
八
)
、
京
師
銭
局

で
の
制
銭
鋳
造
に
つ
い
て
、
原
料
供
給
を
雲
南
銅
に

一
本
化
す
る
と

い
う
決
定
で
あ
る
。

三
　
雲
南
銅
の
京
運
と
金
沙
江
開
墾

こ
れ
よ
り
以
前
、
康
煕
二
十
三
年

(
一
六
八
四
)
に
海
禁
令
が
解
か
れ
海
外
貿
易
が
正
式
に
許
可
さ
れ
る
と
、
日
本
か
ら
大
量
の
銅
が
中
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国

へ
輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
日
本

の
銅
は

「
洋
銅
」
と
称
さ
れ
、
海
禁
解
除
以
前
か
ら
中
国

へ
流
入
し
始
め
て
い
た
が
、
こ
の
時
か

ら
輸
出
量
は
年

々
増
加
、
制
銭
鋳
造
の
原
料
と
し
て
も
盛
ん
に
用

い
ら
れ
、
結
果
使
用
す
る
銅
の
半
分
以
上
を
洋
銅
に
頼
る
に
至

っ
た
。

　
だ
が
、
洋
銅

の
大
量
流
出
は
、
や
が
て
日
本
国
内
の
銅
産
出
量
の
減
少
や
需
要
の
高
ま
り
等
か
ら
問
題
視
さ
れ
、
こ

の
状
況
に
歯
止
め
を

か
け
る
対
策
と
し
て
、
中
国
の
貿
易
船
入
港
数
や
載
積
量
に
制
限
を
加
え
る
正
徳
新
例
が
正
徳
五
年
、
清
朝
の
康
煕
五
十
四
年

(
一
七

一
五
)

に
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
洋
銅
の
輸
出
は
次
第
に
減
少
、
制
銭
の
原
料
供
給
に
も
支
障
を
き
た
し
、
深
刻
な
制
銭
不
足
と
銭
価
高
騰
の
事

態
を
も
招

い
た
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
た

の
が
当
時
徐

々
に
開
発
が
進
ん
で
い
た
雲
南
の
銅
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

　
雲
南

に
お
け
る
銅
山
開
発
は
、
三
藩

の
乱
以
後
地
域
振
興
の

一
政
策
と
し
て
奨
励
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
康
煕
か
ら
雍
正
年
間
に
か
け
て

次
第
に
産
出
量
を
増
や
し
て
き
た
。
雍
正
五
年

(
一
七
二
七
)
の
郡
爾
泰
の
報
告
に
よ
れ
ば
、

　
　

演
省
の
采
買
せ
る
銅
斤
、
鼓
簿
に
供
す
る
一
百
余
万
斤
を
除
く
の
外
、
毎
歳
多
き
も
二
一二
十
万
に
過
ぎ
ず
。
今
歳
銅
磯
増
盛
す
れ
ば
、
現
在
の
核

　
　
算

に
就
き
て
は
、
五
年
分
の
銅
斤
、
三
百
数
十
余
万
を
獲
る
べ
し
。

と
あ
り
、
雲
南
全
体

の
銅
産
出
量
は
省
内
で
の
銅
銭
鋳
造
に
充
て
る
分
を
除

い
て
、
そ
れ
ま
で
年
間
二
、
三
十
万
斤
程

度
で
あ

っ
た
も
の
が
、

こ
の
年

の
産
出
量
で
は
多
く
三
百
数
十
万
斤
を
獲
る
に
及
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
乾
隆
五
年

(
一
七
四
〇
)
に
な
る
と
、

　
　

漫
省
の
各
廠
、
た
だ
湯
丹
最
も
旺
ん
に
し
て
、
歳
に
高
銅
八
九
百
万
及
び
千
万
斤
不
等
を
産
す
。

と
あ
り

、
明
代
以
来

の
銅
廠
で
、
当
時
最
も
産
出
量
の
多
か

っ
た
湯
丹
廠
だ
け
で
も
、
年
間
産
額
八
、
九
百
万
か
ら

一
千
万
斤
に
ま
で
上

っ

　
　
　

⑳

た
と

い
う

。
急
速
な
銅
産
出
増
を
背
景
に
、
雍
正
年
間
に
は
洋
銅
の
不
足
分
を
補
う
た
め
、
各
省
辮
銅
に
雲
南
銅
が
提
供
さ
れ
、
ま
た
省
内

で
鋳
造

し
た
制
銭
も
外
省

へ
供
給
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
最
終
的
に
清
朝
政
府
は
洋
銅
依
存

の
辮
銅
方
針
を
、
雲
南
銅

へ
と
切
り
替
え
ざ

る
を
得

な
い
事
態
と
な
り
、
乾
隆
三
年
制
銭
鋳
造
の
中
心
た
る
京
師
の
二
銭
局

(宝
泉
局

・
宝
源
局
)
で
使
用
す
る
銅

は
、
全
て
雲
南
銅
に

依
る
こ
と

と
し
た
の
で
あ
る
。
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こ
こ
に
お

い
て
、
北
京

へ
の
雲
南
銅

の
大
量
輸
送
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。
雲
南
か
ら
京
師

へ
運
ば
れ
る
銅
は
年
間
六
百
三
十
三
万

斤
余
り
、
こ
れ
を
正
運

・
加
運
の
数
回
に
分
け
て
、
決
め
ら
れ
た
期
日
ま
で
に
送
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
乾
隆
三
年

の
決
定
か
ら
銅
輸
送

路
の
開
拓
が
急
務
と
な
り
、
省
内

の
各
銅
廠
か
ら
の
細
か
な
輸
送
路
と
と
も
に
、
長
江

へ
繋
が
る
金
沙
江
が
よ
り
注
目
さ
れ
、
そ
の
開
難
工

事
の
実

現
化
に
拍
車
を
か
け
た
。

　
乾
隆

五
年

(
一
七
四
〇
)
、
雲
南
総
督
慶
復
及
び
巡
撫
張
允
随
は

「通
川
河
道
」
の
開
馨
を
請
う
上
奏
を
出
し
た
。

　
　
通
川
の
河
道
を
開
墾
す
る
は
、
実
に
演
省
の
大
利
と
為
し
、
す
で
に
両
次
員
に
委
し
て
査
勘
せ
し
む
。
東
川
府
自
り
小
江
口
由
り
金
沙
江
に
入
り
、

　
　
湖
流
し
て
新
開
灘
に
至
る

一
路
は
、
四
川
濾
州
に
直
通
し
、
崎
嘔
険
阻
に
し
て
、
皆
人
力
施
す
べ
き
を
要
す
と
錐
も
、
以
て
険
を
化
し
て
平
と
為

　
　

し
、
以
て
利
済
に
資
す
る
に
堪
う
。
た
だ
沿
江

一
帯
、
人
姻
稀
少
に
し
て
、
匠
を
募
り
廠
を
設
け
、
米
根
を
遠
運
す
れ
ば
、
工
費
約
そ
数
十
万
金

　
　
を
需
む
。
演
省
現
に
銅
斤
を
運
ぶ
も
、
も
し
改
め
て
水
運
に
由
る
を
得
れ
ば
、
毎
歳
運
脚
の
半
ば
を
省
き
、
約
そ
三
、
四
年
を
計
り
て
、
省
き
て

　
　
運
費
を
出
し
、
以
て
永
遠
の
鍾
工
を
興
修
す
る
に
足
ら
ん

　
慶
復
等

は
開
馨
工
事
を

「演
省
の
大
利
」
と
称
し
、
既
に
官
員
を
派
遣
し
て
調
査
を
行

っ
て
い
た
。
東
川
府
小
江
ロ
か
ら
金
沙
江
を
下

っ

て
新
開
灘

に
至
る

一
路
が
、
そ
の
先
四
川
省
濾
州

へ
直
接
到
達
で
き
る
有
益
な
ル
ー
ト
で
、
険
要
な
地
形
で
は
あ
る
が
克
服
は
可
能
と

の
判

断
を
下
し

て
い
た
。
特
に
す
で
に
始
ま

っ
て
い
た
銅

の
京
運
に
つ
い
て
、
も
し
河
道
を
開
い
て
水
運
に
改
め
れ
ば
、
毎
年
の
輸
送
費
用
は
半

減
し
、
そ

の
三
、
四
年
分

の
削
減
分
を
も

っ
て
輸
送
費

に
充
て
る
こ
と
も
で
き
る
、
「永
遠
の
鍾
工
」
た
る
事
業
だ
と
し

て
い
る
。

　
銅

の
京
運
開
始
で
最
も
問
題
と
さ
れ
た
の
が
、
そ
の
輸
送
に
つ
い
て
で
あ
る
。
川
江
以
下
の
長
江
と
運
河
を
経
て
京
師

へ
入
る
ま
で
は
、

水
路
輸
送

が
確
立
さ
れ
て
い
た
が
、
雲
南
省
内
か
ら
外
省

へ
の
交
通
網
は
前
述
し
た
よ
う
に
未
だ
不
完
全
で
あ

っ
た
。
川
勝
守
氏
の
論
で
は
、

乾
隆
三
年
次
の
雲
南
銅
に
関
連
す
る

『高
宗
実
録
』
中
の
記
事
に
は
、
北
京
ま
で
の
輸
送
に
関
す
る
諸
問
題
を
取
り
上
げ
る
文
が
多
く
、
ま

た
水
難
救
助
に
備
え
る
救
生
船
制
度
の
公
的
な
確
立
も
、
こ
の
時
期
で
あ

っ
た
と
し
て
い
る
。



　
従
来
か
ら
の
交
通
手
段
で
あ
る
、
山
岳
地
帯
を
行
く
陸
路
は
、
人
夫
が
自
ら
荷
物
を
背
負

い
、
或

い
は
牛
馬
の
背
に
載
せ
て
ゆ
く
し
か
な

い
。
重

い
銅
の
大
量
輸
送
を
試
み
る
に
は
、
人
も
牛
馬
も
不
足
で
あ
り
、
時
間
や
費
用
も
掛
か
り
過
ぎ
る
。
今
後
継
続

し
て
北
京

へ
確
実
に

銅
を
運

ぶ
に
は
、
新
た
な
交
通
路
開
発
が
急
務
で
あ
り
、
そ
の
打
開
策
と
な
る
金
沙
江
開
墾
は
大
い
に
期
待
さ
れ
た
に
違
い
な

い
。

　
こ
の
金
沙
江
開
馨

の
請
願
は
、
大
学
士
等

の
審
議
を
経
て

「ま
さ
に
該
督
等
を
し
て
賢
員
を
蓮
委
し
、
佑
計
確
実
に
し
、
詳
慎
に
挙
行
せ

し
む
べ
し
」
と
判
断
さ
れ
、
最
終
的
に
許
可
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
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第
二
章

乾
隆
初
年
の
金
沙
江
開
竪
工
事

　

こ
こ
で
は
詳
し
く
工
事

の
様
子
を
見
て
い
く
が
、
ま
ず
は
参
考
と
す
る
史
料
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。

　
工
事

の
実
態
を
探
る
に
あ
た

っ
て
、
主
な
史
料
は
三
点
で
あ
る
。
中
心
と
な
る

『張
允
随
奏
稿
』
は
、
乾
隆
五
年
の
開
墾
工
事
請
願
時
に

は
雲
南
巡
撫
で
あ

っ
た
張
允
随

の
上
奏
文
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
雍
正
八
年

(
一
七
三
〇
)

の
巡
撫
着
任
か
ら
乾
隆
十
六
年

(
一
七
五

こ

に
死
去
す
る
ま
で
の
奏
稿
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
未
刊
行
で
抄
本
が
残
る
の
み
で
あ
る
が
、

一
部
は

『雲
南
史
料
叢
刊
』
中

に
計
二
百
六
十

二
篇
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の

『雲
南
史
料
叢
刊
』
中
の

『奏
稿
』
を
適
宜
参
照
す
る
。
内
容
は
地
方
行
政
全
般
の
多
岐
に
渉

っ

て
い
る
が
、
特
に
金
沙
江
開
墾
工
事
、
銅
廠
と
銅
輸
送
に
関
す
る
も
の
は
多
く
、
こ
れ
に
よ

っ
て
工
事

の
概
要
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
で
き
よ
う
。

　
加
え

て
近
年

『歴
史
棺
案
』
誌
上
に
て

「乾
隆
年
間
疏
湊
金
沙
江
史
料
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
は
中
国
第

一
歴
史
棺
案
館
所
蔵
の
棺
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑫の

類
か
ら
関
係
史
料
を

一
部
抽
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
十
九
篇
の
内
ほ
と
ん
ど
は
張
允
随
に
よ
る
上
奏
で
あ
り
、
『奏
稿
』
に
収
め
ら
れ
る
内

容
と
重
複
し
て
い
る
が
、
数
編
そ
の
中
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
り
、
ま
た
張
允
随
以
外
の
人
物
に
よ
る
上
奏
も
含
ま
れ
る
た
め
有
用
で

あ
る
。

こ
の

「金
沙
江
史
料
」
を
元
に
、
工
事
の
概
略
を
ま
と
め
た
論
考
も
出
さ
れ
て
い
る
が
、
史
料
か
ら
工
事

の
特
徴
的
な
部
分
を
取
り
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上
げ
る
に
止
ま

っ
て
い
る
。

　
本
稿

で
は
以
上
の
史
料
を
基
本
と
し
て
、
さ
ら
に

『高
宗
実
録
』
か
ら
上
諭
等

の
関
係
史
料
を
補
完
す
る
こ
と
に
よ
り
、
で
き
る
だ
け
正

確
に
工
事

の
経
過
を
追

っ
た
。
ま
た
工
事

の
具
体
的
内
容
と
特
徴
、
問
題
点
に

つ
い
て
も
順
次
ま
と
め
た
。

一　

開
墾
工
事
を
め
ぐ
る
論
議
と
経
過

　
前
章

で
述
べ
た
よ
う

に
、
国
家
全
体
と
し
て
客
観
的
に
見
れ
ば
、
金
沙
江
の
開
墾
工
事
実
現
の
大
き
な
原
動
力
と
な

っ
た
の
は
、
や
は
り

雲
南
銅

の
京
運
開
始
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
は

い
え
、
工
事
実
施
を
提
案
し
主
張
し
た
当
事
者
た
ち
、
つ
ま
り
雲

南
総
督
慶
復
や
彼
に

継

い
で
総
督
に
就

い
た
張
允
随
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
に
よ
り
開
墾
工
事

の
必
要
を
訴
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
ら
の
意
見
を
呈
示
し
、
以

下
工
事

の
経
過
を
追
う

こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
慶
復

の
考
え
は
以
下
の
よ
う

で
あ

っ
た
。

　
　
金
沙
江
の
通
川
河
道
、
原
よ
り
古
よ
り
未
開
の
水
径
と
為
る
も
、
た
だ
人
力
施
す
べ
く
し
て
、
尺
寸
皆
利
益
有
り
。
演
省

の
沿
江
の
夷
棊
、
均
く

　
　
已
に
寧
誼
す
。
川
省
の
有
名
土
族
に
至
り
て
は
、
正
に
宜
く
こ
の
開
河
に
乗
じ
て
稽
察
し
、
隠
患
を
消
弼
す
べ
し
。
且
つ
向

日
人
跡
不
到
の
区
、

　
　
開
河

の
後
、
営
を
添
し
温
を
設
け
、
声
威
を
連
絡
す
れ
ば
、
商
賢
趨
集
せ
ん
。
二
省
均
く
亟
か
に
図
る
に
属
す
。
況
ん
や
魎
年
各
夷
村
暴
、
絶
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈲

　
　
凶
頑
出
没
の
事
無
き
を
や
。
た
だ
こ
れ
交
界
な
れ
ば
、
理
と
し
て
宜
く
慎
重
に
す
べ
し
。

　
雲
南

の
金
沙
江
沿
岸

の
夷
塞
は
均
し
く
安
寧
で
あ
り
、
四
川
の
有
力
土
族
に
関
し
て
も
こ
の
工
事
を
機
会
と
し
て
、
調
査
を
行

い
問
題
解

決
す
べ
き
と
し
て

い
る
。
さ
ら
に
こ
の

「人
跡
不
到
の
区
」
を
開
河
し
て
各
所
に
営
況
を
置
き
、
清
朝
国
家

の
威
勢
を
伝
え
る
こ
と
で
、
商

人
等
が
多
く
集
う
よ
う
に
な
る
こ
と
は
、
雲
南
と
四
川
二
省
に
と

っ
て
の
急
務
で
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
慶
復
に
は
近
年
各
夷
塞

の

「絶

え
て
凶
頑
出
没
の
事
無
し
」
と
い
う
安
定
し
た
状
況
を
背
景
に
、
さ
ら
に
金
沙
江
沿
岸
地
域
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
す
る
思
惑
が
あ

っ
た
。
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工
事

の
行
わ
れ
た
地
域
は
雲
南
東
北
部
に
あ
た
り
、
四
川

・
貴
州
と

の
交
界
地
で
あ

っ
て
、
雍
正
年
間
に
郭
爾
泰
が
改
土
帰
流
を
推
進
し

た
場
所

で
も
あ
る
。
乾
隆
期
に
お
い
て
も
少
数
民
族
の
抵
抗
は
根
強
か

っ
た
が
、
こ
の
地
域
に
関
し
て
は
こ
の
時
比
較

的
良
好
な
統
治
が
保

た
れ
て

い
た
か
、
或

い
は
小
康
状
態
に
あ

っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な

い
か
。
た
だ
、
少
数
民
族
に
対
す
る
評
価

に
は
当

時
異
な
る
判
断
も
あ

り
、
工
事
に
対
す
る
批
判
に
も
繋
が
る
が
、
こ
れ
は
後
に
触
れ
る
。

　
乾
隆

五
年
に
工
事
実
施
を
上
奏
し
、
翌
六
年
に
は
先

の
実
録
中
の
上
奏
を
行

っ
た
後
、
慶
復
は
両
広
総
督
に
調
せ
ら
れ
雲
南
を
離
れ
る
が
、

巡
撫
の
張
允
随
が
総
督
を
兼
務
し
、
開
難
工
事
に
つ
い
て
も
慶
復
か
ら
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な

っ
た
。
異
動
後

の
慶
復
が
こ
の
事
業
に
関
わ
る

こ
と
が
あ

っ
た
か
は
定
か
で
は
な

い
が
、
基
本
的
な
方
針
は
こ
の
時
点
で
変
化
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

　
以
後
、
工
事

の
総
指
揮
は
そ
の
終
了
ま
で
張
允
随
の
手
に
委
ね
ら
れ
、
進
行
状
況
や
内
容
の
変
化
は
彼

の
意
向

に
依

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

開
墾
工
事
に
つ
い
て
彼
自
身
は
ど

の
よ
う
な
考
え
を
持

っ
て
い
た
の
か
。

　
張
允
随
は
、
康
煕
末
に
雲
南
楚
雄
府
知
府
に
任
じ
ら
れ
て
以
来
、
お
よ
そ
三
十
二
年
間
に
わ
た

っ
て
雲
南
行
政
を
担

っ
た
人
物
で
あ
る
。

雲
南
赴
任
当
初
か
ら
そ
の
手
腕
を
発
揮
し
、
特
に
雲
南
銅
の
関
連
事
務
に
長
け
て
い
た
ら
し
く
、
雍
正
元
年
に
母
の
死
去
に
伴

っ
て
官
を
辞

し
た
際

に
は
、
総
督
等
が
引
き
続
き
銅
務
を
担
当
す
る
よ
う
引
き
留
め
て
い
る
。
ま
た
郡
爾
泰
の
推
薦
に
よ

っ
て
雍
正
帝
に
召
見
を
許
さ
れ
、

雍
正
五
年
雲
南
按
察
使
を
授
け
ら
れ
、
間
も
な
く
し
て
雲
南
布
政
使
と
な

っ
て
い
る
。
郭
爾
泰
は
雍
正
四
年
に
雲
南

に
赴
任
し
、
総
督
と
し

て
改
土
帰
流
を
推
進
し
た
が
、
こ
の
間
に
も
張
允
随
は
有
能
な
行
政
官
と
し
て
、
彼
の
政
策
を
支
え

て
い
た
。

　
雲
南
水
利
に
関
し
て
、
郡
爾
泰
以
下
歴
代
総
督
と
共
に
各
工
事
に
奔
走
し
て
お
り
、
そ
の
様
子
は
雍
正
か
ら
乾
隆
に
か
け
て
の
上
奏

の
中

で
も
報
告
さ
れ
て
い
る
。
張
允
随
自
身
、
雲
南
省
内

の
物
価
高
騰
等

の
問
題
は

「舟
揖
を
通
ぜ
ず
」
に
原
因
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
河
川

を
疏
凌

し
て
川
江
に
通
じ
れ
ば
、
必
然
他
の
各
省
に
も
通
じ
る
こ
と
に
な
り
、
雲
南
に
と

っ
て

「万
世
無
彊
之
大
利
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。

ま
た
当
初
郷
爾
泰
が

「通
川
河
道
」
と
し
て
提
案
し
た
、
嵩
明
州
を
起
点
に
車
洪
江

・
牛
欄
江
を
経
由
し
て
金
沙
江
に
至
る
水
路
に

つ
い
て
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も
、
「開
凌
す
べ
き
に
似
た
り
」
と
評
価
し
て
い
た
。

　
乾
隆

二
年

の
雲
南
水
利
に
関
す
る
上
諭
を
受
け
て
は
、
「潰
省
の
水
利
は
別
省
と
同
じ
か
ら
ず
」
と
そ
の
特
殊
性
を

示
し
た
上
で
、
「舟
揖

を
通
ず

べ
き
」
河
道
に
つ
い
て
郡
爾
泰

・
サ
継
善
等
と
随
時
興
修
し
た

「通
川
」
「通
興
」
河
道
を
具
体
的
に
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
時
車
洪
江

・

牛
欄
江

の
水
路
に
関
し
て
は
調
査
中
で
あ

っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
乾
隆
三
年
雲
南
銅
の
京
運
が
決
定
さ
れ
る
と
、
「通
川
河
道
」
の
路
程
は
各
銅
廠
の
京
運
用
銅
の
収
集
と
そ

の
大
量
輸
送
の
必
要

か
ら
、
那
爾
泰

の
提
案
し
た
も
の
と
は
若
干
異
な
る
ル
ー
ト
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
京
運
開
始
に
伴

い
、
乾
隆
三
年
五
月
張
允
随
か
ら

出
さ
れ
た
辮
銅
業
務
に
関
す
る
上
奏
に
よ
れ
ば
、
「銅
斤
既
に
多
く
、
程
途
ま
た
遠
く
、
部
限
ま
た
迫
り
、
雇
脚
更
に
難

に
し
て
、
実
に
重
大

に
関
る
」
と
語
り
、
特
に
輸
送
路
に
つ
い
て
は

「銅
斤
廠
を
出
て
宜
く
路
を
分
か
ち
て
挽
運
す
べ
き
な
り
」
と
し
て
、
陸
路

の
困
難
さ
と
雲

南
特
有

の
風
土
の
問
題
も
合
わ
せ
て
、
複
数
の
輸
送
ル
ー
ト
開
拓

の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。
続
く

一
節
で
は
、

　
　
査
す
る
に
演
省
銅
を
運
び
京
に
至
る
に
、
必
ず
威
寧
由
り
馬
を
換
う
。
た
だ
威
寧

一
州
、
路
演
購
蜀
三
省
の
衝
衛
に
当
た
り
、
官
運
の
銅
鉛
、
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
　
駝
の
貨
物
、
均
く
こ
の
庭
に
お
い
て
馬
を
換
う
。
前
に
官
商
雇
を
争
う
に
因
り
、
甕
滞
し
て
前
ま
ず
。

と
あ
り
、
既
存

の
輸
送
体
制
で
は
、
銅
輸
送
の
官
員
も
貨
物
輸
送

の
商
人
も
、
皆
同
じ
く
貴
州
威
寧
を
輸
送
中
継
点
と
し
て
利
用
し
て
お
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈱

必
要
と
す
る
馬
脚
の
数
が
不
足
し
が
ち
な
上
に
、
大
量
の
銅
輸
送

の
負
担
は
難
し
い
と
し
て
い
る
。

　
さ
ら

に
同
年
九
月
の
上
奏
で
は

　
　
臣
思
う
に
京
銅
を
運
送
す
る
に
、
現
在
た
だ
威
寧

一
路
有
り
。
而
し
て
官
運
の
銅
鉛
、
商
頁
の
百
貨
、

一
途
に
擁
濟
し
て
、
実
に
難
難
に
属
す
。

　
　
且

つ
東
川
威
寧
由
り
永
寧
に
至
る
ま
で
、
計
程
十
九
靖
。
も
し
昭
通
由
り
笥
連
県
に
至
り
て
以
て
川
江
に
達
す
れ
ば
、
十
四
靖
に
止
ま
り
、
水
路

　
　
二
百
三
十
里
、
既
に
大
船
の
装
運
有
れ
ば
、
費
す
る
所
多
く
は
無
し
。
も
し
こ
の
路
開
修
す
る
を
得
て
、
里
数
を
酌
量
し
、
台
姑
を
安
設
し
、
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈹

　
　
馬
兼
用
す
れ
ば
、
則
ち
両
路
分
送
し
て
、
実
に
銅
政
に
於
い
て
大
い
に
稗
益
す
る
有
り
。
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と
し
て
、
省
内
各
銅
廠
か
ら
の
銅
斤

の
集
積
す
る
東
川
か
ら
、
従
来
の
威
寧
だ
け
で
な
く
、
北
上
し
て
昭
通
か
ら
川
江

へ
と
通
じ
る
新
た
な

路
程
の
二
路

で
分
送
す
る
こ
と
が
、
銅
政
に
と

っ
て

「大

い
に
稗
益
す
る
有
り
」
と
考
え
て
い
た
。
銅
の

「両
路
分
送
」
は
総
督
慶
復
も
認

め
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
乾
隆
帝
の
了
解
も
受
け
て
、
迅
速
且
つ
確
実
な
銅
輸
送
路
の
開
発
が
迫
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
張
允
随
は
長
き
に
わ
た
る
雲
南
で
の
経
験
か
ら
、
内
地
か
ら
隔
離
さ
れ
た
こ
の
地
域
の
弊
害
を
熟
知
し
、
ま
た
雲
南
水
利
の
特
徴
と
そ
の

重
要
性
も
充
分
認
識
し
て
い
た
。
そ
の

一
方
で
産
出
量
を
伸
ば
し
て
き
た
銅
が
現
状
打
開
の

一
手
と
な
り
、
金
沙
江
開
繋
と
い
う
大
事
業
に

よ

っ
て
、
内
地

へ
と
続
く
交
通
路
開
発
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
こ
と
は
、
彼
自
身
の
望
む
雲
南
経
営

の
集
大
成
と
し
て
、
そ
の
手
腕
を
試
す

ま
た
と
な

い
機
会
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　
両
広
総
督

へ
の
異
動
以
前
、
慶
復
に
よ
り
派
遣
さ
れ
て
い
た
道
員
宋
寿
図
、
広
南
府
知
府
陳
克
復
等
は
、
既
に
乾
隆

五
年
十

一
月
よ
り
東

川
府
小
江
ロ
か
ら
金
沙
廠

一
帯
の
水
勢
灘
形
の
調
査
を
行

い
、
試
工
事
を
開
始
し
て
い
た
。
翌
六
年

二
月
興
工
し
蝶
蛤
嶺
、
安
吉
等
十
灘
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
働

ら
本
格
的
工
事
に
着
手
し
よ
う
と
す
る
が
、
「水
脹
痒
発
」
に
よ
り

一
旦
工
事
は
停
止
す
る
。
こ
の
工
事
停
止
中
に
慶
復

は
異
動
と
な
り
、
署

総
督
と
し
て
巡
撫

の
張
允
随
が
後
を
引
き
継
い
だ
。

　
こ
の
停
止
期
間
を
利
用
し
て
、
張
允
随
は
周
辺
各
所

・
各
官
と

「心
を
悉
く
し
て
商
酌
し
、
博
く
絢
訪
を
加
え
」

て
、
計
画
を
さ
ら
に
練

り
直
し
た
。
彼
は
現
地
調
査

の
進
行
状
況
か
ら
、
具
体
的
な
作
業
実
施
の
変
更
を
提
案
し
た
。
そ
れ
に
依
れ
ば
、
工
事
を
予
定
し
て
い
る
金

沙
江
水

路
の
全
行
程
は

「江
程
遼
遠
」
で
あ
り
、
上
流
の
事
前
調
査
だ
け
で
既
に
半
年
近
く
が
費
や
さ
れ
て
い
る
。
更

に
下
流

の
調
査
終
了

を
待

っ
て
、
全
行
程
を
再
び
順
を
追

っ
て
工
事
開
始
す
る
な
ら
ば
、
と
う
に
調
査
を
終
え
実
施
準
備

の
整

っ
て
い
る
上
流
に
対
し
て
、
無
駄

に
工
事

を
先
延
ば
し
に
し
て
し
ま
い
、
着
手
す
べ
き
時
機
を
逸
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
工
事
段
階
を
上
流
と
下
流

の
二
段
に
分
け
、
先
に
調

査
を
終

え
て
い
る
上
流
か
ら
本
工
事
を
開
始
し
、
そ
の
間
下
流
に
つ
い
て
も
調
査
を
進
め
、
上
流
工
程
終
了
後
に
下
流
工
程
に
本
格
的
に
取

り
か
か
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
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東
川
府
小
江
口
か
ら
昭
通
府
金
沙
廠
ま
で
六
百
七
十
三
里
を
上
流
工
程
、
金
沙
廠
か
ら
境
界
を
越
え
て
四
川
省
叙
州
府
新
開
灘
ま
で
六
百

四
十
六
里
を
下
流
工
程
と
し
、
六
年
十

一
月
に
は
上
流
工
程
が
再
開
さ
れ
た
。
同
時
に
下
流
工
程
に

つ
い
て
も
計
画
立
案
が
な
さ
れ
試
工
事

が
開
始

さ
れ
た
。

　
さ
て
工
事
実
施
は
許
可
さ
れ
既
に
作
業
は
開
始
さ
れ
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
工
事
そ
の
も
の
に
慎
重
な
意
見
も
あ

っ
た
。
雍
正
期
に
四

川
赴
任

の
経
験
が
あ
る
黄
廷
桂
は
、
慶
復
等

の
上
奏
に
対
し
て
、

　
　
査
す
る
に
金
沙
江
東
川
よ
り
以
下
、
深
く
蛮
境
に
入
り
、
夷
穴
を
経
歴
す
る
こ
と
、
千
里
を
下
ら
ず
。
石
岸
峻
灰
な
れ
ば
、
た
と
え
開
整
す
る
も
、

　
　

つ
い
に
恐
る
ら
く
は
徒
に
国
幣
を
廉
し
、
舟
揖
に
利
す
る
岡
し
。
且
つ
歴
す
る
所
の
夷
境
、
阿
都
、
阿
駆
等
の
如
き
は
、
皆
有
名
土
族
の
、
深
山

　
　
に
僻
庭
す
る
に
係
る
。

一
旦
人
跡
筆
至
の
区
に
お
い
て
、
銅
を
載
せ
過
往
す
れ
ば
、
た
だ
に
間
に
乗
じ
て
劫
を
遽
え
る
の
み
な
ら
ず
、
将
来
の
隠

　
　
憂
と
為
ら
ん
。
井
せ
て
恐
る
ら
く
は
現
在
興
工
す
れ
ば
、
匠
役
繁
多
に
し
て
、
必
ず
潜
か
に
夷
塞
に
赴
き
、
暗
中
騒
擾
の
事
有
ら
ん
。

と
述
べ
、
金
沙
江
沿
岸
は
蛮
境
夷
塞
が
続
き
両
岸
は
険
峻
で
あ

っ
て
、
開
繋
工
事
を
行
う
と
し
て
も
、
国
費
を
無
駄
に
消
費
す
る
だ
け
で
、

航
行
す
る
船
に
も
利
は
な

い
の
で
は
な

い
か
と
懐
疑
的
で
あ
る
。
特
に

一
帯
が
有
力
な
土
司
の
勢
力
圏
内

で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
交
通
路

が
開
か
れ
銅
を
輸
送
す
る
に
し
て
も
、
彼
ら
の
襲
撃
に
遭
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
、
ま
た
工
事
が
開
始
さ
れ
多
く
の
労
働
者
が
流
入
す
れ
ば
、

密
か
に
夷
塞
に
紛
れ
込
む
者
が
出
て
、
必
ず
騒
動
が
起
き
よ
う
と
憂
え
て
い
る
。

　
こ
こ

で
は
先
に
述
べ
た
慶
復

の
上
奏
内
容
と
比
べ
、
当
該
地
域

へ
の
認
識
が
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
治
安

の
安
定
を
工

事
実
施

の

一
つ
の
理
由
と
す
る
慶
復
に
対
し
、
黄
廷
桂
は
未
だ
夷
塞
に
不
安
要
素
は
多
く
、
実
施
を
大

い
に
危
う
く
す
る
と
考
え

て
い
る
。

双
方
と
も
個
人

の
見
解
の
域
を
出
な
い
が
、
こ
の
乾
隆
初
年
に
お
け
る
雲
南
地
域
に

つ
い
て
、
政
府
或

い
は
各
官
僚
等

が

い
か
な
る
判
断
を

下
し
て

い
た
の
か
、
別
途
分
析
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
金
沙
江
沿
岸
に
つ
い
て
は
、
意
見
の
分
か
れ
る
部
分
が
あ

っ
た
と
言
え
る
。

　
ま
た
当
時
川
陳
総
督

の
任
に
あ

っ
た
サ
継
善
も
、
金
沙
江
開
墾
に
関
し
て
は
消
極
的
で
、
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㈲

　
　

金
沙
江
の
通
川
の
河
道
は
、
界
番
夷
に
接
し
、
江
流
支
険
に
し
て
、
冒
昧
に
倖
成
す
べ
き
に
非
ざ
れ
ば
、
宜
く
開
馨
す
べ
か
ら
ず
。

と
し
て
、
軽
々
し
く
着
手
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
開
墾
す
べ
き
で
は
な

い
と
考
え
て
い
た
。
サ
継
善
は
慶
復
の
前
任
総
督
で
あ
り
、
第

一

章
で
触

れ
た
よ
う
に
、
郡
爾
泰

の
河
道
整
備
重
視
の
路
線
を
引
き
継
い
だ
人
物

で
あ
る
。
巡
撫
と
し
て
共
に
事
に
当
た

っ
た
張
允
随
は
、
前

出
の
乾

隆
二
年
の
上
諭
を
受
け
、
総
督
サ
継
善
を
中
心
に
工
事
が
行
わ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
、

　
　
乾
隆
二
年
欽
ん
で
諭
旨
を
奉
ず
る
に
、
督
臣
サ
継
善
を
し
て
通
輿
通
川
の
河
道
を
心
を
悉
く
し
て
簿
画
し
、
時
に
及
ん
で
興
修
せ
し
め
よ
と
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈲

　
　
当
時
開
く
を
議
し
て
未
だ
決
せ
ざ
る
は
、
蓋
し
事
重
大
に
関
わ
る
を
以
て
、
慎
重
周
詳
せ
ざ
る
を
得
ざ
れ
ば
な
り
。

と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
当
時

「開
く
を
議
」
し
た
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
前
後

の
文
脈
か
ら
金
沙
江
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
は
開
墾
工

事
は
重
大
に
関
わ
る
と
の
判
断
か
ら
、
工
事
実
施
に
は
非
常

に
慎
重
で
、
結
局
実
行
さ
れ
な
か

っ
た
。
サ
継
善
と
し
て
は
こ
の
時

の
議
論
と

決
定
が
、
依
然
と
し
て
頭
に
残

っ
て
い
た
に
違

い
な

い
。
こ
の
上
奏
文
で
は
更
に
、
辺
彊
奥
地
で
あ
る
雲
南

の
窮
状
と

雲
南
銅

の
京
運
に
触

れ
、
「水

利
を
簿
せ
ん
と
欲
し
、
金
江
開
く
に
非
ざ
れ
ば
、
別
に
善
策
無
し
」
と
し
て
、
そ
れ
で
も
開
墾
は
必
要
で
あ
る
と
す
る
張
允
随
の
強

い
主
張

が
続
く
の
で
あ
る
。

　
乾
隆
帝
は
金
沙
江
開
墾
に
関
し
、
張
允
随
と
サ
継
善
と
で
は
意
見
に
相
違
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
人
に

「
和
衷
面
商
」
す
る
こ
と
を
命
じ
、

さ
ら
に
都
統
新
柱
を
京
師
よ
り
派
遣
し
て
、
彼
ら
と
共
に
現
地
を
視
察
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
四
川
叙
州
府
に
集
ま

っ
た
三
人
は
、
水
勢
の

落
ち
着
く
秋
冬
期
を
待
ち
、
乾
隆
七
年

(
一
七
四
二
)
九
月
三
日
に
出
発
、
叙
州
府
か
ら
金
沙
江
を
水
路
ま
た
は
陸
路

に
て
遡
り
、
二
十
四

日
濫
田
煽

に
至

っ
た
。
さ
ら
に
上
流

へ
の
水
路
に
よ
る
調
査
は
困
難
で
あ

っ
た
た
め
、
二
十
七
日
に
は
昭
通
府
城
に
向

か
い
、
こ
れ
ま
で
の

結
果
が
三
人
に
よ

っ
て
総
括
さ
れ
た
。
視
察
し
た
金
沙
江
沿
岸
に

つ
い
て
、
そ
の
情
況
と
船
舶
航
行
の
様
子
、
工
事
の
進
行
状
況
等
が
連
名
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈲

よ

っ
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
そ
れ

に
依
れ
ば
、
ま
ず
下
流
六
百
四
十
里
に
関
し
て
は

一
部
に
通
航
困
難
が
見
ら
れ
る
が
、
開
墾
施
工
し
舟
揖
に
利
す
る
こ
と
は
可
能
と
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判
断
さ
れ
た
。
特
に
鳥
蒙
土
府
の
改
土
帰
流
の
後
に
は
、
四
川
叙
州
府
新
開
灘
か
ら
雲
南
永
善
県
黄
草
坪
ま
で
の
河
道
五
百
八
十
里
に
お
い

て
、
す

で
に
毎
年
兵
根
数
千
石
を
求
め
て
四
川
と
の
往
来
が
あ
り
、
ま
た
黄
草
坪
か
ら
金
沙
廠
に
至
る
河
道
六
十
里
も
、
商
質

の
米
、
油
、

塩
等

の
販
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
工
事
を
行

い
整
備
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
で
有
益

で
あ
る
と
評
価
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
方

上
流
に
つ
い
て
は
、
工
事
が
進
め
ら
れ
て

一
部
完
了
し
て
い
る
が
、
依
然
と
し
て
航
行
厳
し
く
、
特
に
川
を
下
る
に
際
し
て
は
、
小

舟

へ
の
積
み
替
え
や
陸
路
に
よ
る
迂
回
が
必
要
に
な
る
地
点
も
あ
る
と

い
う
。
事
実
、
双
仏
灘
か
ら
娯
蛤
嶺
に
至
る
十
五
の
険
灘
は
、
「険
灘

鱗
接
し
、
石
巨
工
難
に
し
て
、
た
と
い
疏
墾
を
加
う
る
も
、
下
水
な
お
堪
虞
に
属
す
」
た
め
、
「
こ
こ
を
以
て
、
陸
路
を
改
修
す
る
こ
と
両
駅

半
、
以

て

一
十
五
灘
の
険
を
避
け
る
を
奏
明
す
」
と
し
て
、
水
路
か
ら
陸
路

へ
と
方
針
を
変
え
ざ
る
を
得
な
く
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
サ
継

善
が
先

に
工
事
に
対
し
て
難
色
を
示
し
、
「実
に
人
力
能
く
開
盤
す
る
所
に
非
ず
」
と
表
し
た
こ
と
と

一
致
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
と
報
告
に

は
あ
る
。

　
上
下
流
で
差
は
あ
る
も
の
の
彼
ら
が
調
査
斜
酌
し
た
結
果
、
最
終
的
に
は
全
般
と
し
て

「
以
て
修
治
す
べ
き
者
は
、
自
ら
ま
さ
に
次
第
に

経
理
す

べ
し
」
と
し
て
工
事
可
能
と
判
断
さ
れ
た
。
た
だ
サ
継
善
が
指
摘
し
、
実
際
作
業
困
難
に
陥

っ
て
い
る
険
灘
が
あ
る
こ
と
に
も
鑑
み
、

工
事
終
了
後
は
通
行
可
能
か
ど
う
か
を
、
よ
り
慎
重
に
調
査
し
水
陸
両
路
と
も
に
考
え
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
工
事
は
続
行
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
後
上
流
工
程
、
続
け
て
下
流
工
程
と
、
冬
か
ら
春
に
か
け
て
の
洞
水
期
を
中
心
と
し
て
断
続
的
に
工
事
は
進
行
し
た
。

ま
た
作
業
終
了
に
伴

っ
て
そ
の
効
果
を
計
る
た
め
、
今
回
の
航
道
開
墾

の
主
目
的
で
あ
る
船
舶
に
よ
る
銅

の
試
運
も
行

わ
れ
た
。
船
数
十
隻

に
各
数
千
斤
ず

つ
を
搭
載
し
、
先
に
終
了
し
た
上
流
工
程
の
航
道
か
ら
順
に
下
り
、
ど
れ
だ
け
の
銅
を
運
び
得
る
こ
と

が
で
き
た
か
、
そ
の

航
行
に
支
障
が
な
か

っ
た
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
の
で
あ
る
。
開
馨
工
事
及
び
銅

の
試
運
は
、
乾
隆
十
年

(
一
七
四
五
)
四
月
に
は
上
下
流

工
程
双
方
共
に

一
応
の
終
了
を
み
た
。

　
し
か

し
張
允
随
は
同
年
十
月
、
上
流
工
程
に
お
い
て
陸
路
に
よ
る
回
避
策
を
取
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
、
双
仏
灘
～
娯
蛤
嶺
の
十
五
灘
に
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つ
い
て
、
再
度
開
繋
工
事
を
行
う
こ
と
を
請
う
た
。
陸
路
を
開
い
た
こ
と

で

「費
を
省
き
て
成
を
図
る
と
為
す
と
錐
も
、
ま
た
時
に
因
り
て

勢
に
就
く
に
属
す
」
と
述
べ
、
そ
の
再
工
事
を
願
う
理
由
と
し
て
お
よ
そ
以
下
の
三
点
を
挙
げ
て
い
る
。

　
ま
ず

こ
こ
ま
で
の

一
連
の
工
事
に
お
い
て
投
入
さ
れ
た
費
用
は
銀
十
七
万
八
百
四
十
両
で
あ
り
、
当
初
計
画
を
上
奏

し
た
際
の
工
事
費
予

算
数
十
万
両
に
比
べ
れ
ば
、
ま
だ
半
ば
に
達
す
る
程
度
で
あ
る
と
し
、
工
事
に
よ
り
削
減
さ
れ
た
輸
送
費
か
ら
も
補
填
す
れ
ば
、
費
用
に
依

然
余
裕

が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
二
点
目
と
し
て
は
、
四
川
か
ら
の
船
舶
往
来
が
、
今
以
上
に
雲
南
省
内
奥
地

へ
波
及
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

得
ら
れ

る
利
益
を
説
く
。

　
　
今
下
游
工
竣
し
て
よ
り
、
川
米
上
は
金
沙
廠
に
至
り
、
常
年
毎
石
銀
三
四
両
を
需
む
る
者
、
近
ご
ろ
二
両
上
下
に
止
ま
り
、
成
数
す
で
に
著
わ
る
。

　
　
惜
し
む
ら
く
は
該
廠
人
少
く
食
寡
く
、
川
米
此
に
至
る
も
多
く
錆
す
る
能
わ
ざ
れ
ば
、
商
買
の
利
微
か
に
し
て
、
前
ま
ざ
る
を
致
す
を
恐
る
。
も

　
　
し
こ
の

一
十
五
灘
を
開
通
す
れ
ば
、
則
ち
米
船
直
ち
に
小
江
口
に
抵
り
、
湯
丹
廠
に
赴
き
発
売
す
べ
し
。
該
廠
の
商
民
甚
だ
衆
く
、
米
を
需
む
る

　
　

こ
と
頗
る
多
し
。
も
し
川
米
廠
に
赴
く
を
得
て
、
上
運
多
き
こ
と

一
船
の
米
石
な
れ
ば
、
下
運
即
ち
多
き
こ
と

一
船
の
銅
斤
、
則
ち
水
運
の
船
隻
、

　
　
以
て
旱
運
の
牛
馬
の
不
足
を
補
う
べ
く
、
京
局
の
鋳
銅
自
ら
達
誤
無
く
、
そ
れ
国
計
に
関
わ
る
者
甚
だ
鍾
な
る
こ
と
有
り
。
況
ん
や
湯
丹
等
の
廠
、

　
　
歳
に
銅
八
九
百
万
斤
を
産
し
、
銅
少
き
を
患
え
ず
、
た
だ
米
貴
き
を
患
う
を
や
。
も
し
川
米
の
接
済
す
る
を
得
れ
ば
、
廠
民
の
食
足
り
、
自
ら
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈹

　
　
ず
尽
力
攻
採
し
て
、
京
銅
以
て
永
遠
に
充
裕
す
べ
し
。

　
こ
れ
ま
で
の
上
下
流
工
程
に
よ
り
、
船
舶
航
行

の
困
難
が
あ
る
程
度
軽
減
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
、
雲
南
省
内

へ
四
川
か
ら
の
船
隻
が
こ

れ
ま
で
以
上
に
多
数
来
航
す
る
よ
う
に
な
り
、
高
騰
し
て
い
た
米
価
が
下
が
る
な
ど
効
果
は
現
れ
始
め
て
い
た
。
し
か
し
十
五
険
灘
に
よ
り

陸
路
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
で
、
銅
産
出
の
最
も
盛
ん
な
湯
丹
廠
ま
で
は
直
接
船
隻
が
来
ら
れ
ず
、
銅
廠
の

一
層
の
活
性
化
と
銅
輸
送

の

利
便
性
向
上
を
妨
げ
て
い
る
と
考
え
、
こ
の
改
善
は

「国
計
に
関
わ
る
者
甚
だ
鉦
な
る
こ
と
有
り
」
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
計
画
上
奏
当
時
と
は
状
況
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
三
点
目
に
挙
げ
て
い
る
。
工
事
開
始
当
初
は
前
代
未
聞
の
こ
と
で
あ
り
、
官
員
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も
工
匠
も
甚
だ
経
験
不
足
で
、
ま
た
技
術
や
周
辺
環
境
の
理
解
も
稚
拙
で
あ

っ
た
。
し
か
し

一
連

の
作
業
を
終
え
た
今
な
ら
ば
、
工
匠
等
も

一
定

の
技
術
と
知
識
を
得
て
熟
練
し
て
お
り
、
開
始
当
時
は
困
難
で
あ

っ
た
こ
と
も
現
在
な
ら
施
工
可
能
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に

こ
の
熟
練
の
技
を
も

っ
て
す
れ
ば
、
最
初
に
慶
復
が
試
算
し
た
工
事
費
と
今
と
で
は
大

い
に
異
な
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
も
指
摘
し
、
以
上
の

分
析
を
も

っ
て
ぜ
ひ
再
工
事
を
と
願

っ
た
。

　
張
允
随
の
熱
心
さ
が
通
じ
た
の
か
、
そ
の
年
の
十
二
月
に
は
大
学
士
等
に
図
ら
れ
た
後

「議
に
依
り
て
速
や
か
に
行
え
」
と
の
旨
を
受
け
、

翌
十

一
年

(
一
七
四
六
)
か
ら
続
開
工
程
と
し
て
懸
案

の
十
五
険
灘
に

つ
い
て
開
墾
工
事
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
再
工
事

も
含
め
、
金
沙
江
開

墾
工
事

の
全
過
程
が
終
了
す
る
の
は
、
乾
隆
十
三
年

(
一
七
四
八
)
四
月
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

　
同
じ
時
期
に
は
金
沙
江
開
墾
と
平
行
し
て
、
前
述
し
た
銅
輸
送
の

「両
路
分
送
」
を
目
指
す
た
め
、
雲
南
昭
通
府
と
四
川
省
境
に
係
る
輸

送
路
中

の
二
箇
所
に
つ
い
て
も
、
水
路
開
墾

の
工
事
が
行
わ
れ
た
。
東
川
府
か
ら
大
関
を
経
て
北
上
す
る
ル
ー
ト
上
の
昭
通
府
塩
井
渡
と
、

尋
旬
州
か
ら
の
鎮
雄
を
経
て
四
川
に
入
る
ル
ー
ト
上
の
羅
星
渡
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
横
江
、
南
広
水
の
水
路
を
利
用
し
濾
州

へ
向
か
う
も
の

で
、
乾

隆
六
年

(
一
七
四

一
)
～
十
年

(
一
七
四
五
)
に
工
事
が
成
さ
れ
、
金
沙
江
水
路
と
共
に

い
わ
ゆ
る
東
川
路

・
尋
旬
路
の
銅
輸
送
路

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈹

二
路
が
こ
れ
に
よ

っ
て
完
成
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

二
　
工
事
の
実
態
と
特
徴
、
そ
の
成
果

　
工
事
概
要
に

つ
い
て
は
ま
ず
表

(2
)
に
簡
単
に
ま
と
め
た
。
工
事
期
間
と
し
て
は
、
最
初
に
金
沙
江
開
馨
の
上
奏

が
な
さ
れ
た
乾
隆
五

年
を
起
点
と
し
て
、
調
査
や
試
工
事

の
期
間
も
含
め
て
、
乾
隆
五
年

(
一
七
四
〇
)
十

一
月
か
ら
乾
隆
十
三
年

(
一
七
四
八
)
四
月
ま
で
作

業
が
行

わ
れ
た
。
総
工
事
期
間
は
約
八
年
間
と
長
期
で
あ
る
が
、
実
際
に
作
業
が
行
わ
れ
た
の
は

一
年
の
う
ち
半
年
ほ
ど
に
過
ぎ
な

い
。
と

い
う

の
は
、
夏
は
河
川
の
増
水
期
に
あ
た
り
、
江
水
中
で
の
重
労
働
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
開
墾
工
事

の
場
合
、
水
量
の
多
さ
と
激
流
は
作
業
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に
著
し
く
支
障
を
き
た
す
。
ゆ
え
に
工
事
は
十
、
十

一
月
か
ら
翌
年
三
、
四
月
ま
で
の
秋
冬
～
春

の
澗
水
期

(と
は
い
え
完
全
に
水
量
が
無

く
な
る
訳
で
は
な

い
)
を
選
ん
で
、
断
続
的
に
行
わ
れ
た
。
こ
の
点
は
前
稿
に
お
け
る
李
本
忠
の
三
峡
開
難
工
事
と
同
様

で
あ

っ
た
。

　
た
だ

こ
の
地
域
の
自
然
風
土
と
し
て
、
金
沙
江
近
辺
で
は
五
月
か
ら
九
月
に
か
け
て

「痒
気
最
盛
、
江
水
騒
漂
」

の
状
態
に
至
り
、
こ
の

間
工
事
は
停
止
せ
ざ

る
を
得
な

い
と
い
う
特
有
の
理
由
も
あ

っ
た
。
「痛
気
」
と
は
特
に
熱
帯
地
域
に
多

い
高
温
多
湿
の
環
境
の
こ
と
で
あ
り
、

マ
ラ
リ
ア
等

の
発
生
原
因
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は

『奏
稿
』
中
に
、
公
務
に
よ

っ
て
各
所
に
派
遣
さ
れ
る
官
員
が
、
仕
事

上
や
む
を
得
ず

「痒
気
」
の
発
生
す
る
地
域

「痒
郷
」
に
入
り
、
多
く
病
故
し
て
い
る
実
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
金
沙
江
工
程
で
は
大
勢

の
労
働
者
が
過
酷
な
土
木
工
事
に
従
事
し
て
お
り
、
「痒
気
」
に
あ
た

っ
て
伝
染
病
患
者
が
出
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
瞬
く
間
に
労
働
者

達
の
間

に
蔓
延
し
工
事
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
ゆ
え
に
河
川
の
状
況
と
合
わ
せ
て
、
「痒
気
」
発
生

の
少
な

い
時
期
を
配
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

　
工
事
実
施
場
所

・
主
た
る
険
灘
も
ま
た
表

の
通
り
で
あ
り
、
史
料
に
お
い
て
は
よ
り
詳
細
に
、
険
灘
名
が
列
挙
さ
れ

て
い
る
。
対
象
と
な

る
険
灘
は
、
事
前
調
査
に
よ

っ
て
そ
の
自
然
状
況
や
難
易
度
か
ら
、
河
道
阻
害
の
危
険
性
が
最
も
高

い
も

の
よ
り

「緊

工
」
「次
緊
」
「緩
工
」

の
お
よ
そ
三
種
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
区
別
し
て
施
工
さ
れ
た
。
故
に
険
灘
列
挙
の
際
に
は
、
「最
険
」
「次
険
」
と
い
っ
た
具
合
に
種
類
分
け

を
し
、
作
業

の
進
行
状
況
を
報
告
し
て
い
る
。
工
事
従
事
者
、
こ
こ
で
は
官
員
を
除
く

い
わ
ゆ
る
現
場
労
働
者

の
こ
と

で
あ
る
が
、
最
終
的

に
総
人
数
八
十
入
万
八
千
五
百
六
十
八
名
、
総
工
費
は
上
下
流
工
程
及
び
後

の
続
開
工
程
を
合
わ
せ
て
銀
十
九
万
三
千

四
百
四
十
六
両
五
銭

六
分
に
上

っ
た
。
こ
れ
に
は
労
働
者

へ
の
給
与

・
食
料
費
他
、
関
係
官
員

へ
の
養
廉
、
各
人
の
移
動
旅
費
、
必
要
不
可
欠
な
船

・
器
具
費
用

も
含
め
ら
れ
て
い
る
。
工
事
中
は
各
工
程
ご
と
に
、
途
中
経
過
や
進
行
状
況
と
と
も
に
、
最
終
的
な
決
算
が
上
奏
報
告

さ
れ
た
。

　
で
は
工
事

の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
ま
ず
人
的
及
び
物
的
側
面
か
ら
詳
細
に
見
て
み
よ
う
。

　
工
事

に
当
た
る
官
員
の
構
成
は
、
総
督

・
巡
撫

の
省
幹
部
を
頂
点
と
し
、
該
当
地
域

の
地
方
官
を
中
心
に
担
当
が
割
り
振
ら
れ
て
い
た
。
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表

(3
)
は
張
允
随

の
報
告
を
元
に
、
具
体
的
に
名
の
挙
が

っ
て
い
る
関
係
官
員
の
組
織
図
で
あ
る
。
上
游

・
下
游

・
続
開
の
各
工
程
毎
に

知
府
を
主
と
し
て

「総
理
」
「協
理
」
を
置
き
、
さ
ら
に
知
県
等
が
そ
の
下
に
就
い
て
、
現
場

の
事
務
及
び
監
督
を
こ
な
し
た
。
労
働
者

の
雇

用
や
物
資

・
工
具
の
準
備
、
食
糧

の
調
達
な
ど
に
奔
走
し
た
の
は
専
ら

關在
工
人
員
」
の
下
級
官
吏

で
あ

っ
て
、
こ
こ
に
は
正
規
の
官
員
に

限
ら
ず
、

い
わ
ゆ
る
生
員
層
や
革
職
中
の
官
吏
も
含
ま
れ
て
い
た
。

　
工
事
対
象
地
域
の
地
方
官
が
、
担
当
者
と
し
て
採
用
さ
れ
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
開
墾
工
事
に
関
わ
る
人
員

に
つ
い
て
は
、
仕
事

に
熟
練

し
、
誠
心
誠
意
任
務
を
遂
行
す
る
人
物
を
広
く
求
め
た
。
「熟
諸
工
程
」
「熟
習
沿
江
情
形
」
等
特
に
同
種
の
工
事
経
験
者
や
、
対
象

地
域
を
熟
知
し
た
者
を
重
視
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
慶
復
が
当
初
工
程

の

「総
理
」
と
し
て
推
挙
し
た
広
南
府
知
府
陳
克
復
は
、
か
つ
て
那

爾
泰
や
サ
継
善
が
推
進
し
た
通
輿
河
道
の
開
馨
工
事
を
経
験
し
て
い
た
し
、
張
允
随
が
雲
南
留
任
を
求
め
た
王
国
酢
と
丁
紀
龍
な
る
人
物
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
な
だ
け
で
な
く
、
「且
つ
籍
は
川
省
に
隷
し
、
金
江
の
情
形
事
宜
に
お

い
て
素
よ
り
熟
悉
す

る
所
」
、
或

い
は

「
潰

に
在
る
こ
と
年
久
く
、
風
土
を
熟
諸
す
」
と

い
っ
た
点
を
特
に
評
価
し
て
い
る
。

　
ま
た
現
地

の
駐
在
武
官
等
も
、
工
事
報
告
中
に
登
場
す
る
。
表
に
あ
る
韓
傑
は
、
正
式
に
工
事
が
開
始
さ
れ
る
以
前

か
ら
事
前
調
査
に
派

　
　
　
　
　

ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　お

遣
さ
れ

て
お
り
、
他
の
武
官

の
名
も
見
ら
れ
る
。
工
事
現
場
の
秩
序
維
持
と
と
も
に
、
周
辺
の
少
数
民
族
と
の
関
係
か
ら
も
協
力
は
不
可
欠

で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
し
か
し
工
事

で
最
も
必
要
か

つ
重
要
で
あ

っ
た
の
は
、
現
場
で
作
業
に
当
た
る
大
多
数
の
労
働
者
達
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
水
利
等
公
共

工
事
に
従
事
す
る
作
業
員
は
、
本
来
現
地
で
募
集
さ
れ
或

い
は
徴
発
さ
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
だ
が
金
沙
江
周
辺
地
域
に
お
い
て
は
事
情

が
異
な

っ
て
い
た
。

　
　
査
す
る
に
沿
江
両
岸
、
地
夷
村
に
近
く
、
本
地
井
び
に
匠
工
無
し
。
臣
す
で
に
轍
し
て
該
道
等
を
し
て
、
先
ず
省
城
に
お

い
て
鉄
石
船
木
等
に
熟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈹

　
　
諸
せ
る
匠
六
十
名
を
雇
募
し
、
帯
同
し
て
前
往
せ
し
む
。
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惟
う
に
こ
れ
内
地
の
各
省
の
工
程
、
夫
匠
以
て
随
虞
に
雇
覚
す
べ
く
、
且
つ
た
だ
須
く
工
価
を
発
給
す
べ
く
、

一
切
の
食
米
塩
菜
、
倶
に
自
ら
購

　
　
買
を
行
う
べ
し
。
今
金
沙
江
工
、
た
だ
に
石
匠
の
一
項
須
く
遙
東
の
各
府
四
庭
に
お
い
て
雇
覚
す
る
の
み
な
ら
ず
、
た
と

い
小
工
夫
役
も
、
沿
江

　
　

一
帯
の
村
暴
倶
に
夷
人
に
係
れ
ば
、
雇
募
す
る
に
便
な
ら
ず
。
ま
た
必
ず
遠
庭
よ
り
雇
い
、
尤
も
須
く
寛
く
工
価
を
給
し
て
、
は
じ
め
て
逡
巡
裏

　
　

足
す
る
を
致
さ
ず
。

　
　
本
年
下
游
灘
工
を
開
修
す
る
に
、
お
よ
そ
石
匠

一
千
二
百
名
を
需
む
。
本
省
の
石
匠
多
き
こ
と
無
け
れ
ば
、
ま
さ
に
川
踏
二
省
に
往
き
て
分
雇
す

　
　

べ
し
。

　
本
工
事

の
労
働
者
雇
用
の
対
象
地
域
で
あ
る
金
沙
江
沿
岸
は
、
「夷
村
」
多
く

「夷
人
」
の
住
ま
う
所
、
つ
ま
り
少
数

民
族

の
集
住
地
で
あ

り
、
雇
用
す
べ
き

「匠
工
」

(あ
る
程
度
の
専
門
的
技
術
を
有
す
る
職
人
と
思
わ
れ
る
)
が
現
地
に
少
な
か

っ
た
。
よ

っ
て
、
雲
南
省
城
や
隣

省
の
四
川

・
貴
州

へ
も
人
を
派
遣
し
て
、
遠
方
か
ら
必
要
人
員
を
集
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。

　
当
初
慶
復
は
技
術
を
要
し
な
い

一
般
労
働
者
た
る

「小
工
」
に
関
し
て
は
、
「各
該
地
に
お

い
て
募
雇
し
工
に
赴
か
し
む
」
と
し
て
い
る
が
、

上
記
の
張
允
随
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
実
際
に
は

「沿
江

一
帯
村
塞
倶
に
夷
人
に
係
れ
ば
、
雇
募
す
る
に
便
な
ら
ず
」
で
あ
り
、
必
ず
し
も
周

辺
地
域

の
み
で
必
要
人
員
数
を
確
保

で
き
た
訳
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
様
な
状
況
に
鑑
み
て
、
開
繋
工
事
に
従
事
し
た
労
働
者

の
多

く
は
、
外
省
か
ら
雇
用
さ
れ
流
入
し
て
き
た
人

々
で
、
現
地
住
民
た
る

「夷
人
」
の
雇
用
は
ご
く
少
数
で
あ

っ
た
と
推

測
さ
れ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
こ
う
し
て

一
連
の
工
事
に
従
事
し
た
労
働
者

の
総
数
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
八
十
八
万
八
千
余
に
上

っ
た
と

い
う
。
彼
ら

に
は
ま
ず
冬
期
に
遠
方
よ
り
召
集
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
残
さ
れ
る
家
族

へ
の
手
当
て
と
し
て

一
人
当
た
り
銀
三
両
が
、

工
事
現
場
ま
で
の
旅

費
と
し

て
、

一
日
当
た
り
銀
四
分
が
支
給
さ
れ
た
。
ま
た
作
業
に
従
事
す
る
に
当
た

っ
て
は
、

一
日
に

「匠
工
」

の
場

合
銀

一
銭
二
分
、
「小

工
」
は
銀

一
銭
、
食
糧
と
し
て
全
員

一
律
に
米

一
升
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
工
価
食
米
の
規
定
は
上
游
工
程
の
際
に
決
め
ら
れ
た
も
の
だ
が
、

下
游
工
程
の
際
に
も

「均
し
く
上
游
奏
明
の
例
に
照
ら
し
て
辮
理
し
」
と
あ
る
か
ら
、
後
の
続
開
工
程
も
合
わ
せ
て
お
よ
そ
同
程
度

の
賃
金
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が
支
払
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
労
働
人
員

の
確
保
と
同
様
に
、
彼
ら
を
養
う
た
め
の
食
糧
物
資
の
調
達
も
ま
た
重
大

で
あ

っ
た
。
元
々
食
糧
生
産
の
乏
し
い
地
域
で
あ
り
、

工
事

の
た
め
突
如
増
大
し
た
労
働
者
人
ロ
を
、
現
地
だ
け
で
養
え
る
は
ず
も
な
い
。
金
沙
江
開
難

の
処
置
が
取
ら
れ
た

の
に
は
、
雲
南
銅
京

運
が
開
始
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
物
流
停
滞
に
よ
る
物
価
高
騰
を
解
決
し
よ
う
と
す
る

一
面
も
あ

っ
た
の
だ
か
ら
当
然
で
あ
ろ
う
。
ま
し
て
こ

の
状
況
下
で
労
働
者
各
人
に
自
活
さ
せ
る
こ
と
は
無
理
で
あ

っ
た
。

　
　

査
す
る
に
川
省
屏
山
県
新
開
灘
よ
り
、
東
川
卑
衝
塞
に
至
る
ま
で
、
流
れ
に
逆
ら
い
て
上
る
な
り
。
川
に
在
り
て
鰍
船
を
雇
募
す
る
に
、
毎
隻
塩

　
　

一
千
斤
、
米
五
石
を
載
す
べ
し
。
た
だ
逆
流
す
る
に
力
を
費
や
し
、
ま
た
旱
灘
に
阻
ま
れ
、
必
ず
須
く

一
百
日
に
し
て
ま
さ
に
能
く
運
び
到
る
べ

　
　

し
。
況
ん
や
昭
通
東
川
の
地
米
を
産
せ
ず
、
毎
米

一
石
の
価
二
両
有
余
に
至
る
を
や
。
塩
価
ま
た
貴
く
し
て
、
陸
運
は
難
を
倍
に
す
。
通
川
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
劔

　
　
采
買
す
る
に
非
ざ
れ
ば
、
断
じ
て
措
手
し
難
し
。

　
　
査
す
る
に
灘
工
を
開
修
す
れ
ば
、
官
役
夫
匠
江
干
に
群
集
し
て
、
需
む
る
所
の
食
米
本
地
に
て
購
買
す
る
に
従
し
無
し
。
商
船
の
販
運
有
り
と
錐

　
　

も
、
ま
た
刻
期
し
て
接
済
し
難
く
、
ま
さ
に
動
項
し
て
川
に
赴
き
采
買
す
べ
し
。

　
必
要

な
食
糧
物
資
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
隣
接
す
る
四
川
省
に
頼

っ
て
い
た

の
が
わ
か
る
。
物
資
の
輸
送
だ
け
で
な
く
、
労
働
者
達
の
移

動
や
河
道
開
墾
に
よ
る
航
行
状
況
改
善
の
効
果
を
計
る
た
め
、
少
な
く
と
も
数
十
隻

の
船
と
水
手
が
必
要
と
な
る
が
、
こ
れ
ら
に
関
し
て
も

四
川
籍

の
船
を
雇
う
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

っ
た
。
例
え
ば
下
游
工
程
で
は
四
川
に
お

い
て
船
十
六
隻
を
雇
募
し
、

一
隻
ご
と

の
船
価
銀
四

　
　
　
　
　
　
　
　

㈲

十
二
両

で
用
意
さ
れ
た
。
工
事
後
の
銅
の
試
運
に
関
し
て
も
、
四
川
か
ら
雲
南

へ
物
資
を
運
ん
で
き
た
商
船
を
利
用
し
、
荷
を
下
ろ
し
て
空

船
に
な

っ
た
と
こ
ろ

へ
銅
を
搭
載
し
て
下
流

へ
送
る
方
法
を
と

っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
か
ら
労
働
力

・
物
資

・
船

の
三
点
に
お
い
て
は
、

隣
接
す

る
外
省
、
特
に
四
川
と
の
関
係
が
深

い
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
こ
ま
で
見
た
限
り
で
、
金
沙
江
に
お
け
る
工
事
実
施
に
は
い
く

つ
か
の
制
約
を
最
初
か
ら
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
が
わ
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か
る
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
は
自
然
環
境
的
制
約
で
、
河
川
の
増
水
や

「痒
気
」
に
よ
る
風
土
病
の
恐
れ
か
ら
、
作
業
時
期

が
ど
う
し
て
も
限
ら

れ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
最
も
苦
労
し
た
の
が
先
に
述
べ
た
人
的

・
物
的
制
約
で
あ
り
、
必
要
な
人
材
と
労
働
力

の
確
保
が
容
易

に
は
で
き
な

い
こ
と
、
物
資

の
現
地
調
達
は
不
可
能

で
あ
り
、
ど
う
し
て
も
外
省
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た

の
で
あ
る
。
外
省
と

の
交
通
が
不
便

で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
改
善
を
目
指
し
て
工
事
を
す
る
は
ず
が
、
不
便
な
ま
ま
に
外
省
に
頼
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
矛
盾

が
存
在
し
て
い
た
。
さ
ら
に
も
う

一
点
挙
げ
る
な
ら
ば
、
治
安
状
況
の
制
約
も
あ

っ
た
で
あ
ろ
う
。
周
辺
の

「夷
塞
」
と
流
入
す
る
労
働
者

の
接
触
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
た
し
、
ま
た
夷
人

の
雇
用
も
難
し
く
少
な
か

っ
た
。
慶
復

・
張
允
随
と
サ
継
善
等

の
そ
れ
ぞ
れ
夷
塞
に
対
す

る
評
価
が
分
か
れ
た
経
緯
か
ら
も
、
工
事
現
場
内
に
限
ら
ず
周
囲
と
の
治
安

の
維
持
は
重
要
視
さ
れ
た
に
違

い
な
い
。

　
次
に

こ
れ
ら

の
人
的

・
物
的
準
備
を
経
て
、
実
行
さ
れ
た
具
体
的
作
業
に
つ
い
て
分
析
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
は
作
業
現
場

の
様
子
で
あ
る

が
、
特
に
困
難
で
あ

っ
た
上
流
域
に
つ
い
て
史
料
で
は
、

　
　
た
だ
査
す
る
に
上
游
江
程
六
百
七
十
余
里
の
内
、
険
灘
林
立
し
、
或
い
は
巨
石
水
中
に
亘
り
、
或
い
は
石
壁
水
勢
を
横
捲
し
、
兼
ね
て
蹟
水
噴
游

　
　
し
て
倒
巻
す
る
等
項
の
名
色
有
り
。
も
し
形
勢
を
詳
察
せ
ざ
れ
ば
、
或
い
は
前
後
す
で
に
開
通
す
る
も
、
奇
険
の
灘
に
中
遇
し
、
疏
墾
を
加
う
と

　
　
錐
も
、
ま
た
上
下
通
行
し
難
き
の
威
な
れ
ば
、
則
ち
工
力
徒
労
た
ら
ん
。

と
あ
る
。
険
灘
と
は
江
中
の
早
瀬
の
こ
と
で
あ
り
、
急
流
で
波
荒
い
箇
所
を

い
う
。
場
合
に
よ

っ
て
は
江
中
に
巨
石
横
た
わ
り
、
水
流
を
遮

っ

て
更
に
激
流
に
し
波
渦
巻

い
て
い
る
。
船
舶
航
行
に
は
非
常
に
危
険
で
あ
り
、
前
稿
に
お
け
る
三
峡
地
域
や
、
さ
ら
に
上
流
の
金
沙
江
で
は
、

こ
の
よ
う
な
箇
所
が
多
く
出
現
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
上
記
史
料
中
で
は
、
各
険
灘
ご
と
詳
細
に
そ
の
形
勢
を
測
ら
な
け
れ
ば
、
も
し
険
灘
前
後
が
開
通
し
て
も
、
「奇
険
之
灘
」
に
当
た
る
こ
と

が
あ
り

、
し
か
も
開
繋
を
行

っ
て
も
、
結
局
は

「
上
下
通
航
し
難
」
く

「
工
力
徒
労
」
に
終
わ

っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

る
と
注
意
を
促
し
て

い
る
。
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作
業

全
般
に
渉
る
方
針
は

「自
下
而
上
」
で
、
江
流

の
下
か
ら
上

へ
と
徐
々
に
進
行
す
る
こ
と
を
旨
と
し
た
。
険
灘

の
難
易
を
区
別
し
種

類
分
け
す
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
こ
れ
に
従

っ
て
、
険
灘

の
規
模
が
大
き
け
れ
ば
、
そ
の
険
灘

一
箇
所
に
対
し
て
何

段
階
か
に
分
け
て
施

工
し
、
小
規
模
な
ら
ば

一
気
に
作
業
を
進
め
、
険
灘

一
つ

一
つ
地
道
に
工
事
は
行
わ
れ
て
い
っ
た
。

　
各
険

灘
に
施
さ
れ
た
作
業
は
、
技
術
的
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
や
む
を
得
ず
陸
路
に
よ
り
険

灘
を
回
避
す
る
場
合

を
除
き

、
そ
の
作
業
に
は
水
中
で
行
わ
れ
る
も

の
と
、
沿
岸
絶
壁
に
施
さ
れ
る
も

の
と
二
種
類
あ

っ
た
。
史
料
か
ら
作

業
の
様
子
を
探

っ
て

み
よ
う

。

　
　
臣
思
う
に
各
項
の
工
程
、
倶
に
奉
じ
て
部
頒
の
倣
法
有
り
。
今
金
江
を
開
修
す
る
に
、
或
い
は
水
中
よ
り
築
煽
し
て
、
欄
水
の
巨
石
を
馨
去
し
、

　
　
或

い
は
山
根
嶺
角
よ
り
、
石
硝
の
子
河
を
開
成
し
、
或
い
は
絶
壁
懸
崖
よ
り
、
鈎
梯
鐙
級
を
墾
出
す
。
こ
れ
ら
の
工
程
、
井
び
に
河
工
海
塘
の
有

　
　
す
る
所
に
非
ず
。
而
し
て
且
つ
同

一
の
灘
に
し
て
前
後
に
難
易
の
殊
有
り
、
同

一
の
石
に
し
て
内
外
に
堅
松
の
別
有
り
、
そ
の
間
の
虚
実
、
冊
を

　
　
按
じ
て
以
て
稽
し
難
し
。

　
　
各
灘
の
船
を
碍
げ
る
巨
石
を
開
墾
す
る
に
、
皆
ま
ず
夫
匠
を
し
て
木
植
を
欣
伐
し
て
堆
積
し
、
火
を
用
い
て
焼
椴
し
、
ま
た
錘
を
用
い
て
襲
し
て

　
　
壁
打
す
。…
(中
略
)
…
ま
た
ま
さ
に
両
岸
懸
崖
に
緯
路
を
開
く
べ
き
は

一
万
数
百
丈
…
そ
の
随
険
の
庭
、
皆
石
纏
に
播
木
し
、
鷹
架
を
搭
立
し
、
工

　
　
匠
は
籐
腰
を
用
い
て
懸
空
し
鐘
墾
す
。
お
よ
そ
危
岩
絶
壁
、
悉
く
す
で
に
路
径
を
開
出
す
。
…
た
だ
各
灘
の
内
ま
さ
に
灘
身
よ
り
子
河
を
開
出
す

　
　
る
と
、
及
び
灘
石
水
底
に
隠
伏
す
る
者
有
れ
ば
、
必
ず
水
勢
極
洞
す
る
を
須
ち
て
、
始
め
て
能
く
徹
底
施
工
す
べ
し
。

　
　
臣
江
工
重
大
な
る
に
因
り
、
司
道
及
び
総
理
せ
る
道
府
各
官
と
、
日
夕
講
求
し
、
心
を
悉
く
し
て
簿
画
し
、
或
い
は
成
法
を
采
用
し
、
或
い
は
博

　
　
く
衆
論
に
詞
り
し
、
或
い
は
時
に
因
り
て
宜
き
を
制
す
。
将
に
各
灘
を
勘
過
し
て
、
お
よ
そ
最
険
の
灘
の
、
中
洪
洒
涌
し
て
、
行
舟
す
る
能
わ
ざ

　
　
る
者
の
、
歴
来
廟
を
架
け
て
杵
を
拉
す
る
の
庭
に
お
い
て
、
築
煽
逼
水
し
、
灘
石
を
も

っ
て
焼
椴
椎
馨
し
、
船
路
を
開
出
し
、
以
て
中
流
の
険
を

　
　
避
く
べ
し
。
そ
の
次
険
の
各
灘
は
、
ま
た
先
ず
築
瑚
逼
水
し
、
水
面
水
底
の
船
を
碍
げ
る
巨
石
を
も
っ
て
盤
去
し
、
下
水

の
船
を
し
て
以
て
灘
に
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沿

い
て
放
下
せ
し
む
べ
し
。
ま
た
両
岸
絶
壁
の
上
に
お
い
て
鷹
架
を
搭
立
し
、
高
低
の
緯
路

一
万
余
丈
を
墾
出
し
、
井
び
に
緯
を
碍
げ
る
石
塊
を

　
　
盤
出
し
、
舟
揖
を
し
て
上
下
緯
挽
に
資
有
ら
し
む
。

　
ま
ず
江
中
に
お

い
て
行
わ
れ
る
作
業
の
ほ
と
ん
ど
は
、
船

の
航
行
を
妨
害
す
る
巨
石
の
墾
去
で
あ
る
。
水
中
で
の
作
業
と
な
る
た
め
、
作

業
対
象
と
な
る
険
灘
周
辺
に

「築
煽
」
し
て
水
流
を
避
け
、
江
流
中
に
現
れ
る
切
り
立

っ
た
岩
石
や
水
底
に
堆
積
す
る
石
塊
を
、
錐
や
ノ
ミ

や
鉄
槌
を
使
用
し
て
打
ち
砕
き
、
江
中
よ
り
撤
去
す
る
。
工
具
に

つ
い
て
は
本
工
事
用
に
別
途
調
達
し
、
鉄
製
の
特
注
品
が
用
意
さ
れ
た
。

「
石
性

の
堅
松
」
に
よ

っ
て
は
破
砕
方
法
に
も
工
夫
が
な
さ
れ
、
た
だ
叩

い
て
砕
く
の
で
は
な
く
、
「火
を
用
い
て
焼
椴
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、

焼
い
て
石
を
脆
く
し
砕
き
易
く
す
る
と
い
う
方
法
も
と
ら
れ
た
。
こ
れ
は
前
稿
の
三
峡
開
難
工
事

で
も
応
用
さ
れ
た

「
椴
損
」
で
は
な
い
か

と
思
わ

れ
る
。

　
ま
た
岩
石
を
取
り
除
く
だ
け
で
な
く
、
「
石
硝
の
子
河
」
を
開
い
て
も

い
る
。
場
所
は

「山
根
嶺
角
よ
り
」
「灘
身
よ
り
」
と
あ
る
が
、
急

流
の
勢

い
を
削
ぐ
た
め
に
別
途
水
路
を
開
馨
す
る
、
或
い
は
沿
江
を
掘
り
広
げ
る
と

い
っ
た
処
置
と
思
わ
れ
る
。
た
だ

こ
の
史
料
の
記
述
の

み
で
は

は

っ
き
り
し
な
い
点
で
あ
る
。

　
沿
岸

に
お
い
て
は
曳
舟

の
た
め
の

「緯
路
」
が
整
備
さ
れ
た
。
長
江
上
流
で
は
急
流
を
湖
る
際
、
船
か
ら
両
岸

ヘ
ロ
ー
プ
を
何
本
も
渡
し
、

多
く
の
緯
夫
に
よ
っ
て
船
を
引
き
上
げ
る
手
法
が
と
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
緯
夫
の
足
場
と
な
る
の
が
岸
壁
に
作
ら
れ
る
緯
路
で
あ
る
。
有
名

な
蜀
の
桟
道
と
構
造
は
同
様
で
あ
り
、
沿
岸
の
断
崖
絶
壁
に
直
接
道
や
石
段
を
穿

つ
、
或
い
は
壁
面
に
穴
を
開
け
て
横
木
を
差
し
込
み
、
橋

を
架
け

る
よ
う
に
板
を
渡
し
て
桟
道
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
上
記
史
料
に
描
か
れ
る
様
子
を
見
れ
ば
、
腰
に
命
綱
代
わ
り
に
籐
の
蔓
を
巻
き
、

崖
に
ぶ
ら
下
が
り
作
業
を
行
う
工
人
達

の
姿
が
あ
り
、
厳
し

い
現
場
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
多
く

の
物
資
と
労
働
力
を
投
入
し
、
数

々
の
困
難
な
土
木
作
業
を
経
て
、

一
連
の
金
沙
江
開
墾
工
事
は
ど
の
よ
う
な
結
果
を
得
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
張
允
随

に
よ
る
各
工
程
の
工
事
終
了
報
告
を
中
心
に
、
そ
の
後
の
現
地
の
様
子
を
見
て
み
る
と
以
下
の
よ
う

で
あ
る
。



94

　
　

上
游
開
修
し
て
自
り
以
来
、
去
冬
今
春
、
川
省
の
商
船
、
米
塩
貨
物
を
販
運
し
、
金
沙
廠
以
上
に
至
り
て
発
売
す
る
者
、
往
年
に
較
べ
て
多
く
十

　
　

数
倍
に
至
る
。
即
ち
二
月
間
の
如
き
は
、
金
沙
等
の
廠
の
米
価
、
倉
石
ご
と
に
銀
四
両
二
三
銭
を
売
る
。
商
船
ひ
と
た
び
到
れ
ば
、
即
ち
価

一
両

　
　

有
余
を
減
ず
。
村
塞
の
夷
民
、
皆
交
易
を
歓
欣
し
、
た
だ
に
演
民
銀
食
の
虞
を
免
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
か
つ
無
知
の
蛮
狭
を
し
て
、
漸
く
華
風
を

　
　

被
ら
し
む
べ
し
。

　

ま
ず
上
流
金
沙
廠
以
上
に
つ
い
て
は
、
工
事
が
始
ま

っ
て
以
来
米
塩
を
積
ん
で
湖

っ
て
く
る
四
川

の
船
は
、
こ
れ
ま

で
の
十
数
倍
の
数
に

ま
で
増
え
た
と

い
う
。
お
か
げ
で
金
沙
廠
他
上
流
の
銅
廠
で
の
米

一
石
の
価
格
は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
約

一
、
二
割
は
安
く
な

っ
た
。
こ
れ
に

は
周
囲

の
夷
塞
夷
民
も
歓
迎
し
、
「漸
く
華
風
を
被
ら
し
む
」
と
後
進
未
開
の
地
に
も
文
明
の
手
が
及
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
と
称
し
て
い
る
。

　
　
従
前
灘
勢
は
随
急
に
し
て
、
且
つ
緯
路
無
く
、
上
水
の
船
隻
日
に
行
く
に

一
二
十
里
に
過
ぎ
ず
。
緯
路
を
開
成
し
、
船
を
碍
げ
る
巨
石
を
墾
去
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈹

　
　

て
自
り
、
上
水
日
に
三
四
十
里
を
行
く
べ
く
し
て
、
計
程
す
で
に
前
に
倍
す
。

　

下
流
に
つ
い
て
も
効
果
は
絶
大
で
あ

っ
た
。
ま
だ
工
事
完
了
に
は
及
ば
な
い
時
点
で
既
に
、
上
流

へ
船
を
進
め
る
の
に

一
日
二
十
里
が
や

っ

と
で
あ

っ
た
所
を
、
緯
路
や
開
馨
作
業
の
効
果
に
よ
り
そ
の
二
倍

の
距
離
が
航
行
可
能
に
な

っ
て
い
る
。
工
事
終
了
後
は
、

　
　
本
年
川
省
の
商
船
、
米
塩
貨
物
を
載
運
し
て
金
沙
廠
に
赴
き
て
発
売
す
る
者
、
お
よ
そ
三
百
余
号
有
り
。
内
に
五
瓜
船
百
余
号
有
り
て
、
大
な
る

　
　

こ
と
鰍
船
に

一
倍
す
。
且
つ
灘
を
上
り
灘
を
下
る
に
、
鰍
船
に
較
べ
て
穏
と
為
す
。
…
(中
略
)
…
ま
た
廠
地
の
常
年
の
米
価
、
毎
石
銀
四
両
有
余

　
　
を
需
む
る
も
、
今
た
だ

一
両
七
八
銭
、
ま
た
従
来
未
だ
有
ら
ざ
る
所
に
属
す
。

と
あ
る
よ
う
に
、
下
流
四
川
か
ら
金
沙
廠
に
至
る
流
域
を
上

っ
て
く
る
船
は
三
百
隻
以
上
、
そ
の
う
ち
百
隻
余
り
見
ら

れ
る

「
五
瓜
船
」
と

呼
ば
れ
る
船
は
、
工
事
に
も
常
用
さ
れ
た

「鰍
船
」
よ
り
大
型
で
倍

の
規
模
を
誇
り
、
し
か
も
上
り
下
り
と
も

「鰍
船

」
と
比
較
し
て
穏
や

か
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
廠
地
の
米
価
に

つ
い
て
も
、
や
は
り
船
舶
往
来

の
数
が
増
加
し
た
こ
と
で
低
下
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、

一
石
銀
四

両
余
り

で
あ

っ
た
の
が

一
両
余
に
ま
で
下
が

っ
た
。
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今
回

の
開
墾
工
事
最
大

の
目
的
は
、
雲
南
銅
京
運
決
定
に
よ
り
、
そ
の
省
外

へ
の
輸
送
を
金
沙
江
が
担
う
こ
と
に
あ

っ
た
。
工
事
進
行
に

伴

っ
て
銅
の
試
運
が
為
さ
れ
た
こ
と
は
す

で
に
述
べ
て
い
る
が
、
表

(1
)
に
お

い
て
、
工
事
進
行
状
況
と
合
わ
せ
て
銅
試
運
の
記
述
も
含

ん
で
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
参
考
に
さ
れ
た
い
。
報
告
さ
れ
る
上
奏
文

に
は
、
ど
れ
だ
け

の
銅
を
各
船
に
積
み
込
み
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で

輸
送
し
得
て
、
最
終
的
に
停
泊
地
の
銅
房
に
貯
蔵
さ
れ
た
銅
の
数
量
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
ひ
と
ま
ず

は
支
障
な
く
輸
送
さ

れ
て
お
り
、
最
終
的
に
は
相
当
な
量
の
銅
が
四
川
濾
州
ま
で
運
び
込
ま
れ
て
い
た
。

　

工
事
終
了
後
の
銅
輸
送
の
方
法
に

つ
い
て
、

　
　
江
工
告
成
し
て
以
後
に
至
り
て
は
、
毎
年
銅
若
干
を
運
ぶ
べ
き
の
庭
、
臣
司
道
と
心
を
悉
く
し
て
査
酌
し
た
る
に
、
金
江
の
水
勢
、
た
だ
十

一
月

　
　
自
り
三
月
に
至
る
ま
で
、
こ
の
五
個
月
の
内
に
以
て
辮
運
す
べ
し
。
も
し
兵
米
を
采
買
し
商
船
の
回
空
す
る
に
及
ぶ
を
侯
ち
て
、
雇
募
し
て
銅
斤

　
　
を
発
運
す
れ
ば
、
ま
た
す
で
に
時
を
過
ぎ
ん
。
必
ず
須
く
預
め
鰍
船
を
雇
い
、
靖
を
安
ん
じ
て
接
運
す
べ
く
し
て
、
は
じ
め
て
誤
り
無
か
る
べ
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈱

　
　
目
下
の
情
形
に
就
き
て
計
算
す
る
に
、
毎
年
運
ぶ
べ
き
銅
百
余
万
斤
、
陸
路
の
運
費
に
較
ぶ
れ
ば
、
お
よ
そ
十
の
二
一二
を
節
省
す
べ
し
。

と
あ
り

、
工
事
中
及
び
試
運
の
際

の
経
験
か
ら
、
実
際
金
沙
江
を
輸
送
で
き
る
の
は
十

一
月
か
ら
三
月
の
五
ヶ
月
間
と

し
て
い
る
。
試
運
の

際
に
取

ら
れ
た
の
は
、
先
に
も
触
れ
た
が
兵
根
に
供
す
る
米
塩
を
搭
載
し
た
商
船
が
、
雲
南
で
荷
を
下
ろ
し
空
船
に
な

っ
て
帰
還
し
よ
う
と

す
る
の
を
、
銅
輸
送
に
転
用
し
て
雲
南
銅
を
積
み
込
み
金
沙
江
を
下
ら
せ
る
と

い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
し
か
し
現
実
と

し
て
毎
年

コ
ン
ス
タ

ン
ト
に
銅
を
輸
送
す
る
と
な
れ
ば
、
商
船
の
都
合
次
第
で
は
不
安
定
で
あ
る
。
ゆ
え
に
予
め
必
要
な
船
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
を
主
張
し
た
。

　
ま
た
現
状

で
輸
送
費
を
考
え
た
場
合
、
毎
年
百
余
万
斤
運
ぶ
と
し
て
陸
路

で
の
費
用
に
較
べ
る
と
、
二
、
三
割
は
節
約

で
き
る
と
算
出
し

て
い
る
。
こ
の
後
の
上
奏
で
は
乾
隆
帝
の
上
諭
に
答
え
、
金
沙
江
開
墾
と
羅
星
渡

・
塩
井
渡
の
開
墾
も
含
め
て
、
多
額
の
工
事
費
用
の
元
を
取

っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃

た
上
に
輸
送
費
銀

一
万
四
千
五
百
余
両
が
省
か
れ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
試
算

の
段
階
で
の
額
で
あ
る
が
、
水
路
に
改
め
る
こ
と
で
銅

の

大
量
輸
送
が
可
能
と
な
り
、
低
費
用
に
抑
え
ら
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
金
沙
江
開
墾
等

の

一
連
の
工
事
を
経
て
、
雲
南
銅

の
省
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外

へ
の
輸
送
路
は
東
川
路

・
尋
旬
路
の
ほ
ぼ
二
路
に
確
定
し
、
以
後
嘉
慶
道
光
年
間
ま
で
大
き
な
ル
ー
ト
変
更
は
な
か

っ
た
こ
と
も
、
そ
の

利
用
価

値
の
高
さ
を
示
し
て
い
る
。

　
最
後

に
、
上
游
工
程
で
は
ど
う
し
て
も
克
服
で
き
な
か

っ
た
、
双
仏
灘
～
娯
蛤
嶺
の
十
五
険
灘
に
対
す
る
続
開
工
程

に
つ
い
て
、
張
允
随

の
熱
意

は
功
を
奏
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
銅
の
試
運
に
よ

っ
て
そ
の
結
果
が
試
さ
れ
、
お
よ
そ

「安
穏
に
し
て
虞
無
し
」
で
あ

っ
た
が
、
た

だ
娯
訟
嶺
、
安
吉
、
飛
雲
渡
、
双
仏
灘
の
四
大
灘
に
つ
い
て
は

「倶
に
平
穏
に
属
す
も
、
た
だ
灘
長
浪
大
に
し
て
、
宜

し
く
慎
重
を
加
う
べ

し
」
と

し
て
、
結
局
は
し
ば
ら
く

「水
陸
兼
運
」
を
続
け
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
こ
う

し
て
郭
爾
泰

の
水
利
計
画
に
端
を
発
し
、
慶
復
を
経
て
張
允
随

へ
引
き
継
が
れ
た
金
沙
江
開
墾
工
事
は
、

一
定

の
成
果
を
挙
げ
終
了

し
た
。

一
部
で
は
当
初

の
計
画
通
り
ま
た
報
告
通
り
の
利
益
は
得
ら
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
張
允
随
を
弾
劾
す
る
向
き
も

あ

っ
た
よ
う
だ
が
、

乾
隆
帝

は
彼
の
功
績
を
認
め
、
乾
隆
十
五
年

(
一
七
五
〇
)
京
師
に
迎
え
て
東
閣
大
学
士
、
礼
部
尚
書
を
授
け
た
の
で
あ
る
。
翌
十
六
年
張

允
随
は
こ
の
世
を
去
り
、
雲
南
と
共
に
歩
ん
だ
官
僚
人
生
に
終
止
符
を
打

っ
た
。

お

わ

り

に

　
本
稿

で
は
乾
隆
期

の
雲
南
金
沙
江
に
お
け
る
航
道
開
墾
工
事
を
取
り
上
げ
た
。
工
事
実
施
に
至
る
ま
で
の
雲
南
交
通

と
金
沙
江
を
め
ぐ
る

論
議
を
ま
と
め
、
官
営
に
よ
る
開
墾
工
事
の
内
容
に
つ
い
て
も
、
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
論
じ
て
き
た

つ
も
り
で
あ
る
。

　
今
回
は
金
沙
江
開
墾

の
理
由
に
つ
い
て
、
雲
南
銅
の
京
運
開
始
に
大
き
な
比
重
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
史
料
や
関
係
論
文
も
雲
南
銅
に

関
わ
る
視
点
か
ら
の
も

の
が
多
く
、
確
か
に
そ
う
結
論
づ
け
て
も
間
違

い
で
は
な

い
。
し
か
し
、
京
運
開
始
が
決
定
さ
れ
る
以
前
か
ら
の
、

雲
南
或

い
は
そ
の
交
通
に
関
す
る
動
向
を
見
る
な
ら
ば
、
果
た
し
て
そ
れ
だ
け
が
理
由
で
あ
る
か
と
の
疑
問
も
感
じ
る
。
ま
ず
雲
南
銅
京
運

あ
り
き

の
視
点
は
、
前
提
と
し
て
の
雲
南
地
域
そ
の
も
の
に
対
す
る
理
解
を
怠
る
こ
と
に
な
ら
な

い
だ
ろ
う
か
。



　
本
稿
を
踏
ま
え
今
後
の
研
究
方
向
と
し
て
、
ま
ず
は
雲
南
銅

の
呪
縛
か
ら
解
か
れ
た
上
で
、
金
沙
江
開
墾
の
意
義
を
問

い
直
し
て
み
た
い
。

例
え
ば
明
清
期
に
お
け
る
雲
南
及
び
西
南
地
域
の
開
発
、
経
済
発
展
と
の
関
係
は
ど
う
か
。
物
価
高
騰

の
改
善
と
い
う
目
的
が
あ

っ
た
こ
と

は
本
稿

で
明
ら
か
に
な

っ
た
以
上
、
雲
南
地
域
の
内
側
か
ら
み
た
金
沙
江
開
墾
は
、
銅
輸
送
と
は
違
う
側
面
で
の
効
果
ま
た
は
弊
害
を
、
雲

南
に
も
た
ら
し
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
銅
の
み
に
限
ら
ず
、
清
朝
国
家
が
当
時
雲
南
地
域
を
ど
の
よ
う

に
捉
え

て
い
た
か
を
、

合
わ
せ

て
詳
し
く
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
と
も
か
く
こ
の
よ
う
な
大
工
事

に
見
ら
れ
る
事
象
は
、

一
方
向
に
止
ま
ら
な

い
の
は
至
極
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
多

様
な
視
点
か
ら
の
分

析
が
今

後
も
為
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
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註ω
　
拙
稿

「清
代
長
江
三
峡
に
お
け
る
航
道
整
備
事
業
-
李
本
忠
と

『平
灘
紀
略
』
を
中
心
に
ー
」
(『中
国
水
利
史
研
究
』
三
十
二
号
、

二
〇
〇
四

　
年
十

一
月
)
参
照
。

②

　
　『平
灘
紀
略
』
巻
四
、
道
光
九
年
五
月
内
墾
打
鍋
籠
子

一
案
。

　
　
窮
江
湖
之
険
風
暴
、
川
河
之
険
石
灘
、
而
蜀
道
之
灘
水
涯
水
退
、
皆
有
碍
於
行
舟
。
惟
春
初
冬
末
之
灘
石
、
在
水
内
人
力
難
治
。
即
如
蹄
州

　
　
之
退
水
新
灘
、
乃
運
銅
鉛
之
要
区
、
毎
年
届
期
盤
灘
、
需
用
祭
項
数
千
雨
、
而
夏
秋
水
漂
之
灘
更
多
。

③
　
　『平
灘
紀
略
』
巻
五
、
道
光
十
年
三
月
十
五
日
赴
蹄
州
請
示
復
難
牛
口
洩
灘
以
及
叱
角
子
等
庭
各
険
灘
。

　
　
凡
遇
銅
鉛
船
隻
以
及
客
舟
過
境
、
毎
多
覆
舟
、
小
船
不
敢
往
救
、
滝
蜷
生
命
、
不
計
其
数
。

ω
　
当
時
の
史
料
中
に
お
い
て
は

「金
沙
江
」
或
い
は

「金
江
」
と
も
称
さ
れ
て
い
る
。
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⑤
　
以
下
雲
南
交
通
に
関
し
て
、
播
向
明

「清
代
雲
南
的
交
通
開
発
」
(『清
代
辺
彊
開
発
研
究
』
馬
汝
桁

・
馬
大
正
編
、

中
国
社
会
科
学
出
版
社
、

　
　

一
九
九
〇
年
十

一
月
)
、
方
鉄

・
方
慧
著

『中
国
西
南
辺
彊
開
発
史
』
(雲
南
人
民
出
版
社
、　

一
九
九
七
年
七
月
)
等
参
照
。

㈲
　
毛
鳳
紹

「疏
通
辺
方
河
道
議
」
(『演
繋
』
巻
十

一
之
二
、
「旅
途
繋
」
)。

　
　
弘
治
、
正
徳
中
、
馬
湖
府
安
監
生
放
杉
板
、
嘉
靖
十
七
年
、
王
万
安
亦
放
杉
板
、
倶
係
施
梢
五
板
。
大
船
経
過
、
或
十
余
隻
、
或
八
九
隻
。

　
　
毎
見
客
人
来
販
木
、
紮
成
箪
筏
。
自
本
司
江
流
、
而
昼
夜
六
日
即
抵
馬
湖
。
随
箪
下
船
、
或

=

一十
隻
、
装
載
根
食
、
有
養
猪
畜
。
客
人
跳
箪

　
　
梛
船
如
履
平
地
。

⑦
　
　「開
金
沙
江
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
史
料
は
い
く
つ
か
存
在
し
、
註
⑥
及
び
楊
士
雲

「開
金
沙
江
議
」
(『潰
繋
』
巻
十

一
之
二
、
「旅
途
繋
」
)、

　
章
演

「議
開
金
沙
江
」
(『図
書
編
』
巻
百
二
十
七
)
、
爲
甦

「議
開
金
沙
江
」
(『潰
考
』
)
等
が
あ
る
。

⑧

奥
村
憲
夫

「洪
武
朝
の
雲
南
平
定
戦

(
一
)」
(『東
方
学
論
集

・
東
方
学
会
創
立
五
十
周
年
記
念
』
東
方
学
会
、

一
九
九
七
年
五
月
)
、
「洪
武
朝

　

の
雲
南
平
定

(二
)」
(『史
朋
』
二
十
八
号
、　

一
九
九
六
年
五
月
)
参
照
。

⑨
　
　
『明
史
』
巻
三
百
十
四
、
列
傳
二
百
二

「雲
南
土
司
」、
方
鉄

・
方
慧
著

『中
国
西
南
辺
彊
開
発
史
』
(雲
南
人
民
出
版
社
、

一
九
九
七
年
七
月
)

　
第
七
章

「明
朝
時
期
」
等
参
照
。

㈲
　
註
⑦
に
挙
げ
た
史
料
を
見
て
も
、
実
行
に
移
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
明
代
の

「開
金
沙
江
」
論
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
別
稿
に
て
詳
し
く
分

　
析
を
加
え
た
い
。

ω
　
以
上
、
清
代
の
土
司
制
度
と
改
土
帰
流
に
つ
い
て
は
、
李
世
愉

『清
代
土
司
制
度
論
考
』
(中
国
社
会
科
学
出
版
、　

一
九
九
八
年
九
月
)、
馬

　
汝
桁
著

『清
代
西
部
歴
史
論
衡
』
(山
西
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇

一
年
七
月
)
参
照
。
ま
た
改
土
帰
流
と
都
爾
泰
に
つ
い
て
は
、
『清
史
稿
』
巻
二

　
百
八
十
八
列
傳
七
十
五

「郡
爾
泰
」、
神
戸
輝
夫

「郡
爾
泰
と
雲
南
」
(『史
学
論
叢
』
第
二
十

一
号
、
別
府
大
学
史
学
研
究
会
、

一
九
九
〇
年
六

　
月
)、
「清
代
雍
正
朝
期
の
改
土
帰
流
政
策
-

烏
蒙

・
鎮
雄
両
土
府
の
場
合
-
」
(『大
分
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
第
十
五
巻
第
二
号
、

一
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九
九
三
年
十
月
)
、
「清
代
雍
正
朝
期
の
少
数
民
族
統
治
に
つ
い
て
-
改
土
帰
流
後
の
烏
蒙
府
を
中
心
に
ー
」
(『大
分
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』

　
第
十
六
巻
第

一
号
、

一
九
九
四
年
三
月
)
、
「清
代
雍
正
朝
期
の
少
数
民
族
統
治
に
つ
い
て
-
貴
州
省
仲
家
苗
を
中
心
に
ー
」
(『大
分
大
学
教
育
学

　
部
研
究
紀
要
』
第
十
七
巻
第
二
号
、

一
九
九
五
年
十
月
)
参
照
。

ω
　
　『宮
中
楢
雍
正
朝
奏
摺
』
第
六
輯
、
雍
正
四
年
十

一
月
十
五
日
、
都
爾
泰
の
上
奏
。

　
　
雲
貴
遠
居
天
末
、
必
須
商
頁
流
通
庶
地
方
漸
有
生
色
。
今
水
路
不
通
、
陸
路
甚
険
、
往
来
貿
易
者
、
非
肩
挑
即
馬
載
、
費
本
既
多
、
獲
息
甚

　
　
微
、
以
致
裏
足
不
前
、
諸
物
銀
貴
。
…
(中
略
)
…
亦
原
有
河
路
、
自
貴
陽
而
南
、
水
路
南
通
。
然
開
平
旱
路
、
使
可
行
車
、
猶
人
カ
所
能
為
。

　
　
況
雲
南
金
沙
江
原
通
蜀
輿
、
東
川
府
牛
欄
江
直
通
四
川
、
貴
州
永
寧
州
黎
平
府
可
通
川
楚
。
疏
決
導
引
、
縦

一
時
難
措
、
而
日
積
月
累
、
未

　
　
始
不
可
以
小
済
。
臣
自
数
月
来
、
通
筋
細
査
、
粗
悉
大
概
。
難
自
度
才
力
知
必
不
能
、
然
必
欲
経
始
以
待
将
来
、
遅
至
十
年
二
十
年
、
但
能

　
　
成
事
、
実
雲
貴
永
遠
之
利
也
。

㈲
　
　
『郡
爾
泰
年
譜
』
(郡
容
安
等
撰

中
華
書
局

一
九
九
三
年
九
月
)
「裏
勤
伯
郡
文
端
公
年
譜
」
参
照
。

qの
　
　
『雲
南
通
志
』
(サ
継
善
等
撰

乾
隆
元
年
序
刊
本
)
巻
二
十
九
奏
疏
、
郡
爾
泰

「興
修
水
利
疏
」。

　
　
於
通
辱
河
道
最
関
緊
要
、
非
止
便
客
商
、
実
欲
資
糧
運
、
臣
於
雍
正
七
年
春
、
即
発
銀
筋
修
、
已
由
阿
迷
州
以
下
開
至
八
達
共

一
千
五
百
里
。

　
　
造
船
試
行
、
直
至
土
黄
、
有
旱
路
二
靖
、
亦
経
置
備
車
牛
、
並
蓋
棚
店
。
下
船
至
剥
阻
、
則
径
達
輿
江
。
…
又
嵩
明
州
之
河
口
、
経
尋
旬
東

　
　
川
由
牛
欄
江
達
金
沙
江
、
周
環
川
江
、
復
抵
昭
通
、
以
通
舟
揖
。
難
工
程
不
易
、
亦
人
カ
所
能
。
…
(中
略
)…
若
得
川
輿
江
河
舟
通
潰
会
、

　
　
則
片
帆
可
達
呉
楚
、
又
不
止
尋
常
水
利
事
　
。

㈲
　
　
『宮
中
棺
雍
正
朝
奏
摺
』
雍
正
十
二
年
七
月
十
三
日
、
サ
継
善
の
上
奏
参
照
。

個
　
　『高
宗
実
録
』
巻
四
十
、
乾
隆
二
年
四
月
癸
亥
。

　
　
水
利
所
関
、
農
工
纂
重
。
雲
南
蹉
歩
皆
山
、
不
通
舟
揖
、
田
号
雷
鳴
、
民
無
積
蓄
。

一
遇
荒
漱
、
米
価
騰
貴
、
較
他
省
過
数
倍
。
是
水
利

一
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事
、
尤
不
可
不
亟
講
。
朕
常
時
簿
慮
、
曾
面
詞
大
学
士
郡
爾
泰
、
擦
奏
臣
前
任
雲
南
、
凡
可
以
疏
溶
庭
所
已
漸
次
興
挙
。
因
広
西
省
産
米
甚

　
　
多
、
如
可
通
舟
、
即
能
接
済
、
曾
委
開
広
西
剥
隆
地
方
、
至
雲
南
属
広
西
府
。
河
道
難
已
有
頭
緒
、
猶
恐
未
能
深
通
。
再
四
川
省
亦
産
米
之

　
　
区
、
演
属
尋
旬
州
之
牛
欄
江
、
其
下
有
車
洪
江
、
流
水
可
通
川
江
。
若
能
開
通
川
江
舟
揖
、
可
直
通
嵩
明
州
之
河
口
。
…
(中
略
)
…
此
外
川

　
　
河
前
経
引
導
、
現
有
可
達
昭
通
者
。
若
由
昭
通
次
第
開
繋
、
或
可
通
牛
欄
江
、
亦
大
有
稗
益
等
語
。
…
(中
略
)
…
無
論
通
卑
通
川
及
本
省
河

　
　
海
、
凡
係
水
利
及
凡
有
関
干
民
食
者
、
皆
当
及
時
興
修
不
時
疏
溶
、
総
期
有
備
無
患
。
要
須
因
地
制
宜
、
事
可
謀
成
、
断
不
応
惜
費
。
如
難

　
　
奏
敷
、
亦
不
必
強
作
。

㈲
　
第
三
節
以
下
の
制
銭
及
び
雲
南
銅
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
富

「清
代
雍
正
朝
に
お
け
る
通
貨
問
題
」、
「康
煕
雍
正
時
代
に
お
け
る
日
清
貿
易
」

　

(『中
国
史
研
究
』
第
二
巻

・
初
出

『東
洋
史
研
究
』
第
十
六
巻
四
号
及
び
第
十
八
巻
三
号
、

一
九
五
八

・
一
九
五
九
年
)
、
中
島
敏

「清
朝
の
銅

　
政
に
お
け
る
洋
銅
と
演
銅
」
(『東
洋
史
学
論
集
』
及
古
書
院
、

一
九
八
八
年
)、
川
勝
守

「清
、
乾
隆
期
雲
南
銅
の
京
運
問
題
」
(『九
州
大
学
東

　
洋
史
論
集
』
第
十
七
号
、

一
九
八
九
年
)、
「清
乾
隆
初
年
雲
南
銅
の
長
江
輸
送
と
都
市
漢
口
」
(川
勝
守
編

『東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
生
産
と
流
通
の

　
歴
史
社
会
学
的
研
究
』

中
国
書
店
、

一
九
九
三
年
十
二
月
)、
厳
中
平
著

『清
代
雲
南
銅
政
考
』
(中
華
書
局
、

一
九
五
七
年
十
月
)、
市
古
尚
三

　

『清
朝
貨
幣
史
考
』
(鳳
書
房
、
二
〇
〇
四
年
三
月
)
等
参
照
。

㈱
　
　『高
宗
実
録
』
巻
百
三
十

一
、
雍
正
五
年
六
月
戊
申
。

　
　
演
省
采
買
銅
斤
、
除
供
鼓
簿

一
百
余
万
斤
外
、
毎
歳
多
不
過
二
一二
十
万
。
今
歳
銅
磯
増
盛
、
就
現
在
核
算
、
五
年
分
銅
斤
、
可
獲
三
百
数
十
余
万
。

㎝
　
　
『高
宗
実
録
』
巻
百
二
十
七
、
乾
隆
五
年
九
月
丁
酉
。

　
　
潰
省
各
廠
、
惟
湯
丹
最
旺
、
歳
産
高
銅
八
九
百
万
及
千
万
斤
不
等
。

⑳
　
当
時
の
各
銅
廠
の
年
問
産
出
量
は
、
正
確
な
計
上
が
な
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
年
に
よ
っ
て
も
バ
ラ
つ
き
が
大
き
い
と
い
う
。
前
出
、

　
川
勝
守
氏

一
九
九
三
年
論
文
参
照
。
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ω
　
　
『光
緒
大
清
会
典
事
例
』
巻
二
百
十
五
、
戸
部
六
十
四
、
銭
法
。

　
　
乾
隆
三
年
又
覆
准
、
現
在
雲
南
産
銅
頗
旺
、
所
有
各
省
毎
年
辮
解
京
銅
四
百
万
斤
、
自
乾
隆
四
年
為
始
、
尽
帰
雲
南
辮
運
。

吻
　
　
『高
宗
実
録
』
巻
百
二
十
三
、
乾
隆
五
年
七
月
丁
酉
。

　
　
開
墾
通
川
河
道
、
実
為
潰
省
大
利
、
巳
両
次
委
員
査
勘
。
自
東
川
府
由
小
江
口
入
金
沙
江
、
湖
流
至
新
開
灘

一
路
、
直
通
四
川
濾
州
、
難
崎

　
　
嘔
険
阻
、
要
皆
人
力
可
施
、
堪
以
化
険
為
平
、
以
資
利
済
。
惟
沿
江

一
帯
、
人
姻
稀
少
、
募
匠
設
廠
、
遠
運
米
根
、
工
費
約
需
数
十
万
金
。
愼

　
　
省
現
運
銅
斤
、
若
得
改
由
水
運
、
毎
歳
可
省
運
脚
之
半
、
約
計
三
、
四
年
、
省
出
運
費
、
足
以
興
修
永
遠
鍾
工
。

㈱
　
前
出
、
川
勝
氏

一
九
八
九
年
論
文
参
照
。

囲
　
　
『高
宗
実
録
』
巻
百
二
十
三
、
乾
隆
五
年
七
月
丁
酉
。

　
　
査
此
項
工
程
、
千
数
百
里
、
長
灘
巨
石
、
必
令
興
修
之
後
、
食
貨
転
輸
、

一
労
永
逸
、
庶
国
祭
不
致
虚
廉
。
応
令
該
督
等
漣
委
賢
員
、
確
実

　
　
信
計
、
詳
慎
挙
行
。
…
(中
略
)
…
。
従
之
。

㈲
　
方
国
鍮
主
編
、
徐
文
徳

・
木
芹
纂
録
校
訂

『雲
南
史
料
叢
刊
』
(
雲
南
大
学
出
版
社
、

一
九
九
八
年
～
)
第
八
巻

(二
〇
〇

一
年
五
月
)
所
収

　

『張
允
随
奏
稿
』。
以
下

『奏
稿
』
と
略
す
。

㈲
　
中
国
第

一
歴
史
棺
案
館

「乾
隆
年
間
疏
湊
金
沙
江
史
料
」
上

・
下
　
(『歴
史
棺
案
』
二
〇
〇

一
年

一
月
、
二
月
)
。
以
下

「金
沙
江
史
料
」
と

　
略
す
。

⑳
　
任
均
尚

・
万
世
券

「張
允
随
対
乾
隆
年
間
金
沙
江
航
道
整
治
工
程
的
管
理
」
(『曲
靖
師
範
学
院
学
報
』
第
二
十
二
巻
第
二
期
、
二
〇
〇
三
年

　
三
月
)。
他
、
張
允
随
に
つ
い
て
楊
壽
川

「張
允
随
與
清
代
前
期
雲
南
社
会
経
済
的
発
展
」
(『雲
南
社
会
科
学
』
第
四
号
総
第
三
十
二
期
、

一
九
八

　
六
年
)
が
あ
る
。

㈱
　
工
事
の
詳
し
い
経
過
に
つ
い
て
は
、
表

(1
)
「乾
隆
初
年
金
沙
江
工
程

一
覧
」
参
照
の
こ
と
。
他
、
金
沙
江
開
馨
工
事
を
概
説
的
に
述
べ
た
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も
の
と
し
て
、
王
載
剛
主
編

『長
江
航
道
史
』
(人
民
交
通
出
版
、

一
九
九
三
年
十

一
月
)
「金
沙
江
航
道
的
早
期
開
発
」
、
成
崇
徳
主
編

『清
代

　
西
部
開
発
』
(山
西
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年

一
月
)
「銅
路
的
開
墾
ー
関
干
金
沙
江
水
路
工
程
問
題
」
等
が
あ
る
。

㈲
　
　『高
宗
実
録
』
巻
百
三
十
七
、
乾
隆
六
年
二
月
乙
丑
。

　
　
金
沙
江
通
川
河
道
、
原
為
從
古
未
開
之
水
径
、
但
人
力
可
施
、
尺
寸
皆
有
利
益
。
演
省
沿
江
夷
塞
、
均
已
寧
謹
。
至
川
省
有
名
土
族
、
正
宜

　
　
乗
此
開
河
稽
察
、
消
弼
隠
患
。
且
向
日
人
跡
不
到
之
区
、
開
河
後
、
添
営
設
況
、
連
絡
声
威
、
商
買
趨
集
。
二
省
均
属
亟
図
。
況
魎
年
各
夷

　
　
村
塞
、
絶
無
凶
頑
出
没
之
事
。
惟
是
交
界
、
理
宜
慎
重
。

⑳
　
　
『清
史
稿
』
巻
三
百
七
、
列
傳
九
十
五

「張
允
随
」。

　
　
雍
正
元
年
、…
丁
母
憂
、
総
督
郡
爾
泰
等
、
請
留
司
銅
廠
。

　
　

『碑
伝
集
』
巻
二
十
六
、
乾
隆
朝
宰
輔
上
、
沈
徳
潜

「光
禄
大
夫
太
子
太
保
東
閣
大
学
士
兼
礼
部
尚
書
詮
文
和
張
公
允
随
傳
」。

　
　
母
憂
去
官
、
督
撫
合
疏
請
留
演
司
銅
務
。
服
関
、
補
曲
靖
府
、
陞
粗
儲
道
。

⑳
　
　
『清
史
稿
』
巻
三
百
七
、
列
傳
九
十
五

「張
允
随
」。

　
　
那
爾
泰
復
薦
可
大
任
、
上
召
入
見
。
(雍
正
)
五
年
、
擢
按
察
使
。
未
幾
、
遷
布
政
使
。

　
　

『碑
伝
集
』
巻
二
十
六
、
乾
隆
朝
宰
輔
上
、
沈
徳
潜

「光
禄
大
夫
太
子
太
保
東
閣
大
学
士
兼
礼
部
尚
書
詮
文
和
張
公
允
随
傳
」。

　
　
郡
文
端
公
爾
泰
薦
公
堪
勝
大
任
、
世
宗
皇
帝
召
見
勤
政
殿
、
奏
封
剴
切
、
授
雲
南
按
察
使
司
。
泡
任
甫
四
月
、
旋
授
布
政
使
司
。

㈱
　
　
『奏
稿
』
雍
正
九
年
十

一
月
十
二
日
の
上
奏
。

　
　
愼
省
僻
庭
天
末
、
山
高
路
遠
、
行
旅
貨
物
、
駝
運
維
難
、
物
価
騰
貴
。
偶
遇
款
収
、
外
省
米
狼
、
不
能
挽
運
接
済
、
皆
不
通
舟
揖
所
致
。
若

　
　
能
随
山
湊
川
、
直
達
川
江
、
即
可
通
行
各
省
、
実
為
万
世
無
彊
之
大
利
。

㈱
　
　
『奏
稿
』
雍
正
九
年
十

一
月
十
二
日
の
上
奏
。
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近
査
得
雲
南
府
嵩
明
州
属
之
楊
林
海
子
、
其
下
流
即
車
洪
江
牛
欄
江
道
、
経
尋
旬
露
益
宣
威
東
川
威
寧
昭
通
各
属
、
直
接
金
沙
江
口
。
難
阻

　
　
塞
庭
甚
多
、
但
河
形
顕
然
、
脈
絡
貫
串
、
似
可
開
凌
。

個
　
　『奏
稿
』
乾
隆
二
年
閏
九
月
十
二
日
の
上
奏
。

　
　
査
潰
省
可
通
舟
揖
之
水
利
、
如
通
川
河
道
、

一
自
昭
通
府
北
境
大
関
之
塩
井
渡
以
抵
川
江
、

一
自
永
善
県
之
黄
草
坪
以
抵
副
官
村
、
與
川
省

　
　
之
馬
湖
府
川
江
会
合
、
係
昇
任
督
臣
郡
爾
泰
與
臣
、
陸
続
興
修
。
通
輿
河
道
、

一
自
羅
平
州
之
土
黄
河
以
抵
鯉
西
之
百
色
、

一
自
広
南
府
之

　
　
板
蛙
以
抵
輿
西
之
西
洋
江
、
係
昇
任
督
臣
郡
爾
泰
及
今
督
臣
サ
継
善
與
臣
、
節
次
開
湊
、
現
在
舟
運
兵
米
京
銭
無
阻
。
至
奉
上
諭
、
由
尋
旬

　
　
州
之
牛
欄
江
、
車
洪
江
可
達
川
江
之
庭
、
経
督
臣
サ
継
善
行
令
司
道
査
復
具
奏
外
、
…
…
。

㈲

　
　『奏
稿
』
乾
隆
三
年
五
月
三
十
日
の
上
奏
。

　
　
臣
査
銅
斤
既
多
、
程
途
又
遠
、
部
限
復
迫
、
雇
脚
更
難
、
実
関
重
大
。
…
(中
略
)
…

一
、
銅
斤
出
廠
宜
分
路
挽
運
也
。
査
挽
運
京
局
、
倶
係

　
　
湯
丹
廠
銅
、
必
先
運
至
東
川
府
、
存
貯
店
内
、
然
後
男
雇
馬
脚
、
再
運
威
寧
。
今
愼
省
毎
年
運
京
銅
四
百
万
、
再
加
運

=

一百
万
、
自
廠
至

　
　
東
川
、
有
由
小
江
塘
至
熱
水
塘
五
十
余
里
、
両
山
壁
立
、
中
通
狭
澗
、
沿
途
砕
石
溜
沙
、
行
走
甚
難
、
兼
以
夏
秋
雨
多
、
姻
潭
盛
発
、
脚
戸

　
　
畏
惧
不
前
。
是

一
年
之
中
、
只
可
運
銅
半
年
、
此
半
年
之
内
、
断
不
能
運
至
四
五
百
万
之
多
、
必
雨
路
分
運
、
方
可
無
誤
。

㊤の

『奏
稿
』
乾
隆
三
年
五
月
三
十
日
の
上
奏
。

　
　
査
演
省
運
銅
至
京
、
必
由
威
寧
換
馬
。
但
威
寧

一
州
、
路
当
演
欝
蜀
三
省
衝
衙
、
官
運
銅
鉛
、
商
駝
貨
物
、
均
子
此
慮
換
馬
。
前
因
官
商
争

　
　
雇
、
塞
滞
不
前
。

㈱
　
註
岡
の
上
奏
に
よ
れ
ば
続
け
て
、
当
面
の
処
置
と
し
て
貴
州
省
か
ら
同
じ
く
京
運
さ
れ
る
鉛
に
つ
い
て

一
年
間
京
運
を
停
止
し
、
そ
の
分
の

　
駝
馬
を
銅
京
運
に
供
す
る
こ
と
と
し
、
た
だ
銅
輸
送
路
に
関
し
て
は
東
川
か
ら
魯
旬

・
昭
通
を
経
由
し
塩
井
渡
よ
り
川
江
に
至
る
路
程
を
模
索

　
中
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
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㈱

『奏
稿
』
乾
隆
三
年
九
月
初
三
日
の
上
奏
。

　
　
臣
思
運
送
京
銅
、
現
在
止
有
威
寧

一
路
。
而
官
運
銅
鉛
、
商
質
百
貨
、
擁
濟

一
途
、
実
属
銀
難
。
且
東
川
由
威
寧
至
永
寧
、
計
程
十
九
靖
。

　
　
若
由
昭
通
至
笏
連
県
以
達
川
江
、
止
十
四
靖
、
水
路
二
百
三
十
里
、
既
有
大
船
装
運
、
所
費
無
多
。
若
得
此
路
開
修
、
酌
量
里
数
、
安
設
台

　
　
靖
、
車
馬
兼
用
、
則
両
路
分
送
、
実
干
銅
政
大
有
稗
益
。

㈹

『高
宗
実
録
』
巻
八
十
五
、
乾
隆
四
年
正
月
丁
丑
。

　
　
雲
南
総
督
慶
復
奏
、
演
銅
運
道
、
自
東
川
起
由
昭
通
鎮
雄
、
直
達
川
属
之
永
寧
、
最
為
捷
径
。
施
工
開
辟
、
便
可
与
威
寧
両
路
分
運
。
但
由

　
　
昭
通
過
鎮
雄
境
内
、
有
欝
省
数
十
里
地
方
、
播
入
演
界
、
請
即
援
帰
愼
省
管
轄
。
又
自
廠
至
東
川
、
所
経
小
江
塘
及
尋
旬

一
路
、
尚
多
阻
塞
、

　
　
亦
応

一
例
開
修
。
得
旨
、
辮
理
甚
属
妥
協
、
可
嘉
之
至
。

㈹
　
　『奏
稿
』
乾
隆
六
年
八
月
初
六
日
の
上
奏
。

　
　
当
経
督
臣
慶
復
遜
委
試
用
道
宋
寿
図
、
広
南
府
知
府
陳
克
復
為
総
理
、
游
撃
韓
傑
為
監
督
、
井
令
参
将
膠
弘
督
理
船
筏
。
干
上
年
十

一
月
起
、

　
　
先
将
金
沙
廠
以
上
至
小
江
口

一
帯
水
勢
灘
形
、

一
面
査
勘
、

一
面
試
修
。
因
上
游
各
灘
査
勘
需
時
、
而
各
庭
夫
匠
、
亦
難
克
期
調
集
、
始
干

　
　
本
年
二
月
興
工
、
計
陸
続
試
修
娯
訟
嶺
、
安
吉
等
十
灘
、
旋
因
水
長
痒
発
、
詳
報
停
工
。

ω
　
　『奏
稿
』
乾
隆
六
年
八
月
初
六
日
の
上
奏
。

　
　
査
上
年
十
月
間
、
督
臣
慶
復
委
令
宋
寿
図
等
、
総
理
借
勘
興
修
事
宜
、
因
江
程
遼
遠
、
湖
流
査
勘
、
自
冬
狙
春
、
半
年
之
内
、
始
勘
明
上
游

　
　
諸
灘
、
而
下
游

一
帯
水
勢
灘
形
、
尚
未
及
佑
勘
。
今
已
八
月
初
旬
、
転
瞬
霜
降
之
後
、
潭
消
水
洞
、
即
当
乗
時
興
工
。
若
令
該
道
府
等
再
往

　
　
下
游
査
勘
、
則
上
游
工
程
、
必
致
鞭
長
莫
及
。
臣
悉
心
簿
酌
、
此
案
江
工
、
応
分
上
下
両
游
辮
理
、
庶
事
有
責
成
而
工
無
膿
日
。

ω
　
　『清
史
稿
』
巻
三
百
二
十
三
、
列
傳

一
百
十

「黄
廷
桂
」
参
照
。
雍
正
期
に
は
四
川
提
督
、
更
に
総
督
の
任
に
就
い
て
お
り
、
現
地
の
少
数

　
民
族
情
勢
に
つ
い
て
も
詳
し
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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鮒
　
　『高
宗
実
録
』
巻
百
二
十
七
、
乾
隆
五
年
九
月
丁
酉
。

　
　
天
津
鎮
総
兵
黄
廷
桂
奏
、
…
査
金
沙
江
自
東
川
以
下
、
深
入
蛮
境
、
経
歴
夷
穴
、
不
下
千
里
。
石
岸
峻
灰
、
即
使
開
繋
、
終
恐
徒
魔
国
幣
、

　
　
岡
利
舟
揖
。
且
所
歴
夷
境
、
如
阿
都
、
阿
駆
等
、
皆
係
有
名
土
族
、
僻
庭
深
山
。

一
旦
干
人
跡
牢
至
之
区
、
載
銅
過
往
、
不
独
乗
間
遽
劫
、

　
　
為
将
来
之
隠
憂
。
井
恐
現
在
興
工
、
匠
役
繁
多
、
必
有
潜
赴
夷
暴
、
暗
中
騒
擾
之
事
。

ω
　
　『高
宗
実
録
』
巻
百
六
十
六
、
乾
隆
七
年
五
月
癸
酉
。

　
　
大
学
士
等
議
復
、
川
陳
総
督
サ
継
善
奏
称
、
金
沙
江
通
川
河
道
、
界
接
番
夷
、
江
流
支
険
、
非
可
冒
昧
倖
成
、
不
宜
開
墾
等
語
。

㈲
　
　
『清
史
稿
』
巻
三
百
七
、
列
傳
九
十
四

「歩
継
善
」
参
照
。

㈲
　
　『奏
稿
』
乾
隆
七
年
七
月
十
五
日
の
上
奏
。

　
　
乾
隆
二
年
欽
奉
諭
旨
、
令
督
臣
サ
継
善
悉
心
簿
画
通
輿
通
川
河
道
、
及
時
興
修
。
当
時
議
開
未
決
、
蓋
以
事
関
重
大
、
不
得
不
慎
重
周
詳
。

㈲
　
　『高
宗
実
録
』
巻
百
六
十
六
、
乾
隆
七
年
五
月
癸
酉
。

　
　
査
慶
復
、
張
允
随
、
先
後
奏
報
、
自
湯
丹
小
江
口
至
金
沙
廠
六
百
七
十
三
里
為
上
游
、
自
金
沙
廠
至
新
開
灘
六
百
四
十
六
里
為
下
游
。
下
游

　
　
係
運
米
旧
路
、
略
加
疏
墾
、
已
可
無
阻
、
是
緋
理
已
有
頭
緒
。
而
サ
継
善
所
見
、
又
復
互
異
、
応
令
該
署
督
張
允
随
再
行
悉
心
簿
画
。
…
(中

　
　
略
)
…
得
旨
、
此
事
著
サ
継
善
、
張
允
随
前
往
開
工
之
庭
、
和
衷
面
商
、
母
得
各
執
己
見
。
伍
差
新
柱
前
往
、

一
同
相
度
機
宜
、
妥
酌
具
奏
、

　
　
該
部
知
道
。

圏
　
以
下
報
告
内
容
に
つ
い
て

「金
沙
江
史
料
」
上
、
乾
隆
七
年
十
月
初

一
日

「川
陳
総
督
サ
継
善
等
為
遵
旨
会
勘
金
沙
江
工
程
奏
摺
」
、
『奏
稿
』

　
乾
隆
七
年
十
月
初
二
日
の
上
奏
を
参
照
。

㈲
　
　「金
沙
江
史
料
」
上
、
乾
隆
七
年
十
月
初

一
日

「川
陳
総
督
サ
継
善
等
為
遵
旨
会
勘
金
沙
江
工
程
奏
摺
」。

　
　
自
鳥
蒙
改
流
設
鎮
、
愼
省
毎
年
赴
川
采
買
兵
根
数
千
石
、
均
由
叙
州
府
新
開
灘
至
永
善
県
黄
草
坪
五
百
八
十
里
江
路
、
湖
流
運
送
供
支
。
其
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黄
草
坪
至
金
沙
廠
六
十
里
河
道
、
亦
為
商
頁
販
運
米
、
糧
、
油
、
監
、
各
物
之
路
。

「金
沙
江
史
料
」
上
、
乾
隆
七
年
十
月
初

一
日

「川
陳
総
督
サ
継
善
等
為
遵
旨
会
勘
金
沙
江
工
程
奏
摺
」
。

臣
張
允
随
干
去
冬
委
員
査
勘
、
船
上
載
石
試
運
、
上
下
可
行
。
現
在
波
浪
洒
涌
、
情
形
尚
険
。
臣
等
令
工
員
将
船
試
行
、
据
称
水
大
難
試
、

其
自
双
仏
灘
至
娯
蛤
嶺
険
灘
鱗
接
、
石
巨
工
銀
、
縦
加
疏
墾
、
下
水
伍
属
堪
虞
。
臣
張
允
随
査
督
臣
慶
復
原
奏
、
即
有
石
大
水
涌
、
重
船
下

水
為
難
、
亦
可
盤
載
、
加
江
漸
河
道
盤
煽
之
法
等
語
。
是
以
奏
明
改
修
陸
路
両
駅
半
、
以
避

一
十
五
灘
之
険
、
干
本
年
四
月
二
十
二
日
奉
到

愈
旨
在
案
。
(こ
こ
で
慶
復
の
言
う

「江
漸
河
道
盤
煽
之
法
」
が
ど
の
よ
う
な
航
運
形
式
を
指
す
の
か
は
こ
こ
で
は
言
及
し
な
い
。)

「金
沙
江
史
料
」
上
、
乾
隆
七
年
十
月
初

一
日

「川
陳
総
督
サ
継
善
等
為
遵
旨
会
勘
金
沙
江
工
程
奏
摺
」
。

臣
等
奉
命
親
歴
江
干
、
面
相
商
度
、
就
勘
過
情
形
而
論
、
可
以
修
治
者
、
自
応
次
第
経
理
。

『高
宗
実
録
』
巻
百
七
十
七
、
乾
隆
七
年
十
月
乙
卯
。

署
雲
南
総
督
印
務
巡
撫
張
允
随
奏
、
会
勘
金
沙
江
通
川
河
道
、
実
可
開
修
。
得
旨
、
既
可
開
通
、
可
詳
酌
妥
協
為
之
、
以
成
此
善
挙
。

以
下
続
開
工
程
に
つ
い
て
は

『奏
稿
』
乾
隆
十
年
十
月
二
十

一
日
の
上
奏
を
参
照
。

『奏
稿
』
乾
隆
十
年
十
月
二
十

一
日
の
上
奏
。

査
開
陸
路
両
駅
半
、
以
避
此

一
十
五
灘
之
険
、
錐
為
省
費
図
成
、
亦
属
因
時
就
勢
。
…
(中
略
)
…
凡
極
険
之
灘
、
開
過
工
程
、
倶
皆
穏
順
、

用
過
工
費
銀
米
、
合
算
共
銀

一
十
七
万
八
百
四
十
両
、
尚
不
及
原
奏
約
信
数
十
万
金
之
半
、
節
省
運
費
、
易
干
抵
補
、…
…
。

『奏
稿
』
乾
隆
十
年
十
月
二
十

一
日
の
上
奏
。

今
自
下
游
工
竣
、
川
米
上
至
金
沙
廠
、
常
年
毎
石
需
銀
三
四
両
者
、
近
止
二
両
上
下
、
成
致
已
著
。
惜
該
廠
人
少
食
寡
、
川
米
至
此
不
能
多

錆
、
商
頁
利
微
、
恐
致
不
前
。
若
開
通
此

一
十
五
灘
、
則
米
船
可
直
抵
小
江
口
、
赴
湯
丹
廠
発
売
。
該
廠
商
民
甚
衆
、
需
米
頗
多
。
個
得
川
米
赴

廠
、
上
運
多

一
船
之
米
石
、
下
運
即
多

一
船
之
銅
斤
、
則
水
運
船
隻
、
可
以
補
旱
運
牛
馬
之
不
足
、
京
局
鋳
銅
自
無
達
誤
、
其
有
関
於
国
計
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者
甚
鉦
。
況
湯
丹
等
廠
、
歳
産
銅
八
九
百
万
斤
、
不
患
銅
少
、
惟
患
米
貴
。
個
得
川
米
接
済
、
廠
民
食
足
、
自
必
尽
力
攻
採
、
京
銅
可
以
永

　
　
遠
充
裕
。

岡
　
　
『奏
稿
』
乾
隆
十
年
十
月
二
十

一
日
の
上
奏
。

　
　
況
査
繋
石
開
灘
之
事
、
原
非
工
程
所
常
有
。
当
江
工
経
始
之
時
、
不
独
承
修
各
官
、
心
懐
疑
畏
、
即
雇
到
工
匠
、
於
疏
墾
水
底
、
石
工
亦
多

　
　
未
諸
。
今
開
修
数
年
、
干
金
江
之
水
性
緩
急
、
灘
石
之
堅
松
、
舟
行
之
利
鈍
、
工
用
之
繁
簡
、
在
工
員
既
周
知
熟
悉
、
可
以
指
示
成
宜
、
即

　
　

工
匠
習
久
愈
諸
、
可
以
施
工
得
法
。

㈲

本
稿
で
は
塩
井
渡

・
羅
星
渡
の
開
墾
工
事
に
つ
い
て
は
、
詳
細
に
触
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
経
過

一
覧
を
別
途
掲
載
す
る
に
留
め
た
。
(別
表

　
参
照
。)
雲
南
か
ら
外
省

へ
の
交
通
を
改
善
し
、
銅
輸
送
に
大
き
く
貢
献
し
た
点
で
、
金
沙
江
開
墾
と
共
に
重
要
な
工
事

で
あ
り
、
さ
ら
に
今
後

　
分
析
を
加
え
た
い
。

㈱
　
　「金
沙
江
史
料
」
上
、
乾
隆
五
年
十

一
月
初
十
日
、
「雲
南
総
督
慶
復
為
陳
開
修
金
沙
江
通
川
河
道
工
程
入
事
奏
摺
」
。

　
　
臣
確
訪
金
江
、
自
五
月
至
九
月
、
庫
気
最
盛
、
江
水
騒
涯
、
応
即
停
工
。
惟
自
十
月
至
四
月
、
可
以
施
工
。

㈱
　
　『奏
稿
』
乾
隆
三
年
十
二
月
二
十

一
日
の
上
奏
。

　
　
鰯
見
辺
方
痘
痛
之
害
、
較
諸
江
海
風
涛
、
尤
為
難
避
。
蓋
風
信
猶
可
守
候
、
而
庫
郷
不
能
飛
越
。
毎
当
痒
発
之
時
、
山
嵐
水
気
上
下
薫
蒸
、

　
　
触
即
傷
人
、
而
奉
差
人
員
、
只
以
公
事
為
重
、
程
期
有
定
、
不
敢
畏
避
稽
遅
。

一
経
染
痘
、
縦
有
医
薬
、
亦
難
救
治
。
又
況
有
庫
之
地
、
多

　
　
系
蛮
方
僻
壌
、
本
鮮
良
医
、
以
致
損
命
者
不

一
而
足
。
臣
目
撃
前
後
運
鉛
運
錫
運
銭
各
委
員
及
辮
本
省
公
務
之
員
、
経
時
累
月
渉
歴
痒
郷
、

　
　
不
避
銀
険
、
毎
多
触
染
痘
毒
、
旋
報
病
故
。
(以
下
実
例
が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
保
障
を
求
め
て
い
る
。)

翻
　

　「金
沙
江
史
料
」
上
、
乾
隆
五
年
十

一
月
初
十
日

「雲
南
総
督
慶
復
為
陳
開
修
金
沙
江
通
川
河
道
工
程
八
事
奏
摺
」
。

　
　
臣
謹
将
工
程
分
作
緊
工
、
次
緊
、
緩
工
三
項
。



10s

(60)(61)(62)(63)(64)(65)

「金
沙
江
史
料
」
上
、
乾
隆
五
年
十

一
月
初
十
日

「雲
南
総
督
慶
復
為
陳
開
修
金
沙
江
通
川
河
道
工
程
八
事
奏
摺
」。

臣
看
得
候
補
道
宋
寿
図
、
有
心
出
力
、
人
亦
老
練
。
広
南
府
陳
克
復
、
前
経
開
修
土
黄
通
卑
河
道
、
熟
諸
工
程
。
臣
激
委
該
道
府
二
員
、
総

理
工
程
事
務
、
信
計
経
理
、
専
司
出
入
。

「金
沙
江
史
料
」
上
、
乾
隆
八
年
閏
四
月
初
七
日

「署
理
雲
南
総
督
張
允
随
為
請
将
王
国
酢
等
留
潰
辮
理
金
沙
江
工
程
事
奏
摺
」。

題
昇
元
江
府
他
郎
通
判
王
国
酢
…
(中
略
)
…
該
員
才
具
幹
練
、
識
見
明
敏
、
辮
事
確
実
、
且
籍
隷
川
省
、
干
金
江
情
形
事
宜
素
所
熟
悉
。
又
査
、

有
原
任
広
東
高
州
府
服
関
通
判
丁
紀
龍
…
(中
略
)
…
該
員
年
力
富
強
、
才
具
明
幹
、
在
演
年
久
、
熟
諸
風
土
。
以
上
二
員
均
堪
任
使
、
詳
請

留
演
辮
理
金
江
下
游
工
務
。

「金
沙
江
史
料
」
上
、
乾
隆
五
年
九
月
初
七
日

「雲
南
総
督
慶
復
為
請
留
推
昇
游
撃
韓
傑
以
資
工
程
差
委
事
奏
摺
」
。

蠣
臣
干
上
年
遜
委
昭
通
鎮
游
撃
韓
傑
査
勘
金
江
通
川
河
道
、
据
該
将
往
返
上
下
、
逐
段
査
勘
、
計
応
修
応
繋
河
道

一
千
三
百
余
里
、
険
隆
七

十
二
灘
、
分
晰
絵
図
造
冊
。

「金
沙
江
史
料
」
下
、
乾
隆
九
年
六
月
十
六
日

「雲
南
総
督
張
允
随
為
報
金
沙
江
下
游
工
程
部
分
竣
工
事
奏
摺
」
。

再
自
興
工
之
時
以
迄
撤
工
之
日
、
恐
有
不
肖
員
役
、
如
克
浮
冒
、
怠
玩
誤
工
、
及
匠
夫
人
等
、
擾
累
夷
塞
、
臣
不
時
避
遣
辮
員
、
上
下
査
察
、

井
札
昭
通
鎮
総
兵
官
張
士
俊
、
就
近
密
査
。

「金
沙
江
史
料
」
上
、
乾
隆
五
年
十

一
月
初
十
日

「雲
南
総
督
慶
復
為
陳
開
修
金
沙
江
通
川
河
道
工
程
八
事
奏
摺
」
。

査
沿
江
両
岸
、
地
近
夷
村
、
本
地
井
無
匠
工
。
臣
巳
傲
令
該
道
等
、
先
干
省
城
雇
募
熟
諸
鉄
石
船
木
等
匠
六
十
名
、
帯
同
前
往
。

『奏
稿
』
乾
隆
六
年
八
月
初
六
日
の
上
奏
。

惟
是
内
地
各
省
工
程
、
夫
匠
可
以
随
庭
雇
覚
、
且
止
須
発
給
工
価
、

一
切
食
米
塩
菜
、
倶
可
自
行
購
買
。
今
金
沙
江
工
、
不
但
石
匠

一
項
須

干
遙
東
各
府
四
庭
雇
覚
、
即
小
工
夫
役
、
沿
江

一
帯
村
塞
倶
係
夷
人
、
不
便
雇
募
、
亦
必
雇
自
遠
威
、
尤
須
寛
給
工
価
、
方
不
致
逡
巡
裏
足
。
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「金
沙
江
史
料
」
上
、
乾
隆
八
年
八
月
初
四
日

「雲
南
総
督
張
允
随
為
報
酌
箒
開
湊
金
沙
江
下
游
工
程
事
奏
摺
」
。

本
年
開
修
下
游
灘
工
、
約
需
石
匠

一
千
二
百
名
。
本
省
石
匠
無
多
、
応
往
川
欝
二
省
分
雇
。

「金
沙
江
史
料
」
上
、
乾
隆
五
年
十

一
月
初
十
日

「雲
南
総
督
慶
復
為
陳
開
修
金
沙
江
通
川
河
道
工
程
八
事
奏
摺
」
。

先
将
最
緊
険
工
試
墾
、
信
計
該
匠
等
寒
冬
遠
出
、
毎
名
給
安
家
銀
三
両
、
干
工
価
内
拍
除
。
在
途
盤
費
、
毎
日
給
銀
四
分
。
到
工
之
日
鉄
石

木
匠
人
毎
日
工
銀

一
銭
二
分
、
食
米

一
升
。
小
工
就
子
各
該
地
募
雇
赴
工
、
毎
日
給
銀

一
銭
、
食
米

一
升
、
偉
各
勇
躍
従
事
。

「金
沙
江
史
料
」
上
、
乾
隆
五
年
十

一
月
初
十
日

「雲
南
総
督
慶
復
為
陳
開
修
金
沙
江
通
川
河
道
工
程
八
事
奏
摺
」
。

査
自
川
省
屏
山
県
新
開
灘
起
、
至
東
川
卑
衝
塞
止
、
逆
流
而
上
。
在
川
雇
募
鰍
船
、
毎
隻
可
載
塩

一
千
斤
、
米
五
石
。
但
逆
流
費
力
、
又
阻

旱
灘
、
必
須

一
百
日
方
能
運
到
。
況
昭
通
東
川
地
不
産
米
、
毎
米

一
石
価
至
二
両
有
余
。
塩
価
亦
貴
、
陸
運
倍
銀
、
非
通
川
采
買
、
断
難
措
手
。

「金
沙
江
史
料
」
上
、
乾
隆
八
年
八
月
初
四
日

「雲
南
総
督
張
允
随
為
報
酌
簿
開
湊
金
沙
江
下
游
工
程
事
奏
摺
」。

査
開
修
灘
工
、
官
役
夫
匠
郡
集
江
干
、
所
需
食
米
本
地
無
從
購
買
。
錐
有
商
船
販
運
、
亦
難
刻
期
接
済
、
応
動
項
赴
川
采
買
。

「金
沙
江
史
料
」
上
、
乾
隆
八
年
八
月
初
四
日

「雲
南
総
督
張
允
随
為
報
酌
簿
開
凌
金
沙
江
下
游
工
程
事
奏
摺
」。

査
開
修
灘
工
、
其
水
勢
夷
険
、
必
需
船
隻
試
行
。
及
官
役
夫
匠
往
来
過
渡
、
亦
応
用
船
。
…
(中
略
)
…
計
江
路
六
百
余
里
、
応
用
鰍
船
十
六
隻
、

毎
隻
需
船
価
四
十
二
両
、
共
銀
六
百
七
十
二
両
、
応
干
江
工
銀
内
動
発
、
即
交
嗜
峨
県
享
文
元
在
川
雇
募
鰍
船
十
六
隻
、
限
十
月
内
到
工
。

『奏
稿
』
乾
隆
六
年
十
月
十
九
日
の
上
奏
。

臣
又
査
沿
江

一
帯
、
倶
係
夷
塞
、
…
(中
略
)
…
但
当
兵
役
、
夫
匠
斉
集
之
際
、
恐
稽
査
梢
会
癬
、
或
有
滋
事
之
虞
。
臣
発
給
告
示
、
遍
行
撫

慰
、
禁
止
在
工
人
役
母
許
檀
入
夷
暴
。

『奏
稿
』
乾
隆
六
年
八
月
初
六
日
の
上
奏
。

但
査
上
游
江
程
六
百
七
十
余
里
之
内
、
険
灘
林
立
、
或
巨
石
亘
子
水
中
、
或
石
壁
横
捲
水
勢
、
兼
有
鉄
水
噴
游
倒
巻
等
項
名
色
。
若
不
詳
察
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形
勢
、
或
前
後
已
経
開
通
、
中
遇
奇
険
之
灘
、
錐
加
疏
墾
、
亦
難
上
下
通
行
之
庭
、
則
工
力
徒
労
。

『奏
稿
』
乾
隆
六
年
八
月
初
六
日
の
上
奏
。

　
冬
水
已
洞
、
春
水
未
涯
之
時
、
将
金
沙
廠
以
上
各
灘
大
施
人
力
、
自
下
而
上
以
次
疏
墾
、
為
巨
工
之
始
基
。
…

(中
略
)
…
臣
愚
以
為
、

此
項
工
程
応
宜
自
下
而
上
、
是
以
筋
令
総
理
之
員
、
從
原
通
舟
揖
之
黄
草
坪
以
上
逐
灘
往
上
興
修
、
使
開
通

一
節
即
得

一
節
之
益
。

『奏
稿
』
乾
隆
七
年
五
月
二
十
四
日
の
上
奏
。

臣
思
各
項
工
程
、
倶
奉
有
部
頒
倣
法
。
今
開
修
金
江
、
或
從
水
中
築
煽
、
馨
去
欄
水
巨
石
、
或
從
山
根
嶺
角
、
開
成
石
硝
子
河
、
或
從
絶
壁

懸
崖
、
繋
出
鈎
梯
鐙
級
。
此
等
工
程
、
井
非
河
工
海
塘
所
有
。
而
且
同

一
灘
而
前
後
有
難
易
之
殊
、
同

一
石
而
内
外
有
堅
松
之
別
、
其
間
虚

実
、
難
以
按
冊
而
稽
。

「金
沙
江
史
料
」
下
、
乾
隆
九
年
六
月
十
六
日

「雲
南
総
督
張
允
随
為
報
金
沙
江
下
游
工
程
部
分
竣
工
事
奏
摺
」。

開
墾
各
灘
碍
船
巨
石
、
皆
先
令
夫
匠
歓
伐
木
植
堆
積
、
用
火
焼
椴
、
再
用
錘
墾
壁
打
。
…
(中
略
)…
又
応
開
両
岸
懸
崖
緯
路

一
万
数
百
丈
、

…
其
院
険
之
庭
、
皆
干
石
簿
揺
木
、
搭
立
鷹
架
、
工
匠
用
籐
腰
懸
空
鐘
馨
。
凡
危
岩
絶
壁
、
悉
已
開
出
路
径
。
…
惟
各
灘
内
有
応
従
灘
身
開

出
子
河
及
灘
石
隠
伏
水
底
者
、
必
須
水
勢
極
洞
、
始
能
徹
底
施
工
。

『奏
稿
』
乾
隆
十
年
五
月
二
十
七
日
の
上
奏
。

臣
因
江
工
重
大
、
與
司
道
及
総
理
道
府
各
官
、
日
夕
講
求
、
悉
心
簿
画
、
或
采
用
成
法
、
或
博
訥
衆
論
、
或
因
時
制
宜
。
将
勘
過
各
灘
、
凡

最
険
之
灘
、
中
洪
潮
涌
、
不
能
行
舟
者
、
於
歴
来
架
廟
拉
粁
之
庭
、
築
煽
逼
水
、
将
灘
石
焼
熾
椎
墾
、
開
出
船
路
、
以
避
中
流
之
険
。
其
次

険
各
灘
、
亦
先
築
蠣
逼
水
、
将
水
面
水
底
碍
船
巨
石
馨
去
、
令
下
水
之
船
可
以
沿
灘
放
下
。
又
於
爾
岸
絶
壁
之
上
搭
立
鷹
架
、
墾
出
高
低
緯

路

一
万
余
丈
、
井
墾
去
碍
緯
石
塊
、
使
舟
揖
上
下
緯
挽
有
資
。

「金
沙
江
史
料
」
上
、
乾
隆
八
年
八
月
初
四
日

「雲
南
総
督
張
允
随
為
報
酌
簿
開
凌
金
沙
江
下
游
工
程
事
奏
摺
」
。
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鉄
器
応
預
為
制
造
也
。
査
開
灘
墾
石
鉄
器
最
為
緊
要
、
演
省
耀
峨
県
出
産
鋼
鉄
、
造
器
堅
利
、
從
前
開
難
上
游
灘
工
、
曾
委
敷
力
千
総
劉
世

　
　
英
赴
嗜
峨
邑
制
造
、
堅
鋭
適
用
。
今
開
修
下
游
各
灘
、
毎
年
約
需
用
鋼
鈷

一
万
枝
、
銀
子
二
千
全
…
(中
略
)
…
此
外
尚
需
鋸
錘
二
百
五
十
把
、

　
　
手
錘

一
千
五
百
把
、
千
斤
三
百
根
、
体
質
粗
重
、
非
鈷
鎮
可
比
、
応
令
嗜
峨
県
知
県
皐
文
元
到
川
順
便
購
買
、
帯
赴
工
所
、
以
省
脚
費
。
用

　
　
過
銀
雨
、
統
干
江
工
案
内
造
冊
報
錆
。

㈱
　
前
出
の
註
ω
の
拙
稿

「清
代
長
江
三
峡
に
お
け
る
航
道
整
備
事
業
-
李
本
忠
と

『平
灘
紀
略
』
を
中
心
に
i
」
二
十
五
頁
に
お
い
て
、
伝
統

　
的
な
土
木
技
術
の

一
つ
と
し
て
紹
介
し
た
。
ニ
ー
ダ
ム

『中
国
の
科
学
と
文
明
』
(田
中
淡
他
訳
、
思
索
社
、

一
九
七
九
年
)
第
十
巻
土
木
工
学

　

の
記
述
に
よ
れ
ば
、
加
熱
し
た
岩
石
に
水
或
い
は
酢
酸
を
注
ぎ
、
発
生
す
る
蒸
気
の
爆
発
力
を
利
用
す
る
も
の
と
い
う
。

㈲
　
　
『奏
稿
』
乾
隆
八
年
十
二
月
二
十
日
の
上
奏
。

　
　
自
上
游
開
修
以
来
、
去
冬
今
春
、
川
省
商
船
、
販
運
米
塩
貨
物
、
至
金
沙
廠
以
上
発
売
者
、
較
往
年
多
至
十
数
倍
。
即
如
二
月
間
、
金
沙
等

　
　
廠
米
価
、
毎
倉
石
売
銀
四
両
二
一二
銭
。
商
船

一
到
、
即
減
価

一
両
有
余
。
村
塞
夷
民
、
皆
歓
欣
交
易
、
不
但
愼
民
免
難
食
之
虞
、
且
可
使
無
知

　
　
蛮
課
、
漸
被
華
風
。

㈲
　
　「金
沙
江
史
料
」
下
、
乾
隆
九
年
六
月
十
六
日

「雲
南
総
督
張
允
随
為
報
金
沙
江
下
游
工
程
部
分
竣
工
事
奏
摺
」。

　
　
従
前
灘
勢
随
急
、
且
無
緯
路
、
上
水
船
隻
日
行
不
過

一
、
二
十
里
。
自
開
成
緯
路
、
馨
去
碍
船
巨
石
、
上
水
日
可
行
三
、
四
十
里
、
計
程
已

　
　
倍
干
前
。

⑳
　
　『奏
稿
』
乾
隆
十
年
五
月
二
十
七
日
の
上
奏
。

　
　
本
年
川
省
商
船
、
載
運
米
塩
貨
物
、
赴
金
沙
廠
発
売
者
、
約
有
三
百
余
号
。
内
有
五
瓜
船
百
余
号
、
大
於
鰍
船

一
倍
。
且
上
灘
下
灘
、
較
鰍

　
　
船
為
穏
。
…
(中
略
)
…
又
廠
地
常
年
米
価
、
毎
石
需
銀
四
両
有
余
、
今
止

一
両
七
八
銭
、
亦
属
従
来
所
未
有
。

劒
　
　
『奏
稿
』
等
史
料
中
で
は
工
事
中
常
用
さ
れ
、
ま
た
銅
の
試
運
に
も
こ
の
船
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
貨
物
船
の
一
種
と
思
わ
れ
、
四
川
に
行

っ
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て
雇
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
付
近

一
帯
で
よ
く
使
用
さ
れ
る
船
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
形
状
な
ど
は
不
明
で
あ
る
が
、
五
瓜
船
よ
り
小
型

　

で
小
回
り
の
き
く
船
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

⑬
　
　『奏
稿
』
乾
隆
九
年
九
月
二
十
八
日
の
上
奏
。

　
　
至
江
工
告
成
以
後
、
毎
年
可
運
銅
若
干
之
庭
、
臣
與
司
道
悉
心
査
酌
、
金
江
水
勢
、
惟
自
十

一
月
至
三
月
、
此
五
個
月
之
内
可
以
辮
運
。
若

　
　
侯
采
買
兵
米
及
商
船
回
空
、
雇
募
発
運
銅
斤
、
又
已
過
時
。
必
須
預
雇
鰍
船
、
安
靖
接
運
、
方
可
無
誤
。
就
目
下
情
形
計
算
、
毎
年
可
運
銅

　
　
百
余
万
斤
、
較
陸
路
運
費
、
約
可
節
省
十
之
二
三
。

圃
　
　
『奏
稿
』
乾
隆
十
年
九
月
二
十
日
の
上
奏
。

　
　
臣
査
金
江
上
下
両
游
工
程
、
調
任
督
臣
慶
復
任
内
、
用
過
試
修
安
靖
銀
二
万
八
千
七
十
七
両
零
、
臣
接
辮
開
修
、
撮
布
政
使
阿
蘭
泰
等
詳
報
、

　
　
用
過
工
費
食
米
、
井
修
沿
江
陸
路
、
共
銀

一
十
四
万
九
千
九
百
六
十
四
両
零
、
総
計
試
修
開
修
、
共
用
過
銀

一
十
七
万
八
百
四
十
両
。
今
振

　
　
議
詳
、
毎
年
以
運
銅

一
百
万
斤
計
算
、
較
陸
路
可
節
省
運
脚
銀
六
千
三
百
余
両
。
又
開
羅
星
渡
河
道
、
除
照
原
奏
、
於
節
省
脚
価
銀
内
帰
款

　
　
外
、
毎
年
分
運
威
寧
銅

一
百
五
十
八
万
余
斤
、
可
節
省
運
脚
二
千
九
百
余
両
。
又
開
監
井
渡
河
道
、
除
照
原
奏
、
於
節
省
脚
価
銀
内
帰
款
外
、

　
　
毎
年
分
運
東
川
銅

一
百
五
十
八
万
余
斤
、
可
節
省
運
脚
銀
五
千
二
百
余
両
。
三
共
節
省
銀

一
万
四
千
五
百
余
両
。

㈲
　
　『奏
稿
』
乾
隆
十
三
年
六
月
十

一
日
の
上
奏
。

　
　
惟
蝶
蛤
嶺
、
安
吉
、
猴
崖
頭
灘
、
双
仏
等
四
大
灘
、
難
屡
将
船
隻
試
放
、
倶
属
平
穏
、
但
灘
長
浪
大
、
宜
加
慎
重
。
且
恐
新
雇
船
戸
、
未
識

　
　
水
性
、
暫
令
盤
載
放
空
、
侯
行
之
漸
熟
、
或
装
半
載
直
放
、
或
満
載
吊
放
、
再
為
因
時
辮
理
。
…
(中
略
)
…
今
自
娯
蛤
嶺
至
双
仏

一
帯
険
灘
、

　
　
錐
経
開
通
、
但
江
工
甫
竣
、
船
戸
行
走
未
熟
、
応
請
水
陸
兼
運
、
以
利
仮
往
等
情
。

圃
　
　『高
宗
実
録
』
乾
隆
十
四
年
二
月
庚
子
の
条
に
よ
れ
ば
、
尚
書
寄
赫
徳
、
湖
北
総
督
新
柱
、
雲
南
巡
撫
図
爾
嫡
阿
に
工
事
の
成
果
に
つ
い
て
、

　
果
た
し
て
報
告
通
り
か
否
か
、
調
査
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
下
流
は

「尚
有
益
に
属
す
」
と
し
な
が
ら
も
、
上
流
に
関
し
て
は

「実



　

に
難
行
に
係
」
り

「附
和
粉
飾
」
と
評
し
て
厳
罰
を
求
め
た
。
し
か
し
同
年
六
月
の
上
諭
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
に
対
す
る
乾
隆
帝
の
処
置
は
、
郡

　
爾
泰

・
慶
復
と
歴
代
総
督
の
意
向
を
無
視
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
過
去
に
前
例
の
な
い
偉
業
で
あ
る
こ
と
、
下
流
に
つ
い
て
は
確
か
に
実
益
が

　
あ
る
こ
と
、
技
術
的
に
限
界
が
あ
る
こ
と
等
を
挙
げ
て
、
張
允
随
へ
の
責
任
追
及
と
処
分
は
行
わ
な
い
と
す
る
も
の
だ

っ
た
。

〈追
記
〉
本
稿
脱
稿
の
後
、
中
国
に
て
王
燕
飛

『清
代
督
撫
張
允
随
与
雲
南
社
会
』
(雲
南
大
学
出
版
、
二
〇
〇
五
年
七
月
)
が
上
梓
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
知

っ
た
。
そ
の
内
容
は
雲
南
に
お
け
る
張
允
随
の
事
績
全
般
に
渉
っ
て
述
べ
て
お
り
、
金
沙
江
開
墾
工
事
に
つ
い
て
は
第
四
章
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
い
る
。
何
分
情
報
を
得
る
の
が
遅
く
、
本
稿
の
内
容
に
生
か
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
関
係
書
籍
と
し
て
こ
こ
に
記
し
て
お
く
。
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表

(1
)

〈
乾

隆

初

年

金

沙

江

工

程
一
覧

>

1

乾
隆
二
年

三
年

四
年

上

游

工

程

雲
南
の
水
利
に
つ
い
て
上
諭
が
出
さ
れ
る

京
師
銭
局
使
用
の
銅
を
す
べ
て
雲
南
銅
に
依
拠
す
る
こ
と
と
し
、
雲
南
銅
の
京
運
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る

昭
通
鎮
遊
撃
韓
傑
に
よ
り
、
開
馨
を
目
的
と
す
る
調
査
が
行
わ
れ
る

下

游

工

程

雲
南
総
督
慶
復

・
巡
撫
張
允
随
に
よ
り
、
金
沙
江
開
墾
を
請
う
上
奏
が
出
さ
れ
る

(こ
の
時
点
で
既
に
「
両
次
委
員
査
勘
」
)
↓
七
月
許
可

五
年

十

一
月
、
東
川
府
小
江

口
～

昭
通
府
金

沙
廠
に

つ
い
て

「査
勘
」
「試
修

」
を

行
う

六
年

七
年

二
月
、
開

工
、
娯
舩
嶺

、
安
吉
等
十

灘
に

つ
い
て
「陸
続

試
修
」
↓

「水
涯
痒

発
」
に
よ
り
停

工

四
月
、
慶

復
は
両
広
総
督

に
異
動

、
張

允
随
が
巡
撫
を
兼
ね
雲
南

総
督

の
任

に
就

く

八
月
、
張

允
随
よ
り
調
査

の
進
行
状

況
に
よ
り
、
上
游

・
下
游

の
二
区
間
に

分

け
て
工
事

を
行
う
旨
上
奏
さ
れ

る

十

一
月
二
十
日
、
工
事
再
開

二
月

、

一
部
険
灘

(娯
訟
嶺
～
双
佛
灘

)
に

つ
い
て
開
墾
効
果

が
得

ら
れ
な

い
と

の
判
断
か
ら
、
陸
路

に
よ

る
回
避

が
上
奏

さ
れ
る
↓

四
月
、
許

可

四
月

六
日
、
停
工

九

・
十
月
、
韓
傑
に
命
じ
て
金
沙
廠
～
四
川
叙
州
府
新
開
灘
に
つ
い
て
コ

面
勘
佑
詳
報
」
さ
せ
官
員
を
派
遣
、
下
游
工
程
の
立
案
開
始

十
月
十
六
日
、
曲
靖
府
知
府
董
廷
揚

・
昭
通
府
知
府
来
謙
鳴
等
は
新
開
灘

よ
り
「勘
借
興
修
」
(翌
年
正
月
十
五
日
に
は
半
ば
ま
で
終
了
)

十

一
月
十
六
日
、
新
開
灘

・
鎖
水
灘
よ
り
「興
工
開
修
」

二
月

二
十

日
、
雲
南
永
善
県
利
運
灘

に
至
り
、
停
工
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七
年

八
年

九
年

五
月
、
川
陳
総
督
サ
継
善
の
工
事
に
慎
重
な
上
奏
を
受
け
て
、
張
允
随
と
サ
継
善
、
更
に
都
統
新
柱
を
派
遣
し
て
現
地
に
お
い
て
=

同
相
度
機
宜
、
妥
酌
具
奏
」

せ
よ
と
の
命
が
出
る

八
月

、
四
川
叙
州
府
に

て
張

・
サ

・
新

三
氏
が
会
し
、
九
月
、

三
氏

は
揃

っ
て
四
川
叙
州
府

～
雲
南

昭
通
府

の
金
沙
江
水
路

及
び
沿
江
陸
路
を
約

一
ヶ
月

間
に
わ

た
り
視
察

↓
「可
以
修
治

者
、
自
応
次
第
経
理
」

十

一
月

、
上
游
工
程
終
了

の
見

通
し
が
立

つ
、
徐

々
に
作
業
完
了

に
伴

い
、

銅

二
十
四
万
斤
試
運

の
立
案
開
始

、
同
月
上
游
工
程
佑
冊
及
び

「金
江
図
説
」

が
提
出

さ
れ
る

十

二
月
二
十
日
、
東
川
府
小
江

口
よ
り
上
游
に
お
け
る
銅

の
試
運

開
始

十

二
月
二
十

一
日
、
小
溜
筒
、

二
十
四
日
、
濯
雲
灘
よ
り
工
事
再

開

三
月
十

一
日
、
完
竣

三
月
十
二
日
～
四
月
六
日
、
永
善
県
金
沙
廠
河
口
に
到
着
し
た
試
運
銅
は
十

七
万
余
斤
↓
二
月

一
日
～
四
月
十
五
日
、
最
終
的
に
二
十
万
六
百
余
斤
が
永

善
県
銅
房
に
到
着

八
月
、
下
游
工
程

の
人
員

・
物
資
等
の
計
画
が
上
奏
さ
れ
る

十
月
、
上
游
工
程
終
了
を
受
け
て
本
格
開
工
、
「水
落
甚
遅
」
に
よ
り
ま
ず

両
岸
緯
路
補
修
及
び
各
険
灘
盤
路
よ
り
作
業
開
始

十

一
月
、
乾
隆
六
～
七
年
試
修
し
た
鎖
水
灘
等
を
の
ぞ
く
六
十

一
灘
に
つ

い
て
作
業
開
始

一
月
、
緯
路

・
盤
路
に
つ
い
て
完
竣

四
月
、
「開
修
険
灘
」
停
工
↓
「
上
年
金
江
異
濫
、
冬
底
尚
未
帰
漕
」
の
為
こ

の
時
点
で
は
完
竣
せ
ず

六
月
、
銅
の
試
運
を
工
事
進
行
に
伴
い
実
施
、
十
万
五
千
斤
が
永
善
県
黄

草
坪
銅
房
に
到
着

十
二
月
十
五
日
、
工
事
再
開
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十
年

十

一
年

十
二
年

十
三
年

十
月
、
張
允
随
は
上
游

工
程

三
十

五
灘

の
う

ち
、
開
馨

で
き

な
か

っ
た
娯
舩

嶺
等

十
五
灘
に

つ
い
て
、
再
度

工
事

を
行
う

こ
と
を
請
う
た
↓
続

開
工
程

十

二
月
、
再

工
事

の
要
請

に
対
し

て
、
大
学
士
等

は
「
応
如
所
請
」
「伍
令
該

督
確
査
、
果
否

一
労
永
逸
、
詳
慎
辮
理
」と
上
奏
↓

「依
議
速
行
」
と
許
可
さ
れ
る

閏

三
月

、
開
工
せ
ん
と
す

る
も
、

「因
水
涯
入
水
、

工
程
尚
未
興
挙
」

十

一
月

、
続
開
工
程
開

工
、
緯
路
補
修
等

よ
り
作
業
開
始

一
月
中

旬
、
「江
水
漸

洞
、
露
出
水
中
隠
石
」
に
よ
り
、

こ
れ
に

つ
い
て
作
業

続
行

二
月
、
続
開

工
事
予
定

の
六

・
七
割
を
終
了
時
点

で
、
「通
省
大
雨
、
江
水

験
漂

三
四
尺
」
に
よ
り
、
増
水

の
た

め
停

工

十

二
月

十
五
日
、
工
事
再
開

二
月

二
十
八
日
、
銅
試
運
開
始
、

四
月

十
五
日
に
は
当
該
地
域

で
三
十
二
万

二
千
余

斤
を
運
ん
だ
↓

「難
経
開
通

、
但

江
工
甫
竣
、
船

戸
行
走
未
熟

、
応

請
水
陸

兼
運
、
以
利
仮
往
」

四
月

三
日
、

「撤
工
」

注

"
『張
允
随
奏
稿
』
、
「金
沙
江
史

料
」、

『高
宗
実
録
』
を
参

照
。

三
月
三
日
～
四
月

四
日
、
金

沙
廠
河

口

・
黄
草
坪
双
方

よ
り
試
運
銅
七
十
万

余

斤
が
四
川
濾
州

に
到
着

、
京
局

へ
転
運

四
月
十
五
日
、
次
第

に
完
竣

、
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表

(2
)

〈
金

沙

江

工

程

概

要

〉

全
行
程
期
間
:
乾
隆
五
年
十

一
月
～
乾
隆
十
三
年
四
月

上
游

工
程

下
游

工
程

続

開

工
程

(調
査

・
試
験
工
事
等
含

む
)

工

事

箇

所

雲
南
東
川
府
小
江
口

～
昭
通
府
金
沙
廠

(六
七
三
里
)

昭
通
府
金
沙
廠

～
四
川
叙
州
府
新
開
灘

(六
四
六
里
)

全
体
で
険
灘
は
五
十
四
灘
、
そ
の

う
ち

「応
修
者
三
十
五
灘
」
、
特

に
上
流
の
双
仏
灘
～
娯
舩
嶺

の
十

五
灘
が
「最
険
」
、
他
下
流
の
濫
田

煽
、
小
溜
筒
、
濯
雲
三
灘
等

「応

修
者

共
六
十

四
灘
」
、
う

ち

「最
険

灘

五
、
険

灘
十

八
、
次

険

灘

四
十

一
」
、

「最
険

」
は
異

石
、

大
霧
基

、
大
鍋
圏
、
大
猫

、
大
漢

漕

五
灘

、
他
に
何
郎
、
虎

口
、
象

鼻
等

「険
灘
」
、
上
石
板

、
黄

草
等

「次
険
」

上
游
工
程
施
行
時
に
、
陸
路
に
よ
る
迂
回
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
双
仏
灘
～

娯
蛤
嶺
の
十
五
灘
に
つ
い
て
の
再
工
事

費

用

等

上

・
下
游
工
程
及
び
沿
江
陸
路

・

緯
路
、
続
開
工
程
含
め

て
、

「統

計

用
過
夫
役

八
十

八
万
八

千
五

百

六
十
八

工
」
「給
過

工
価

、
盤

費
、
官
役
養
廉
、
工
食
、
船
隻
、

器

具
、
食
米

、
賞
憧

等
項

、
共

銀

一
十
九

万
三
千

四
百
四

十
六

両
五
銭
六

分
零
」

備

考

上
流
十
五
灘
に
つ
い
て
は
当
初
沿

江
陸
路
に
よ
る
回
避
策
が
取
ら
れ

た
が
、
下
游
工
程
後
再
工
事
を
要

請
し
た

上
游
工
程

に
比

べ
る
と
航
行
し
易

く

、
工
事
以
前

よ
り

「毎
年
赴
川

采

買
兵
糧
数
千
石
」

「亦
為
商
買

販
運
米
、
糧
、
油

、
臨
、
各
物
之

路
」

で
あ

っ
た

結

果
と
し

て
、
当
初

予
定

の
十
五

険

灘
に
更

に
加
え

て
、
二
十

一
険

灘

に

つ
い
て
作
業
が
行
わ

れ
た



◎○
コ

省

府

州

県

総 督

巡 撫

布政使

按察使

総 理

協 理

表(3)〈 金 沙江 工 程　 官 員組 織 図〉

張允随(乾 隆6～12巡 撫兼任)

図爾柄阿(乾 隆12～14,15)

阿蘭泰(乾 隆6～11)→ 図爾嫡 阿(乾 隆11～12)→ 宮爾勧(乾 隆12～15)

張坦熊(乾 隆3～16)

署雲南騨監道 ・郭振儀、雲南根儲道 ・徐本仙

上 游 工 程

遙東道 ・宋寿 図

(「督 理金江銅運」)

署広南府知府 ・陳克復

(「井協理続開灘工」)

東川府 知府 ・田震

(「井続開灘工」)

「永善県知県沈彩等

文武佐雑十一員」

総 理

協 理

下 游 工 程

曲靖府知府 ・董廷楊

昭通府知府 ・来謙鳴

「委勘全江水路」昭通鎮標游撃 ・韓傑 他

在 工 人 員

「順寧府通判趙堀、雲南府通

判盧元、曙峨県知県享文元

等文武佐雑三十五員」

総 理

協 理

続 開 工 程

署麗江府 知府

・焚好仁

(元大関庁同知、

塩井渡開盤に関わる)

署東川府 知府

・徐柄

(元署雲南府同知、

羅星渡開整に関わる)

「東川府経歴李謙等

文武佐雑八員」

注 「張允随奏稿』乾隆十四年二月二十三 日の上奏及び各工程に関す る上奏中に登場する人物名 ・役職 を参照。
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別

表

く
乾

隆
初

年

塩
井

渡

・

乾
隆
二
年

三
年

六
年

七
年

八
年

九
年

十
年

羅

星
渡

工
程

一
覧

〉

塩

井

渡

雲
南
の
水
利
に
つ
い
て
上
諭
が
出
さ
れ
る

羅

星

渡

上
諭
を
受
け
て
張
允
随
か
ら
出
さ
れ
た
上
奏
に
依
れ
ば
、
塩
井
渡
に
つ
い
て
は
既
に
通
川
河
道
の

一
道
と
し
て

「陸
続
興
修
」
と
あ
る

京
師
銭
局
使
用
の
銅
を
す
べ
て
雲
南
銅
に
依
拠
す
る
こ
と
と
し
、
雲
南
銅
の
京
運
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る

五
月
、
該
当
地
の
調
査
が
行
わ
れ
、
昭
通
府
城
～
塩
井
渡
ま
で
の
陸
路
及
び
塩

井
渡
～
四
川
叙
州
府
安
辺
温
の
水
路
に
つ
い
て
、
工
事
箇
所
と
全
体

の
工
事
予

算
見
積
が
な
さ
れ
る

十
月
、
塩
井
渡
～
四
川
叙
州
府
安
辺
況
の
開
馨
工
事
開
始

(試
工
事
↓
本
工
事

へ
)

二
月
、
塩
井
渡
開
馨
工
事
に

つ
い
て
張
允
随
か
ら
上
奏
が
出

さ
れ
る
↓

四
月
、
朱
批

四
月
中
に
停
工

十

一
月
、
工
事
経
過
報
告

の
上
奏

が
あ
り
、
更
に
必
要
と
な

る
費

用
額
を
示
す

※
冬

以
降
工
事
再
開
か

?

四
月
、
工
事
経
過
報
告

の
上
奏
あ

り
、
「未
入
原
佑
」
の
高
灘

・
明
灘
等

に

つ
い

て
も
開
修

・
完
竣
す

る
↓

※
こ
の
時
期

一
時
停
工
か
?

九
月
、
興
工

六
月
、
次
第
に
完
工
し
、
陸
路
も
含

め
全
て
終
了

十

一
月
、
貴
州
威
寧
～
雲
南
鎮
雄
～
四
川
羅
星
渡

の
陸
路
と
羅
星
渡
～
南
広
洞

の
水
路
に
つ
い
て
調
査
が
な
さ
れ
、
塩
井
渡
開
修
の
例
に
照
ら
し
て
工
事
を
行

う
こ
と
を
張
允
随
が
上
奏
し
て
請
う
た

一
月
、

四
川
叙
州
府

羅
星
渡
～
南
広
洞

の
開
盤

工
事

開
始

四
月
、
全
河
告
竣

、
陸
路
に

つ
い
て
も
完

工

注

"
『張

允
随
奏
稿
』
、
「金
沙
江
史

料
」、

『高
宗
実
録
』
を
参

照
。
※
は
、
以
上

の
史
料

に
お

い
て
も
不
明

で
あ

る
点
。


